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　人ごみの中を歩いていると、シスター服の女性とぶつかった。彼女は落ち着いた挙きよ措そで十字を切ると、小さくなにかを呟つぶやいてから立ち去った。聞き取れなかったがおそらくは、『祝福がありますように』とでも言ったのだろう。

　そういえば今日はよく修道服を見るなと、遠とお野の九く罰ばつは思った。

「七な罪つみ、クリスマスまであとどれくらい？」

「二週間です……兄さん、お願いですから礼拝にちゃんとでてください。そうすればそんなとぼけた質問もしなくてすむんですから。皆、クリスマスの日取りを計算して、準備が間に合うかどうかハラハラしてるんですよ？」

　ジトォ──と半眼で睨にらみつけてくるのは、妹の七罪。九罰は苦笑したが、礼拝にでるつもりはまったくなかった。教会は昔から、九罰にとって鬼門だった。あの場所は、なぜか息苦しく、居心地が悪いのだ。

　そういえば、七罪は聖歌隊だった。きっと練習などで大変なのだろう、と九罰は他ひ人と事ごとのように思う。イヴのミサにも参加しないつもりだし、あまり興味はなかった。

　実際、街を見れば──ブレザー姿の七罪や九罰より、シスター服や神父服が目立つ。町全体の飾り付けもだんだんと増えているように見える。

　もう少し顔をあげれば、街のはずれに丘が見える。丘の上には、レンガ造りの巨大な時計塔。街のどこからでも見ることができるし、近辺の子どもはあの時計塔の時間を目安に帰宅するのだが──あの時計塔、内部は市役所であり、実に事務的なオフィスだったりする。

　時計塔の針は夕方を示している。買い物には絶好の頃ころ合あいだ。

「そっか……やけに神父さんとか歩いていると思ったら、クリスマス近いからだね。準備とか、きっと大変なんだろうね」

「はぁ──そんな主をないがしろにする兄さんは、エジプト軍みたいに海で溺おぼれちゃえば良いんです。モーセ様もお怒りです」

「え、なに。モーセって偉い人でしょ。そんな大量虐ぎやく殺さつしてるの？」

　聖書をろくに読んだこともない九罰は、間の抜けた発言をして、再び七罪に睨まれた。顔つきは怖いが、黒髪のポニーテールがひょこひょこと揺れているので、どこか間抜けではあった。

　自分にあまり似てない、可か愛わいい妹だとは思う。色白の九罰と違い、肌の色も健康的で、好かれそうだ。実際クラスでも人気らしいが──変な虫だけはつけたくないと、兄というより父の心境で九罰は思った。

「…………もう良いですダメです諦あきらめました。はやく帰りましょう兄さん。あの厄やつ介かいな人も、お腹なかが空すいたとわめいてるでしょうし」

　七な罪つみに付き合って、九く罰ばつは夕食の買い出し中。なにを作るのか決めるのが七罪で、荷物持ちは九罰。それが長年の二人の役割分担であるが──牛肉百グラムを丹念に見ていく七罪を見ると、九罰は少しだけ哀かなしくなる。

「どこかの主婦みたいな眼光だったよね……」

「兄さん一応言っておきますが私まだ花の十六歳ですからね？」

　十六歳なのにスーパーの特売日を気にしまくるのはどうかと思ったが、言うと怒られるので、九罰は口をつぐんだ。

「さて足早に参りま────あ」

　七罪が頓とん狂きような声をあげる。思わず九罰もそちらを見て──うげ、と顔をしかめてしまった。

「にと────せんせ────っ！　深ふか間まさぁ────んっ！」

　七罪が大声で叫ぶ。周りの人間は何事かと一いつ瞬しゆんだけ七罪を見るが、元気な九罰の妹はまったく意に介さなかった。

　遠くにいた神父服の男がこちらを見て、近づいてくる。隣となりにはシスター服の女性。九罰としては、あまり会いたくない相手だったが──七罪にしてみれば、最も懐なついている二人に違いない。

「ああ──七罪さん。それと…………九罰君」

　聖ジョージ学園の神父である、仁に藤とう公きみ龍たつ。そして同学園のシスターで、仁藤の補佐のような仕事をしている、深間水み鳥どり。以上両名、九罰の天敵。ちなみに仁藤は普ふ段だん九罰を名字で呼ぶが、今は妹が一いつ緒しよなので呼び方を変えているようだ。

　九罰は思いっきりそっぽを向く。そちらでは七罪と同じくらいの学生数人が、ショーウィンドウを覗のぞきこんでいた。飾ってあるのは、十字架を模した冬の新作コートらしい。

「こんにちはっ。先生もクリスマスの準備ですか」

「ええ──キャンドルが足りないので、買い出しに。…………九罰君？　なにも目をそらさなくても良いでしょう？」

　しぶしぶ目線を合わす九罰。仁藤の眼鏡の奥の柔にゆう和わな顔が、にこりと笑っていた。

　九罰の通う学園には──というかどこの学校でもほぼ例外なく──教会があり、神父がいる。生徒のほとんどは朝か夕方の礼拝に出るのだが、九罰だけは例外だった。しょっちゅうサボっている。

　おまけに仁藤神父は、神学の授業も担当しているのだ。神学の授業を寝て過ごしている九罰なので、彼の心証はさぞかし悪いに違いない。

　仁藤は背が高く、年は三十前くらいだろうか。温和な性格が有名で、石を投げても怒らないなんて噂うわさがあったのを覚えている。ちなみに七罪はそれを聞いてなにやら聖書との関連を見みい出だし感動していたが、九罰はそんな人間がいるわけないと言ってしまった。

　後で七罪に怒られたのだが。

「ふふ、仁に藤とう神父。あまり怖がらせてはいけませんわよ」

　仁藤教諭の隣となりに立つシスター、深ふか間ま水み鳥どりが静かに言った。

　印象的な、ウェーブのかかった黒髪は、胸元まで。顔はどこか優しげで、悪いことをしても許してくれそう──とは、とある不良の台詞せりふである。実際、かなり寛容な人物らしく、七な罪つみも『理想の女性像は深間さんなんです』と熱く語っていたこともある。ちょっと難しいんじゃない、と言ったら叩たたかれた。

　もっとも──九く罰ばつにとっては、苦手な人物に変わりはないのだが。

「いえ……その、怖がったりとかは。あの……すいません。礼拝参加しなくて」

「ええ──サボるのは感心しませんね。参加してくれれば一応の評価はあげられますが。最近は、礼拝中に携帯をいじるような子も増えていますからね、頭が痛いです」

　暗に、その頭痛の原因の一つがお前なのだから、礼拝にでろ、と言っているのだ。

「ふふ──それに神学は必修科目。立派な卒業要件ですからね？　あんまり寝てばかりだと、単位についても問題にしなくてはなりませんよ？」

　にこにことした笑顔。この笑顔で、とうとうと聖書の引用を交えた説教などをするのだ。悪いことをした生徒は、非常に良心が痛み、心の底から反省するのだという。

　九罰の場合、良心はがんがんに痛むのだが、それでも反省はできそうになかった。

「いや……はは、授業のほうは、もう少し、真ま面じ目めにやりますよ……」
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「んん──つまり礼拝のほうはやはりサボるとおっしゃる？　なにも神の家の門をくぐるだけが信仰の証あかしではありませんが、それにしても君はいささか怠たい惰だにすぎますよ。はっきりした理由もなにも言いませんしね」

　真横からジト目を送る七な罪つみが怖い。

　だが、理由など、むしろ九く罰ばつが教えてほしいくらいだった。本人自身にも明確なことがわからないのである。こればっかりはどうしようもない、と九罰は思う。

「あー……えーと、ほ、ほら七罪。そろそろ帰らないとマズくない？　お腹なかもすいてきたしさ」

「清貧は美徳。いくら空腹でもがっつくのはみっともないですよ兄さん。というわけでもう少し先生に叱しかられてください」

　つーんと冷たい敬けい虔けんな妹。こと景けい教きよう関連の話となると、七罪は完全に敵にまわってしまう。

「くすくす……仁に藤とう神父、そこまでにしてあげてくださいな。私たちもそろそろ戻らないと、夕方の礼拝に間に合いませんわよ？」

　温和な口調で、シスターが言った。助け舟だろうか。

「ああ──もうそんな時間かい？　では九罰君、七罪さん、失礼します。明日の放課後は聖歌隊の活動がありますから、七罪さんは遅れないようにね？」

「大だい丈じよう夫ぶですよ先生ー。この時期にそんなことしたらみんなに袋ふくろ叩だたきですから」

「暴力は感心しませんが、確かにそれくらいの気迫で皆、臨んでいますからね……それではまた明日。主の加護がありますように」

　小さく、手慣れた様子で十字をきる仁藤神父。それにならうシスター深ふか間ま。やはり聖職者だけあって、こういう行為は様になる。

　二人の足取りは意外と速かった。あっという間に人ごみに消えた二人を見て、九罰は大きく息を吐はく。やはり、あの二人と会うときは気が重い。

「ちゃんと礼拝にでれば、後ろめたさを感じなくてもすむんですからね？」

「わかってるんだけどさ」

　アジアの中では──いやヨーロッパと比べてさえも──異常ともいうべき景教信者数を誇る宗教国、日本。

　江戸の時代に天あま草くさ四し郎ろう率いるキリシタンが幕府軍を打ち破り、長崎に巨大なカテドラルを建てた事実は、それまでの神道仏教中心の日本宗教を完かん膚ぷなきまでに叩き潰つぶした。

　学校では神学が必修科目となり、どこの家でも日曜日は教会に出かける。

　人気の部活動は聖歌隊。女の子のなりたい職業ナンバーワンはシスターさん。

　──昔から教会や聖書が苦手な九罰は、いっそ日本に生まれなければどれだけ気楽か、と思ったことさえある。

「どうしてもダメなんだよ」

　九罰がそう言うと、七罪はやれやれと首を振るのだった。それ以上の押しつけがない辺りが、妹の優しさだった。




　両親がいない以上、遠とお野の家では子どもたちが家事をする。九く罰ばつが掃除洗せん濯たく、七な罪つみが料理の担当である。母は死に、父は海外出張という割とシビアな家庭環境であったが、長年の生活で二人ともすっかり慣れてしまっている。

　しかし、夕食の支し度たくをするべき七罪は、さきほど仁に藤とう神父と出会ってしまったことで、なにやら聖歌隊としての妙な自覚が芽生えてしまったらしい。

「兄さん、たまには料理を作ってみてください。私は聖歌の練習しなくちゃ」

　仁藤らと会ったせいで乗り気になってしまったらしい。つくづく、あの神父とシスターは天敵だと思う九罰である。彼らはなにもしていないのに、こうまで九罰に悪あく影えい響きようを及ぼすのだから。

　ともあれ、妹の所望はチキンドリア。レシピを見ながらならばなんとかできるだろうと思っていた。

　手を洗い、よしやるぞぉと意気込みを見せたところで──。




　コンロから突然火柱が立ち上がった。




　中心となる丸い穴の部分から、勢いよく噴出する炎の塊かたまり。火事になるのではという勢いだが、まったくそんな気配はない。

　九罰は驚おどろいた様子もなく、いつも通りの表情で──。

「アイム……変なところに入り込んでないで、でておいで」

「えー、もう。つっまんないなぁクバツ。もっと色んな反応期待したのにぃ」

「具体的には？」

「こう、もっと『ぐぼっ』とか『ぎゃひぃ』とか言って驚いてくれるかナーって」

　そんなマンガみたいな悲鳴は誰だれもあげないだろうと思ったが、そもそもアイムの存在自体マンガなので指摘しても無む駄だだった。

　コンロからの火柱が。

　一気に収束して、白い女の手になった。

（コンロから腕とか、なかなか気持ち悪い光景だね……）

　その白い手が、ぐにぐにと動く。そのままコンロの中から肩、首、頭と、人体が這はいだしてきた。手品のようにも見えるし、自分の寝床から這いだしてきたウツボのようにも見える。物理法則などどこ吹く風だった。

　やがて、姿を現したのは。

　どこかくすんだ、白い髪の少女。

「なんでそんなとこに入ってたのさ？」

「ん……昨日なっちゃんがね、コンロの火力が足りないから手伝ってくれませんかーって。仕方ないから中に入って、ここの炎爬虫サラマンドラちゃんのお手伝いしてたの」

「…………それでその場所、気に入っちゃったんだね」

　ちなみになっちゃんとは、七な罪つみのこと。実に安直だが、七罪もアイムもその呼び方を気に入っているようだった。

「他ほかにやることないの？」

「だって暇だったしぃー。町内一周ぶらり放火の旅も企画してたんだけどねー。ほら、やっぱりクバツ怒るんだもん」

　タチが悪い、と九く罰ばつは思う。

　アイムは可か愛わいい。炎のように波打つ白い髪はさらさらだし、普通ならありえないイエローの瞳ひとみを見ていると、あらぬ方向へ幻惑されそうになる。真冬にノースリーブもありえないが、それでただでさえ大きい胸が強調される。おまけに背も小さいから、人間というより小さめのネコを見ているような気分になるのだが────。

　忘れてはいけない。

　白色の髪────それはつまり、全すべてが焼却された、灰の色なのだから。

「さ、作るからでてってアイム。早くしないと七罪が怒っちゃうよ」

　九罰は、手を振っていったいったとジェスチャー。しかしアイムは動かなかった。調理台の上を陣取って、意地でも動くまいとしている。どうやら、驚おどろいてくれなかったり、扱いがぞんざいだったりするので、拗すねているらしい。

「アイム……」

「等価交換」

　ぼそっと、アイムがなにか呟つぶやいた。

「え？」

「なによぅ、アタシになにかして欲しかったら、ちゃんと代だい償しよう払ってよ。アタシはクバツの言うことなんでも聞くお人形じゃないんだからね」

　ぶーっと、頰ほおをふくらませるアイム。その仕草自体は可愛いのだが──言っていることはつまり、『どいてやるからなんかだせ』という理り不ふ尽じんな要求である。

「わかったわかった。で、なにをだせば良いの」

　甘やかすと後々良くない──とは、七罪の台詞せりふである。

「んーとね、これ」

　唐突に。

　ぎゅっとアイムが抱きついてきた。

「なっ」

「えへへ。クバツ冷たぁい」

　首にまで手を巻きつけるアイム。胸にはなんだか柔らかい感触まであったが──九く罰ばつは、それどころではなかったりする。

（熱────ッ!?　熱い熱い熱いヤバいマジで火傷やけどするってマジでマジで！）

　アイムの体温は百度を超える。彼女に触れるのは、熱湯に指をつけるのと同じなのだ。九罰は必死でアイムを引き剝はがそうとするが──無む駄だに近かった。

　更さらに折おり悪あしく。

「兄さん…………」

　背後から、静かに怒ったような声。

　首をがっちりアイムに固定されているため、振り向くことはできないが──それは確実に、妹だった。もうなんというか、漂ってくるオーラがはっきりと怒りを示している。

「やっぱり一人じゃ大変そうかなって思って、せっかく……せっかく、手伝いに来たっていうのに……」

　こんなときばっかり兄想いの妹であった。

「もう待たい降こう節せつにも入ったっていうのに……グアタルペの聖母様の日だっていうのに……なにを────なにを悪あく魔まなんかとイチャついてるんですか────ッ！　この色ボケ兄貴ぃ──────ッ！」

　後頭部に一いち撃げき。がごっ、という、普ふ段だんではあまり聞かない音がした。無論のこと、九罰の意識は一いつ瞬しゆんでフェードアウトする。

　後で知ったことだが、このとき七な罪つみが使用したのは、居間においてある飾り物（高さ二十センチ、重さ一キロ強）。殺人も容た易やすそうな、鉄製の十字架であった。




　宗教国であるが──というか、であるからこそ──。

　日本には、キリスト嫌ぎらいの人間も多くいた。筆頭が悪魔信者サタニストであり、悪魔の紋章を首にさげているそこらの不良であった。もっとも前者は悪魔崇すう拝はいの名を借りた犯罪組織で、後者は反抗のシンボルとしての悪魔崇拝。同列に扱うべきではないのだが。

　悪魔はいる。

　崇拝、召しよう喚かんはおろか、その知識を人に伝えるのさえ違法となっているが──実際、悪魔召喚は誰だれにも手をつけられる、簡単なものだ。呼びたい悪魔の魔ま法ほう陣じんを描き、代だい償しようを用意して、あとは呪じゆ文もんを唱えれば良い。前時代的だが、効果はある。こっくりさんなどに頼たよるより、はるかに確実性は高い。

　悪魔召喚に手をだして、行方不明になった輩やからの噂うわさなど、そう珍めずらしいものでもない。

　よく知られているのはエリゴスという悪魔。数年前、愚おろかなことに、とある不良集団の一人がこの悪魔を召喚し、力を借りていた。代償を支払いきれず、怒ったエリゴスに八つ裂きにされてしまった。細切れになった死体は、死後一日もたたないうちにぐずぐずに腐敗して、あっというまに消え去ってしまったのだという。

　もっとも────。

　そのドラッグのごとき、諸もろ刃はの快楽性に魅み了りようされる者は、後をたたないのだが。




　アイムは悪あく魔まである。

　といっても、まさか九く罰ばつや七な罪つみが悪魔召しよう喚かんをしたわけではない。

　悪魔の実体化──まれにあるとは聞くが、初めは半信半疑だった九罰や七罪である。しかし、体温百度とか変幻自在の身体からだとかを見せられるに至って、疑う気力も失うせていた。

　アイムは数週間前に突然やってきて、遠とお野の家の居い候そうろうとなった。そのときに、抱きついてくるアイムや、それについて怒り狂う七罪など、様々な騒そう動どうが起きているため、九罰としてはなるべく封印したい思い出である。彼にしてみれば、召喚した覚えもないのに、どうしてアイムがいきなりやってきたのか、またどうして自分にこんなに好き好きオーラをだしているのかすら、わからないのである。

　しかし。今では。

　なんだかんだで、しっかり居候のポジションを確保しているアイムであった。

「ん。美お味いしー」

　ぐっ、と親指を上に向けるアイム。ちなみに彼女のチキンドリアはすでに半分以上なくなっている。

「兄さん……今日みたいなことは今後、控えてくださいね」

「だから、あれは誤解だって」

　聞き飽きました、と七罪。彼女はアイムと違い、少しずつドリアを口に運んでいる。ちなみに七罪から攻こう撃げきを受けた後頭部は、まだ痛い。

「ねぇねぇ。二人とも明日はやっぱり『ガッコー』行くの？」

「まあね……良い子で留守番してるんだよ、アイム。特に今日みたいな悪戯いたずらはやめること。大人しくしててね」

　九罰が、アイムを外出させないのには、いくつか理由がある。

　まずは、その目立つ白髪。別にそれだけでは悪魔と判断はされないだろうが──妙に関心を持たれれば、百度超の体温などに気付かれてもおかしくない。それに常識知らずなので、いまいち一人にさせるのが不安なのだ。

　ここは日本。クリスチャンの割合は世界でも類を見ないほど高い宗教国。悪魔がいると発覚したら──どうなるか、考えたくもない。

　悪魔信仰は麻薬のようなもので、『手をだしたらヤバい』『のめりこみすぎて行方不明のやつがいる』とかいう噂うわさもよく聞く。対悪魔用特殊部隊エクソシストが出動してもなんらおかしくない。

「ちえー、バレないように放火しようと思ったのに」

　もう一つの理由は放火癖へき。なにかにつけて放火放火と言う犯罪予備悪あく魔まを、野放しにできるはずがない。そこまで放火にこだわる理由もわからないのだが。

「仕方ないなぁ────バステトと二人で遊んでるよぅ…………って、あれ」

　アイムが、きょろきょろとテーブルの上を見回した。

「あれー？　ねぇ、クバツ。バステトのご飯はないの？」

　名前を呼ばれて、バステトがアイムの髪からのそりと顔をだす。白い身体からだに黄色い瞳ひとみは、主人と同じだった。

　バステトというのは、アイムが飼っている蛇へびのことである。といっても、使い魔なので、適度な食事さえ与えておけば世話はいらない──と、アイムが言っていた。

「あれ……作ってなかったかな」

　いつもならば、焼いた肉を皿に載せてだすのだが。

　とぼけた反応の九く罰ばつに、アイムは冷たい目を向けた。

「うんホントごめんごめんなさい謝るからお願いだからバステトの口を開けてこっちに向けて突きだすのはほんっとーに勘かん弁べんしてください」

「まったく……たまに料理を作らせると、これなんですから」

　七な罪つみが横で溜ため息いきをつく。実際失念していたのは彼女も同じはずなのだが、いつの間にか攻める側にまわっているのは理り不ふ尽じんだと、九罰は思う。

「はい、バステトちゃん、あーん」

　七罪がホワイトソースにまみれた鶏とり肉にくを差しだした。果たして食うのかと思ったが──あっさりと、バステトは食らいついた。確か蛇の主食はネズミやカエルだったはずだが。

　バステトは嬉うれしそうに這はいずって、主あるじの手から七罪へと移る。最初、アイムと一いつ緒しよに召しよう喚かんされたときは、九罰も七罪もおっかなびっくり接していたが──ここ数週間で、大分慣れた。

「あっ、ちょっと、ヤダ、服の中に……」

「ぶっ!?」

　妙に黄色い声をあげる七罪。おもわず九罰が口の中のドリアを吹きそうになってしまったが──麦茶を飲み干して、なんとかごまかした。

「こらバステト。でてきなさい」

「きゃっ、くすぐったいよぉ──や、やン、そこはダメですってばぁ！」

「もー。悪戯いたずら者ものなんだからぁ」

　少女二人で、なんとかバステトをつかみだそうとしているが──上う手まくいっていない。九罰は目をそらして、気を落ち着けようとしていた。バステトが七罪の身体からだのどの辺りにいるのか想像しそうになる頭を、かろうじて抑える。

（なんだかなぁ）

　アイムが来てから、こんなプチ騒そう動どうばかりだと、九く罰ばつは思った。




　平日の朝は、アイムはさりげなく怒っていたりする。

　それは家に一人残されて、誰だれも構ってくれないかららしい。ストーブの前で膝ひざを抱えて拗すねている。

「それじゃあ行って来るからね」

　そう言っても、アイムからの返事はない。九罰も七な罪つみもとっくに準備はできているのだが──アイムが来てからというもの、学校に着く頃ころには遅刻ぎりぎりになることが多くなっていた。もちろん、アイムが機き嫌げんを直してくれないからだが。

「アイム。怒って放火とかしちゃダメですよ」

　七罪の言葉にも、ふん、と顔を背けるだけだった。いつになく機嫌が悪い、と九罰は思う。

「仕方ない。そろそろ行かないと遅刻しちゃうし。でようか七罪」

「シャああああああ──ッ！」

　猫のような蛇へびのような叫びの主は、もちろんアイムで。

「なに!?　なにそれ!?　アタシがこんななのにクバツはもう行っちゃうの!?　もっとこう『機嫌直してよアイム』ってナデナデしてくれるとか、『好き好き大好き超愛してる』って抱きしめるとか、そういうのはないの!?」

　そんなことをしてほしかったのか、と呆あきれながら九罰は思う。ただでさえアイムの身体からだは火傷やけどしそうな高温だし、そしてそれをやったら間違いなく怒る清せい廉れんな妹が後ろにいる。それをおしのける勇気は九罰にはなかった。

　ちなみにアイムの体温では触るものはみな焦こがしてしまいそうだが──どうも本人によれば、彼女の熱や炎は生きているものにしか作用しないらしい。いわく、彼女の炎は『魂たましい食らう火炎』だからだとか。

「べーっだ！　クバツはアタシなんかよりなっちゃんのほうが良いんだねッ。なによこのシスコン！」

「う……あのさアイム。僕は別にそんなつもりじゃ……」

　学校でもよく言われる悪口をアイムにまで言われてしまい、かなりへこむ九罰である。

「じゃあなんだってのよ!?　なっちゃんが六時までに帰ってこないと怒るくせに！」

　これについては、すぐ隣となりにいる七罪も非難の視線を向けてきた。九罰としては真剣に七罪のためを思っていたのだが。門限六時は早すぎるのだろうか。

　そんなことで首をひねっていると、更さらにアイムは叫びだす。

「シャあああっ！　でてけー！　もう『ガッコー』でもどこでも行けば良いでしょ！」

　その辺りにあった新聞、雑誌およびバステトなどを投げつけられるにあたって、そろそろ限界と感じた九罰は、七罪と共に撤てつ退たいの構えを見せる。

「仕方ない。行こう七な罪つみ。デザートでも買ってくればアイムの機き嫌げん直るでしょ」

「わかりました──ああ、兄さん。門限の件については後でじっくりと」

　にっこり笑ってくる妹。この笑顔が一番怖いと、九く罰ばつは長年の付き合いで知っていた。

　アイムのご機嫌取りと、七罪のお説教──どちらにぶつかるにせよ、苦労しそうだなと、九罰は思ってしまった。一家の主あるじも楽ではなかった。




　礼拝は、朝と夕方の二回行われる。

　基本的に学生はどちらかに参加すれば良いといわれている。別にサボったからといって罰則規定があるわけではないが、教師の心証が悪くなったり内申に関係したりするので、やはりペナルティは存在する、と考えるべきだろう。

　ちなみに放課後は遊びたかったり部活をする生徒が多いので、ほとんどの生徒は朝の礼拝に参加するのである。

「兄さん、ほら行きますよ」

「ちょっ、ほ、本当にやめてって。なんで今日に限ってっ。つかっ、耳痛いってっ」

「こないだ仁に藤とう先生にお説教をうけたばかりじゃないですか。今日の礼拝くらいでてください」

　聖ジョージ学園の敷しき地ち、その端はしに林で囲まれた一画がある。木々を抜ければそこにあるのが学校付属の教会だ。早朝の礼拝に参加するために、かなりの数の生徒が教会の周りに集まっている。挨あい拶さつをしているものや、早々に教会のなかへ入って祈りを捧ささげる生徒など。

　もちろん生徒に限らず、教師や事務員も礼拝には参加する。顔見知りの老用務員がいたので軽く頭を下げたら、ギロリと鋭く睨にらみつけられてしまった。学校内でも礼拝サボりの常習ということで、九罰の覚えはあまりよろしくないのである。

　もちろん、今日も堂々とサボろうとした九罰なのであるが、逃がさんとする妹につかまってしまった。

「ねぇ、本当にダメなんだよ……すでに吐はきそう」

　教会、十字架、聖書、聖歌集、マリア像。

　そういった景けい教きよう関連の様々な物品が、九罰は苦手であった。

　もちろん、そんなものはそこかしこにあふれているし、九罰もそれらに一々反応することはない。だから普ふ段だんは気になることはないのだが──教会の中は、とりわけ九罰の苦手とする場所だった。

　建物だからかもしれない。中に入ると、言い知れぬ不快感と、足裏をアリが這はいずりまわるような不快感に襲おそわれるのだ。こんな状態で、礼拝の一時間を乗りきれるわけがないのだ。

　だが、こんなことを言っても仁藤神父や深ふか間まには信じてもらえない。七罪はある程度理解を示しているものの──やっぱり。

「病は気から。なんでもないと思えば気持ち悪いこともなくなりますよ」

　なんていう風に、結局は九く罰ばつが怠なまけ者だからだと思っているフシがあるのだ。

　聖なるものに近づくと気分が悪くなる──そんな面倒な体質だが、別に九罰は困ったりなどしていない。要は教会に近づかなければいいのだ。七な罪つみや神父は怒るだろうが、宗教色のない生活はそれはそれで気楽なものだ。

　──敬けい虔けんな家族が、実力行使にでなければ。

「わかりました。こうなったら意地でも」

「ッ!?」

　えい、と七罪の両腕が、蛇へびのように九罰の腕に巻きついた。柔らかい感触が腕に当たったりしているのだが──正直、九罰は気持ち悪さでそんなことに頓とん着ちやくできなかった。

「……ぅおーい、なつー？　……ってなにしてん？」

「あっ、みーちゃん。ちょっと手伝ってください。今日こそ兄さんを礼拝にいかせるんです」

　やってきたのは、背の高い女子生徒。ただし制服を着ている七罪と違い、シスター服を着込んでいた。厚手の生地は真冬でも暖かそうである。

　おそらく聖歌隊のメンバーだろう。呆あきれた顔で七罪と九罰を見比べている。

「……あんたパートリーダーでしょう、さっさと着替えとけって。リハーサルすんの忘れてん？」

「あ……あーっ！　どうしよすっかり忘れてた！　先輩に怒られるっ」

　七罪はさっと手を離はなし、友人と一いつ緒しよに駆けていく。もう九罰のことは忘れてくれたらしく、こちらには目もくれない──と思ったら。

「兄さん！　私歌いながら見てますからね！　礼拝席にいなかったら怒りますよ！」

　教会へと入る直前に、こっちを向いてそんなことを言うのである。とてもとてもしっかりした妹なのだが、だからこそ溜ため息いきをつきたくなった。

　やがて教会の周りは静かになる。厳おごそかな礼拝の始まりなのだ。多分、そこに不純物は入りこめない。祈りを捧ささげる人の心が、いつも混じり気なく純粋であるように。

　九罰は──もちろん。

　そこから背を向けて、足早に教室へと向かう。教室に行けばいつものサボり仲間がいるだろう。礼拝が終わればクラスメイトも集まってくるだろう。

　教会から離れるごとに、体調が元に戻るのは実感した。

　自分の体質──十字架や聖書を恐れるその性質は、なんだか、とても。

（悪あく魔まみたいなんだよね……自分で言うのもなんなんだけどさ）

　もっとも、遠とお野のの家に居い候そうろうしている放火魔は、十字架も聖書も聖歌も平気だと胸を張っていたのだが。




「────ですからモーセはエジプトから脱出したのです。これにおける宗教的意義はさまざまな解釈がなされていますが、有力な説を一つ紹介しますと──」

　授業中は、いつも眠い。

　仁に藤とう公きみ龍たつ神父の声が、静かに教室に響ひびき渡る。今は必修である神学の授業中。九く罰ばつは一応聖書と聖歌集だけは机の上にだしていたが、仁藤神父の話は半分も聞いていなかった。

「ああ──話は少々脱線しますが、皆さん、モーセの十じつ戒かいは知っていますね？　そのうちの一つが、汝なんじ、盗むことなかれ。最近、学生による盗難事件が多発しているようです。更さらに嘆かわしいことに、この学校の生徒も数人が盗みを働いたとか。皆さんもご存知かと思いますが──もちろん、窃せつ盗とうは罪悪です。なぜなら財産は全すべて、人が主から与えられたものであり、それを横取りするなどというあさましい行為は────」

　隣となりの女生徒が、クロスのペンダントを手にしながらふんふんと聞いている。確か聖歌隊所属の少女だった。一いつ瞬しゆんだけ、七な罪つみを思いだした。

（やれやれ、アイム、大人しくしてくれてるかな……）

　九罰は授業もそっちのけでそう思う。他ほかの授業は真ま面じ目めなのだが、こればっかりは身が入らないことこの上ない。

「皆さんは日々の生活を送れることを主に感謝しなくてはならず──それを怠おこたるばかりか、生活に不満を持ち窃盗を犯すのは、見方によっては背信よりも──」

　朝のアイムは、明らかに不満顔。

　とても大人しく留守番してくれてはいないだろう。九罰の希望としては、バステトと家にいてくれるだけで良いのだが。

（まさか、本当に放火したりは、してないと思うけど）

　炎の悪あく魔まだと、アイムは自分で言っていた。食事も、含まれる栄養素ではなく、単に『熱』を摂取するためのものであるらしい。実際、冷たいものは食べない。彼女が放火に執着するのも、火の悪魔であることが関係しているらしいが──。

　今ここで消防車のサイレンでも聞こえたらと思うと──気が気でない。

　アイムについて、思うことは色々ある。

　見た目は普通の──もちろんかなりの美人さんであるのは認めるが──女の子なのだが、言動はやっぱり、人間を人間とも思っていないようなものばかりだし。『地獄の匂においがする』と失礼なことを言っては、やたら懐なついてくるし。ほぼ説明皆かい無むの状態で居い候そうろうに収まってしまっているし。

　遠とお野の家の生活費は、海外に転勤した九罰らの父から送られてくるので、問題はないといえばないのだが──それでも二人が三人になると、家計も厳しい。

（そもそもなんでそんなに放火にこだわるのかな。やっぱり火が好きだから──）

「ふふ──遠野君？」

　後ろから、声。

　気付けば、仁に藤とう神父がいつの間にか九く罰ばつの席の後ろに立っていた。

「ふふ──どうも集中していませんね。次の問題、君に答えてもらいましょうか」




　散々だ、と九罰は思う。

　結局あの後、神学の授業では事あるごとに仁藤神父に当てられた。あの神父もしかして人をいびって楽しんでるんじゃないかとすら考えた。あのにこにこ笑顔で容よう赦しやなく難しい問題を突きつけるのを見ると、サドを疑ってしかるべきだろう。

　そして────今。

「ま……ある程度予想はしていた、けどさ。朝のこともあるし」

　夕暮れの町を、九罰は自転車で駆けていた。赤い空。至るところで目につく教会の屋根の十字架は、逆光によって漆しつ黒こくに染まっていた。町並みは、いつも通り。

　──アイムがどこかへ行った。

　実はこれが初めてではないので、九罰も七な罪つみも慌あわてたりしなかった。慣れたものである。七罪が家に残り、九罰が捜索する。アイムを発見して帰る頃ころには、家で料理が完成している手て筈はず。

　そして、九罰にしても、アイムの行き先は大体見当がついていた。

「ん…………ここでもないか」

　焼却場の高い煙突を見上げて、九罰は呟つぶやく。

　アイムは、火のあるところが好きだ。これまで家を抜けだしたときも、全すべて行き先は焼却場。まあ、街で火の気があるところなど他ほかにないのだが。

　とはいえ、焼却場だって町に多くあるわけではない。クリスチャンが大半の日本で、火葬場は珍めずらしいし。すでに心当たりは廻まわったのだが、アイムはどこにもいなかった。

（アイムのことだからなあ……）

　想像だが、火の気に誘さそわれふらふらとでて行ってしまい、しかし道を覚えてはいないので、遠とお野の家に帰れない──そんな状態を、推測した。勝手な想像だが、そうはずれてはいないと思う。木に登ったは良いが下りられないネコのようだ。

「やっぱ隣となり町まちまで行っちゃったのかなぁ……」

　頭をかいた。困ったなというように目を閉じて──。

　瞬しゆん間かん。

（あ──ヤバ）

　閉じたはずの目に、なにか映った──映ったと思った瞬間に。

　声が、嗄しやがれた。

（ぐがぁっ……!?）

　思わず目を開ける。しかしそれでも、目に映る映像は──ここではない、どこか。

　それは暗くら闇やみ。そしてその暗闇に踊る、灼しやく熱ねつの炎。

　熱い、と九く罰ばつは思う。全身が熱い。骨まで溶解する。呼吸が苦しくて思わず喉のどに手を伸ばすが──その手の感覚すら、消失した。赤い炎の中に、九罰はいた。

　普通の炎じゃない、と九罰は思う。これは、炎の形の拷ごう問もん器具だ。全身を気体に昇華させるだけではない。脳のう髄ずいの奥底まで熱い、と九罰は自分でもよくわからないことを思う。精神にも融ゆう点てんがあるのだと、初めて知った。

　精神──形のないそんなものまで溶かしてしまう、そんな炎。

（あぐぁ……あああああッ！）

　この炎の中では、なにも存在できない。全すべて気体となり消失する。まだ太陽の炎のほうがマシとすら思える、絶対の死炎。

　炎が、あらゆるものを消し去るのならば。

　ここはブラックホールなどより、はるかに深い虚無だった。

　九罰の存在など、この炎の前では塵ちり同然だった。ここで存在できるのは、異常なほど炎への耐性を持つ者か──あるいは、この破は壊かいの炎と同化できるほどの、虚無的な存在か。

　喉は灼やけ、骨まで灰に帰す。吸い込んだ炎が九罰を内部から壊こわしつくす。

「……！　…………っ!?」

　声はでない。無ぶ様ざまな魚のように口を開閉させるだけ。肺はすでに錯さつ覚かくで炭化した。

　そして。

　炎の映像は消える。最後に一いつ瞬しゆんだけ、まったく関係のない別の場所を映して──あとは、目を閉じたときの暗くら闇やみに、戻った。

　九罰は汗に濡ぬれた額に手を当てて、ゆっくりと呼吸を再開させる。大だい丈じよう夫ぶ、呼吸の仕方は覚えている。今のは錯覚だ。現実と見まがうほど強烈な苦痛だが、それでも錯覚なのだ。現に九罰の身体からだに異常はなく、五体満足のままである。

「くそ……またかよ」

　今のような幻視──ここではない場所を視みるのは、初めてではない。

　アイムが来てからだ。この悪夢のような映像は、アイムが住すみ処かとしていた地獄の映像なのだという。あんな場所で生活していたら三秒で蒸発するような気がするが、そこは悪あく魔ま、だからか。

　今までも何度かあったこの悪質なフラッシュバックは、大たい概がい、アイムからの信号だ。もう少し温和な情報伝達手段はないものかと、九罰は思う。

　もっとも、アイムが伝えたかったのは最後の一瞬だけの映像で──地獄の映像はたまたまくっついてしまった、いわばノイズのようなものなのだろう。

「とはいえ……市内にいるのは、間違いないね」

　炎の映像のあと、一瞬だけ見えた場所──そこは一番最初に探した焼却炉であった。どうやら行き違いになったらしい。

　やれやれと思いながら、九く罰ばつは自転車にまたがった。




「アイム──────ッ！」

　大声で呼ぶと、白髪の少女はこちらへ振り向いた。その顔は、どこか寂しそうだったが──すぐに、ぱっと花開くように輝かがやいた。

　夕暮れの赤に染まる彼女は──少し、キレイに見えた。

「クバツ遅いよぉ──ッ！」

　もしかしたらずっと待っていたのかもしれない、と九罰は思う。すぐに来てくれるという期待があって、だから言いつけを破って出かけたのだろう。朝の一件もあるので、もしかしたら九罰へのあてつけか。

　九罰に迷惑をかけるということを確信しての行動であるが──それは、九罰への信しん頼らいの証あかしでもある、のだろう。なるべくこういうことは減らして欲しいと思う一方で、たまになら良いかとも思ってしまう。

（なんだかんだで……甘いな、僕は）

　だって。

　アイムは今、とても嬉うれしそうなのだから。

「まったく……勝手にどこか行っちゃダメだって言ったじゃないか……」

「えっへへ。ごめんなさぁーい」

　まったく反省の色が見えない姿。この分だと、また来週辺りにはいなくなるな、と九罰は思う。とはいえ、朝とは違ってご機き嫌げんなのは、とりあえず良かったと思う。

「でも、ちゃんとアタシ見つけてくれたね。『つながった』かな？」

「うん。大だい丈じよう夫ぶ──なんだっけ。確かあれは、アイムの記き憶おくなんだよね」

「そ♪　クバツはアタシの『召しよう喚かん者しや』だから。そんなこともできるの。──本当は、アタシがどこにいるかだけ映像で送るつもりだったんだけど──ちょっと昔のこと思いだしてたから、地獄にいた頃ころの記憶も一いつ緒しよにくっついちゃったみたい」

　えへへ、と笑うアイム。とりあえず九罰は、近所のネコにしているように、アイムの頭を撫なでた。彼女は嬉しそうに目を細めた。

　もっともアイムの身体からだはやはり熱いので、すぐさま手を離はなすのだが。

「ごめんねー。あの映像は感覚も一緒に送られるから。熱かったよねー」

「うん。けど、もう何度か経験したし──大分、慣れたよ」

　噓うそをつく九罰。慣れるわけがない。あんな炎に『慣れる』ということは、人間をやめることとイコールだ。人間ではないなにかに変質したということである。

　それでも、ここで炎の幻の苦しみを語って、アイムを責めても意味はない。

「そお？　でもこれからは気をつけるよ。もう住すみ処かのことあんまり思いださないように」

　にこりと、アイムは笑った。

　冗談じゃない、と九く罰ばつは思う。なにが住すみ処かだ。あれはただの──そう、喩たとえるなら懲ちよう罰ばつのための独房だ。逃げることの許されない苦痛が永久に訪れる場所だ。

「こっちの炎は好き。あそこの炎はもう機械みたいで──意思も目的もなく、ただひたすらに全すべてを蒸発させるだけなんだもん。こっちの炎は、みんなそこそこ楽しそう。元気だねっ」

　手を後ろ手に組んで、アイムは焼却場の煙突を見上げた。よくわからないが、なにか懐なつかしんでいるようにも見えた。

（なんだか……普通の女の子みたい、かも）

「この『ショウキャクロ』も好きだよ。ヒンノムにあったモレク様のゲヘナみたい──赤ん坊の生いけ贄にえとかいれたら、きっと良い感じなんだろーな、ね、クバツ」

「…………やっぱ悪あく魔ま」

　さらりと生贄とか言われると、顔を青ざめさせるしかできない九罰である。

　夕日も、大分その姿を隠していた。もしかすると帰る頃ころには真っ暗になってしまっているかもしれない。

「いけない……七な罪つみ、心配するな。早く帰ろう、アイム」

「うんっ。今日の晩御飯はなんだろー。楽しみー」

　九罰は自転車を押して歩く。小柄なアイムにあわせて、足取りはゆっくりだ。二人乗りも考えたが──ずっと抱きつかれていると火傷やけどしてしまうので、断念した。

　空の色は濃い藍あい色いろ。やがて夜になるこの時間に、人通りは多い。道をすれ違うのは買い物を終えた主婦か、急いで帰るサラリーマンか。教会の前などには、夕方の礼拝に参加する人が列を作っていた。

「ねぇ、クバツ？」

　そんな風景を見て呟つぶやくアイム。夕影に照らされて、表情は判然としない。けれど笑っているように、九罰には見えた。穏おだやかな微笑。

「どうかな、この夕焼け。これを見てなにを思う？　なにを感じる？」

　不思議な質問だと思った。

　なにしろそれに答えようとした瞬しゆん間かんに、アイムは熱い熱いその人差し指を、九罰の唇くちびるに押し当てたのだから。

「言っちゃダメ。その感情は、口にだした瞬間に別物になるから」

　悪戯いたずらっぽい声と裏腹に、アイムの表情はどこか硬かった。声が演技で、本当の想おもいは表情のほうだと、すぐに知れた。

　アイムは真ま面じ目めな話を、軽い気持ちでしたいのだ。

「悪魔はね、人の心に棲すむんだよ。だって居心地がいいもの。欲と利己にまみれたその心に、アタシたちは惹ひかれるの。高こう慢まん怠たい惰だ嫉しつ妬と憤ふん怒ぬ強欲好色大食が、アタシたちを悪魔たらしめるスイッチなんだから」

　九く罰ばつには、わからない。

　アイムがなにを言いたいのか、なにを伝えたいのか。あるいは──なにを隠したいのか、なにをごまかしたいのか。

「でもこれってさ、裏返してみれば、誰だれにでもある感情なんだよ」

　灼しやく熱ねつの指が離はなれていく。その熱さが、九罰には名残なごりおしくて。

「だからいっぱい感じて？　その感情をさらけだしてみて。言葉にしなくてもいいわよ。だってアタシは悪あく魔まだから。召しよう喚かん者しやのクバツの考えなんてすぐにわかる。驕おごって怠なまけて妬ねたんで怒って欲して愛して殺せばいい。だって、それがクバツだもの」

　よくわからなかった。

　けどわからないなりに、九罰には思うところがあった。

　アイムはたまに、九罰のことを召喚者と呼ぶ。しかし九罰には、アイムを召喚した覚えはない。アイムが勝手にやってきたのだ。こんな話は聞いたことがない。

　多かれ少なかれ、悪魔を召喚するには、『代だい償しよう』が必要なはずである。悪魔召喚の原則は等価交換。たとえばそう──赤子の生いけ贄にえのように。

　だが、九罰はアイムに、生贄を要求されたこともないし、その他の『代償』を求められた覚えもない。

　一体──アイムの代償はなんだったのか。アイムがここにいる以上、九罰は彼女になんらかの対価を差しだしているはずなのに。

　それに関するヒントを──アイムは告げた気がして。

「今の話──なっちゃんには内ない緒しよね？」

　小さく舌をだすアイム。

　もちろん、九罰は頷うなずいて、二人一緒に並んで帰路についた。長く伸びた影は、二人の後ろをのろのろとついていくだけだった。




「ちっ……」

　アイムと九罰が去った後。

　焼却場にいたのは、一人の女だった。グレーのロングコートを着込んだ、金髪のロングヘアーの女──染めているらしい金の髪だけで、異常と言うには十分だった。

　巨大な焼却場の建物を見上げて、女は呟つぶやく。

「標的は別にいるというのに──厄やつ介かいなものを見つけてしまったな。あんなもの、野放しにはできないが──しかし肝心の標的を潰つぶすのが遅れても本末転倒だな。手早くおまけのほうを処理してしまうしか、ないな」

　溜ため息いきを一つ。

　長身の女であった。男も凌りよう駕がする長身と、細長い手足は、まるでモデルかなにかのようにも見えるが──。

「それにしても……モレクの火炎祭壇ゲヘナね。ゴミを焼却するための施設に、大おお仰ぎような喩たとえを持ちだすものだ」

　女は静かに、笑む。その瞳ひとみは、肉食獣じゆうのように鋭い輝かがやきを放っていた。

「最近の学生が、悪あく魔まを飼いならしているとは知らなかった……お仕置きが、必要だな」




　遠とお野の家休日の朝は、静かである。

　なぜなら元気なのが七な罪つみだけだからだ。九く罰ばつは彼女と違い、病的なまでの低血圧を誇るし、アイムもどちらかといえば夜行性で朝は苦手らしい。おかげで、朝食の準備にてきぱきと動く七罪以外は、半起半眠でテーブルにつく男女二人、という図ができあがるのだ。

「ほら兄さん、せっかく淹いれたんですからコーヒー飲んでください。バステトちゃんのほうがよっぽど元気ですよ」

「七罪……今日は土曜日なんだし、そんなに急がなくてもいいじゃない……」

　目をこすりながら、九罰は言う。ちなみにアイムはコーヒーなどには目もくれず、テーブルに突っ伏していた。

「ダメです。規則正しい生活は朝が大事なんですからっ。怠たい惰だは罪ですよ。ほら飲んだ飲んだ」

「だからって、どこにも出かけないのに……無理に起こさなくても」

「だーめーでーす」

　七罪は腰に手をあてて、九罰を叱しかってくる。ちなみに服の袖そでからはバステトがひょこりと顔をだしていて、挑発するかのように舌をちろちろとだし入れしていた。

　一応、私服に着替えてはいる九罰だが──正直な話、もう一度布ふ団とんにもぐって寝てしまいたかった。十二月の朝は、寒い。

　七罪がうるさいので、九罰は砂糖もいれずコーヒーを一気飲みする。はてしなく苦かったが、眠気を吹き飛ばす効果はあったようだ。

　と──静かな家に電子音が響ひびく。

「──あれ？　電話だ」

　朝から電話というのは珍めずらしい。小さな家に鳴り響くのは、シューベルトのアヴェマリア。七罪がぱたぱたとスリッパを鳴らして取りに行く。残ったのは、九罰とアイム。

「アイムー……起きてる？　っていうか生きてる？」

「むー……悪魔に朝日は毒だよぉ……」

　まぶしそうに目を細める。テーブルでもぞもぞ動いている様子は、なんだか新種の生物みたいだった。

「はい、もしもし？　あ、はい────そうです──はい──はい──」

　七な罪つみの声が漏もれてくる。相手はわからないが、きっと深ふか間ま水み鳥どりだろうと思った。聖歌隊関連で、彼女からかかってくる電話は多く──うっかり九く罰ばつがでてしまうと、そのまま説教になってしまうので、結構厄やつ介かいだったりする。七罪の携帯にかければいいのに、と九罰はいつも思っているのだが。

「ん…………」

　ふと。

　アイムが、突っ伏していた顔をあげた。そのままふんふんと匂においをかぐ。

「アイム……どうかした？　朝ごはん食べないの？」

　九罰はマーマレードを塗ったパンを差しだしたのだが──アイムは、ふるふると首を振った。

　その目は、やたらと鋭かった。

「アイム……？」

　彼女が見ているのは、窓。居間に取り付けられた、採光用の普通の窓。

「匂いが……するの」

　歌うように、悪あく魔まは言う。

「そう……この匂いは、アタシたちの天敵……嫌いやな匂い……そう高こう慢まんで、自信過か剰じようで、自分の他ほかに正義なんてないと信じきっている……そう」

　九罰は。

　嫌な予感が、した。




「────神様の匂いね」




　ガラスの割れる音。

　甲かん高だかい音とともに、透明な破片が九罰に殺到した。

「ッ!?」

　咄とつ嗟さに腕で顔をかばう。鋭い痛みが腕に走ったが、気にしてはいられなかった。

「な、なん……」

　疑問も間もなく。

　九罰は床に押し倒された。

「がっ！」

　手加減がない。肺の空気を吐はきだしてしまった九罰は、妙な声をあげるが────。

　アイムに押し倒されていることに、気付いた。全身に感じる高熱も、どうでも良かった。

「ふむ」

　舌打ち。アイムでも九罰でもない、それは第三者の声。

　────そこで、九く罰ばつは気付く。

　九罰がさっきまで居た場所に。

　青い光の棒────のようなものが、刺さっていた。

「さすがに気付いたか。いや、こちらとしても本気ではなかった。牽けん制せいだ。悪あく魔まの力を借りているヤツが、まさかこの程度でやられる訳がないからな」

　いる。

　窓から侵入し、九罰を狙ねらって青い光を突きだして殺そうとしたヤツが──。

「大人しくしていれば、命まではとらないが──無論のこと、少しでも抵抗すれば容よう赦しやなく刺し殺すからそのつもりでいろ。そっちの悪魔も、召しよう喚かん者しやが大事ならなるべく大人しく消去されることだ」

　淡々と告げるのは──。

　女。グレーコートを着た、金髪の女。

　ただし──全身には、青い光をまとわせている。光といっても、細く長い、まるで蛍光灯からそのまま抜きだしたような、そんな光。それが女の全身に張り巡らされていた。

　喩たとえるなら。

　そう、テクスチャを貼はり付ける前の、線のみの立体画像のように。

　そして──手に持っているのは、これも蛍光灯から光だけを取りだしたような、直線の光。見方によっては、槍やりのようにも見えた。

「それにしてもアイムか。やれやれ、厄やつ介かいだな。この一帯を火の海にでもするつもりだったか？」

　九罰は何も言えない。そもそも思考も身体からだもろくに働いてくれない。

　対して、グレーコートの女は饒じよう舌ぜつだ。必要もないおしゃべりを、ぺらぺらと続けている。

「おっと──そういえば、自己紹介がまだだったかな」

　代わりに、アイムが女を睨にらみつけた。強い光の宿る、瞳ひとみだった。




「『天あま草くさ国こつ教きよう庁ちよう』所属のエクソシスト。『Ｌ』の聖ルカだ──大人しく、縛ばくにつけ召喚者！」







[image: 第二章　神の僕は現れて]
















　日本の景けい教きようを統括しているのは、天あま草くさ国こつ教きよう庁ちようと呼ばれる組織だ。

　独特の形質を成し、カトリックともプロテスタントとも違う宗教色を呈している日本は、他国の景教からその色を守る存在が必要だった。それが天草国教庁。この国における宗教の独自性を守るための組織は──現在、日本景教の秩ちつ序じよと繁はん栄えいの象徴となっている。

　伝えるべきは神の言葉。

　滅殺すべきは魔まの誘ゆう惑わく。

　だから、それは至し極ごく当然のことなのだ。それがあるのは。名称は輸入したものでも、だからこそ有名で相手を威圧できる。国教庁の内部にある、その部隊。

　──対悪魔用特殊部隊エクソシスト。

　滅多にないことだが──悪魔召しよう喚かんに対してのめりこみすぎると、悪魔が実体化することがあるのだという。そう、アイムのように、明確な姿をもって、人を魔の道に誘さそいこむ。

　その存在を、神の名において抹まつ消しようする天草教皇の直属部隊。

　とはいえ──九く罰ばつは、エクソシストを名乗ってテレビタレント化している若い男たちが、悪魔召喚はいけませんなんてキャンペーンをやっているのを見ただけ。実際に戦せん闘とうするのだとは思いもしなかった。しかも、こんな魔法みたいな方法で。

「意外か？　エクソシストは教会の布教活動の広告塔で、まさか戦うなどとは思ってもいなかったか？　訓練ばかり大げさにする警察や消防隊のように」

　ルカと名乗ったエクソシストは笑う。

「テレビにでているのはパフォーマンスだ。あちらは、若い女性にサインを書いていればそれで良い。私のような実務部隊は、教会の宣伝など考えない──ただひたすらに、悪魔を消滅させるだけだ」

　とうとうと語るエクソシスト。

　しかし、九罰にはそんなことは頭に入らなかった。当然だ。いきなり変なやつが変な物を持って押し入って殺そうとしてきたのだから。今も、その光の先せん端たんはしっかりと九罰に向けられているが──そもそも、あんな稚ち拙せつな蛍光灯のようなものが、殺人も可能であると思いいたらない。理解はできるが、実感としてそんなことはないと思ってしまう。

　だから。

　その槍やりが、あっさりとこちらに突き立てられても、なんの反応もできなかった。

「え」

　刺された、と気付いた。二の腕を浅い痛みが走る。

　痛い。実際に血が流れている感触があるし、服にも血が滲にじんでいる。確かに斬きられた。今いま更さら実感としてあふれてくる。

　だが──同時に斬きられたはずの服が、まったく無事なのは。

「呆ほうけるなよ召しよう喚かん者しや。前を見ろ。貴様は今、天敵と対たい峙じしているんだぞ？」

　痛みで、ようやく我に返った。

　ここは現実。今までの自分では立ち行かない、今までとまったく違う世界で──だけど現実であるのだと。

「これは──この槍やりは、悪あく魔ま召喚者を殺すためだけの武器であり神秘だ。つまり貴様にだけ作用する毒物でな。他ほかのものは傷つけない」

　エクソシストが、槍を振り回す。テーブルや椅い子す、床など──様々なものにぶつかっているはずなのに、槍はそれらを素通りした。その青い槍が、幻影かなにかのようにも見えた。

　ああ──確かに幻影だ。しかし幻影だからこそ、幻想に対しては比類ない力を持つのだ。そう、たとえば相手が悪魔なら。

「お前と、お前の悪魔を殺す。それだけの武器。神に従わないというのは、つまりそういうことだ。お前はそこまで覚悟していたか？　していないだろう。悔い改めるなら今だ。今なら、お前だけは見逃してやろう」

「────それはつまり、悪魔アタシは殺すってこと？」

　アイムの言葉に、ルカは沈ちん黙もく。光鎧の聖者は言外に、答えるまでもないと語っていた。

「じゃ、あんたも殺される覚悟、あるわよね」

　響ひびく爆音──！

　火柱が立ち上がった。火の悪魔によって、エクソシストが一いつ瞬しゆんで炎に包まれる。

　だが。

「つまらん…………私はお前たちの天敵だと、何度言えばわかるんだ？　この鎧よろいはこんな炎でどうにかできるほど、脆もろい武具ではないぞ。神の加護に隙すきはない」

　光の槍が振るわれただけで、炎が消え去った。服についた埃ほこりを払い落とすような、そんな仕草。

　アイムの肩がぴくりと震ふるえた。それは、必殺の炎をあっさりと消されたゆえか。

「さて召喚者」

　光に包まれたエクソシストの瞳ひとみが、こちらに向く。

「降伏するか？　それとも抵抗するか？　まあもっとも、後者だとお前は殺されるしかないわけだが。神の名で死ぬんだ。光栄にひたれ」

　九く罰ばつの思考は、事実に対して追いついていない。

　それはそうだ。いきなり現れたおかしなヤツが、物ぶつ騒そうな言葉を口走っているのだから。妙な夢であったらどれほど楽なことか。だが酷こくなことに、現実だと理解してしまっていた。

「……おっと。頼たのむから妙なマネをしないでくれよ？　この家にはお前たちと私だけだ。一般人らしい君の妹は、こちらで保護させてもらった。彼女を哀かなしませたくないなら大人しく投降しろ」

（え…………？）

　その、鈍かった思考が。

　エクソシストの言葉で、一気に覚かく醒せいした。呆ぼう然ぜんとした脳のう髄ずいをはっきりと目覚めさせたのは、九く罰ばつの大事な、妹のことで。

「そういえば、なっちゃんの声……聞こえないね」

　アイムのぼそりとした言葉で、九罰は我に還かえる。

「──七な罪つみを、どうしたって？」

「何度も同じことを言わせるな。保護だ。電話でお前たちからひきはがしてから、迅じん速そくに行った。抵抗するので手て錠じようなど使わせてもらったが──これ以上、一般人を召しよう喚かん者しやのそばにおいて置けない。彼女が、お前たちの人質にとられる可能性もあるだろう？」

　言葉がでない。

　固まった九罰の代わりに、アイムが挑発するように言葉をつなげた。

「なぁにそれ？　景けい教きよう信者まで狙ねらうんだ？　昔からやり方汚かったけど、たかだか二千年で随ずい分ぶん汚れたね」

「なにを言う。神の敵に誑たぶらかされた哀あわれな子羊だ。早々に我々の手で保護しなくてはなるまい？　そもそも、中世は悪あく魔まに関かかわれば例外なく火あぶりだ。それを考えれば我々も寛大になった自負がある」

「あーおかしい。おかしすぎて哂わらえないわ。保護？　教えてあげるわ。それは拘束っていうのよ」

　アイムのその言葉が、いやに耳に響ひびいて。

（こう……そく）

　七罪が？　なんで？　おかしい。だって七罪は関係ないのに。いやでも。保護だなんてエクソシストは言って。でも手錠？　七罪の声は確かに聞こえなくて。それはつまり。保護って言うか──。

　今いま更さらながら、父の言葉が思い出された。三年くらい前のことだ。

『いいか九罰。きちんとこの家と、七罪を守れよ。私もたまには帰ってくるが、お前しか頼たよりにできないんだからな。なにせお前は────』

　そうだ。頭を巡らせろ。脳髄を研とぎ澄すませろ。状況を把握しろ。この場での敵は誰だれなのか。危険が及んでるのは誰なのか。そして──この場を打開できるのは、一体、誰なのか。

　だって、自分は────。

「ふざけるなああああああああああああああッ！」

　九罰がはじけた。悲鳴でもある怒号が喉のどを裂く。

　拳こぶしを握って、敵と断定した相手に肉にく薄はくする。

　得え体たいの知れない青い鎧よろいに身を包んでいるルカだが──知ったことかと九く罰ばつは吐はき捨てる。だって七な罪つみが！　七罪が危ない目にあっているのに！　それをしたのは目の前のエクソシストなのに！

「答えは受け取った────抵抗で、良いんだな」

　もし九罰が、もう少しだけ冷静なら、気付いたはずだった。

　ルカの見せた──虫けらを見下ろすような、対象に関心を持たない無の視線に。

「──盲の聖者は幸福である。Longかの血に触れるはin幸福であるus」

　小さく呟つぶやくルカ。それは、ひどく短いわずかな音節。

　同時に、光が振るわれた。

「ッ!?」

　九罰が避さけることができたのは──なんのことはない。アイムが突き飛ばしたからだった。それがなければ、自らギロチンへと疾しつ駆くしていたはずだった。再び床に倒れこむ九罰。

　ち、と短い舌打ち。神速で槍やりを振り下ろした処刑人は、狙ねらいをはずしたことが気にいらなかったらしい。

「惜しい。そのままだったら左腕だけ地獄に突き落とせたのに」

　ぞっとする言葉。もう彼女は九罰を人としてみていない。悪あく辣らつな邪法を扱う異教徒は、虫以下だ──そんな風に思っているのかもしれない。

　九罰に、呆ぼう然ぜんとしている暇はなった。ルカが次々と槍を振るったのだ。

「私は光を抽出する。神がLi光あれとgおっしゃった故にht」

「私は槍で刺殺する。神のLan子まで殺したc咎である故にe」

「私は左で処罰する。神のLe左は秩序をfつかさどる故にt」

　意味のわからない、短い単語が発せられる。その度たびに──振るわれる槍が、鋭さを増している気がした。

（気のせいじゃない！　さっきよりも攻こう撃げきが速い──────ッ！）

　無音の槍が横よこ薙なぎに振るわれる。攻撃される九罰にしてみれば、それはもう槍ではない。特殊化された剣のようなものだった。

　首筋に、細かい痛み。アイムが腕をひいて、危うく槍を避けさせてくれたのだが──それでも完全には、無理だったらしい。

「大だい丈じよう夫ぶ、クバツ？」

　槍をかわしながら、アイムが聞いた。アイムは九罰の手をひき、かばうような形で後退する。

「僕は────ッ！　それより、それより七罪がッ！」

「落ち着いて。なっちゃんは大丈夫。さっきの口ぶりだと怪け我がとかは多分してないよ。それより──戦う気、ある？　アレと」

　あっさりと人を殺せる、からくりもわからない神秘の武器。今も見えない速度で槍やりが繰くりだされている。

　それと真っ向から立ち向かう気があるのかと、火の悪あく魔まは問うた。

　その意味がわからない九く罰ばつではない。こんな非現実、容認するだけで頭が狂いそうなのに。

　だけど、九罰の覚悟はもう決まっていて。

　──ひゅん、と耳じ朶だをかすめる光の槍。思わず鳥肌がたつ。

「…………許せ、ないよ」

　攻こう撃げきをかわしながらの言葉は、かすれていた。

「あんな……わけのっ、わからないのがっ、突然やってきて……！　殺すなんて、あんなにあっさり言って────許せないっ……よっ……」

　危機的状況において、つなぎつなぎの言葉だった。はたしてアイムに届いただろうか。前方から迫る鬼神から逃げるので、精一杯ではないか。

「オッケ」

　返答は、まっすぐ。九罰の答えは、届いたらしい。

　けれど、アイムは一いつ瞬しゆんだけ、哀かなしそうな顔を見せた。見せた、気がしたが──その表情は、またすぐ、いつもの笑みに戻る。

「じゃあまずは敵の分析からね。あの槍は、意味の抽出。簡単な単語を並べて、意味を先鋭化させていくのね」

「……どういうこと？」

「難しくないよー。あの光の鎧よろいや槍は、本来なら色々な要素からできているでしょ？　その雑多な意味の群れから、余分な意味をはぎとるの。必要な意味の単語だけ並べてね。そうすることで、あの槍は『悪魔を倒すためだけ』に特化されていく。最初にあったのはおそらくは、『Longinus』の単語ね。そこから派生して『槍』や『刺突』『破は魔ま』の意をつなげているわ。ロンギヌスはキリストを刺し殺した、いわば景けい教きよう最高の槍使いだもの。だから、あのエクソシスト、『Ｌ』から始まる単語しか使えないのね」

　部屋を飛びだし必死で逃げている九罰と違い、アイムにはまだ余裕があるようだった。よくもまあ逃げながらこれだけ喋しやべれるものだと思う。

　けれど──いつもの飄ひよう々ひようとした感じではない。怖くて、硬くて、まるで戦場をかける兵士のような。

「さっすがクバツ♪　その印象、正解だよ」

「え？」

「アタシは天使との『大戦』のときも、多くの悪魔を引き連れて最前線で戦ったもん。放火して放火して放火して虐ぎやく殺さつして放火した。良かったねクバツ。ソドムの火炎を手にしたようなものだよ」

　なんて物ぶつ騒そうな、と九く罰ばつは思ったが、この状況ではありがたい。都市をまるごと滅ぼした火炎であれば、七な罪つみを救いだすのに十分だろうと思った。




　ひとまず七罪の部屋へ、とアイムは言った。作戦があるから、そこまで行って欲しいということだった。ライターがあれば最高なのだというが、生あい憎にくそんなものはこの家にはなかった。

「それってさ！　コンロとかストーブとかじゃダメなの!?」

「ダメ！　光源の意味を具現化させなくちゃ意味がないの！　ライターがないなら、純粋な火花が一番近い！　お願い！」

「なにをごちゃごちゃ言っている────ッ！」

　背後からのルカの追つい撃げきは、ますます鋭さを増している。九罰はアイムに手をひかれながら、逃げるだけで、反撃もなにもできない。

（くそ、くそ────七罪が危ないっていうのに、こんな──ッ！）

　アイムの作戦とやらが上う手まくいけば、もちろん反撃はできるのだが──七罪の無事を考えると、気が急せいてしかたなかった。今すぐ背後のエクソシストを殴なぐり飛ばして、七罪のところへ行きたかった。

「終わるまで、La刺突を受けろst」

　背後からの刺突は鋭さを増す。今度は肩口をかする。やはり服に傷はないが、皮ひ膚ふが傷ついた感触はあった。血が服に滲にじむが、そんなことを気にしていたらその瞬しゆん間かんにやられる。

　狭い階段を駆け上がり、七罪の部屋へ──。

「電気つけちゃダメだよ！」

　入口の扉にステンドグラスの小さな飾りがある。いかにも七罪らしかった。九罰はそれを見ただけで、とにかく七罪を助けたいと思った。

　倒れこむように中へ飛び込む二人。もちろんその後ろに続いたのは、ルカの放つ槍やりだ。もはや視認できないどころか、残光で槍が四つにも五つにも見えるのである。

　アイムがいなければ、とっくに死んでいた。

「目くらましのつもりか？」

　ルカが言う。すでにアイムと九罰は素早くカーテンを閉めていた。部屋の明かりは点ついていない。完全に遮しや光こうされた部屋で、光源はルカの光の鎧よろいと、神速の槍だけだった。暗くら闇やみに浮かぶ、青い線で構成された立体画像。あたかも幽鬼のようにも見えた。

　おそらく、ルカにはこちらが見えていない。しかし彼女が部屋の明かりを点けるのは時間の問題だろう。電灯のスイッチは、部屋の入口のすぐ横にある。明かりさえつけば、逃げ場のないこの部屋は絶好の狩場だ。

　九罰は。

　静かに、右手で──目当てのものを探りよせていた。指先に当たる、かつんという音。

「電気が点つかなければ、平気だと思ったか？」

　瞬しゆん間かん。

　斬ざん──ッと、九く罰ばつのすぐ横を、青い光が駆け抜けた。頰ほおに鋭い痛み。どうやら、斬きられたようだ。

「ふむ。我々は暗くら闇やみでの作戦行動も多い。まったく問題はない──大体の位置はわかった。次は、当てる」

　容よう赦しやなく槍やりを構える、青い光のエクソシスト。

　どうかしてる、と九罰は思う。彼女は純粋な気配だけでこちらを狙ねらってきたのだ。電気をつけるまでもないと、そういうことだ。

「────ん？」

　ルカは、気付いたらしい。

　暗闇の中でもわずかに光る、それに。九罰がわざわざここまで来た、その理由に。

「ほう────なんだそれは？　おいおい、冗談もほどほどにしてくれ召しよう喚かん者しや。私には、それが髪飾りかなにかに見えるんだが？　まさかそれで抵抗する気か？　私を馬ば鹿かにしているのなら本気で怒るぞ？」

　この暗闇で、九罰の手にあるものを髪飾りだと判別した。もはや人間離ばなれした視力である。

　ルカは、もう勝ったといわんばかりの態度であった。金属製の髪飾りなど、槍を受け止める盾にすらならない。隙すきなく構えた槍は、完全に九罰を狙っていて。

「アイム、いいかな」

「うん、おっけーだよ。クバツ」

　まさか、手にはいるくらいの小さな髪飾りで、戦せん闘とうのプロと渡りあえるわけがない。これは単純に。

　この部屋に、光明を。

　神槍が九罰に向かう。狙いは眉み間けん。今度こそ確実に殺すための一いち撃げき。

　だが。

「ッ!?」

　九罰のほうが、早かった。

　髪飾りを、部屋の隅にあるコンセントに差しこむ。鉄でできた髪飾りは、バジィッという音と共に、コンセントから火花を散らせた。暗闇に浮かび上がる九罰の顔は、笑っているようにも見えた。

「なんのつもりか知らんが──無む駄だだッ！」

　ルカの放つ、神聖なる一撃は止まらない。このまま九罰の眉間を砕き、頭とう蓋がいを貫通して、脳のう漿しようをぶちまけてそれで終わり。

　それで終わり──の、はずなのに。

「く──あッ！」

　九く罰ばつは、槍やりを止めた。

　というか、勝手に手が動いた。

　九罰の手にあったのは────ナイフ。刀身が赤く熱せられた、掌てのひらサイズのナイフだ。逆手に持ったそれで、眼前までさし迫った死を回かい避ひしたのだ。光の槍は受け止めるというよりも、ナイフと反発しているようだった。まるで磁場が発生したかのように。

「なんだ────それは」

　警戒したか、ルカが一いつ旦たん下がる。混乱しているというよりは、不審そうにそれを見ていた。手品のごとくナイフが出現したゆえか。あるいは、自信に満ちた必殺の槍が効かなかったゆえか。

　九罰は手のナイフを見る──見れば見るほど不思議な刃物だった。紅くれないに発熱している刀身は、鉄ではないようだ。その滑なめらかさは陶器に近い。

　セラミックスでできた包丁が、一番イメージが近かった。あれを真しん紅くになるまで熱したら、近い刀身ができるだろう。温度はかなり高いように見えるが──不思議と熱くはなかった。いや、熱さを感じないのは九罰だけだろうか。

　そんな神秘を、今手にしているということが不思議だった。

「隠し持って…………いや違うな。悪あく魔まの邪法か。ふむ、材質は陶器？　私の槍と拮きつ抗こうするほど、強力な武具というわけか──」

　ルカが怪け訝げんそうな顔で言うが、混乱しているのは九罰も同じだった。アイムの言う通りにしていたら、いつの間にか手にこんなものがあったのだから。視界がせまいのは、髪が伸びているせいか。髪色も黒からアイムと同じ白に変わっていた。

「────うん。これでいいの、アイム？　ていうか──アイム？　どこ？」

『コッチ、コッチ────はぁーいクバツ！　聞こえるー？』

「うあっ!?」

　頭の奥底から、声。思わず耳を押さえるが、どうやら鼓膜で受信した音声ではないらしい。声は続く。アイムの声であった。

『同化はおっけー、と。今アタシは精神体になって、クバツの身体からだの中にいるからねー。あ、でもいつでもこんな風に同化はできないから。さっきの火花──光源を作りだすっていうのがある種の儀ぎ式しきなのね。光を灯ともす行為は、すなわち松明たいまつ。アタシを九罰の身体に呼びこむと同時に、その火花を媒ばい介かいにしてとびっきりのヤツを作りだしたの。わかった？　あ、刀身触っちゃダメだよ。アタシと同化してる間は熱くはないだろうけど、ちゃんと火傷やけどはするんだから。いや、骨まで溶けるかな？』

　いよいよ話がぶっとんできたな、と九罰は思う。精神体になっただのの不思議な現象にはもうとっくに慣れていた。

『でも触らなきゃ平気。これ、熱で溶かす武器じゃなくて、「熱の刃」で溶かし斬きるから。逆に言えばぶち当てないとなにも斬れないから、気をつけてよ？』

「忘れていたよ」

　エクソシストが呟つぶやく。青い光に照らされた彼女の瞳ひとみは、鷹たかのごとき鋭さを誇っていた。

「アイム。仇あだ名なは『火炎公』。その職能は召しよう喚かん者しやに勇気と武力を宿し、また松明たいまつに、永遠に消えない炎を与える、か。やれやれ、悪あく魔まが憑ひよう依いして、素人しろうとが一気に戦せん闘とうのプロというわけだ。おまけにそのナイフ……なるほど？　一いつ瞬しゆんだけだが闇やみを照らす『松明』となった髪飾りを、ナイフに変化させたのか。消えない炎というのは極限まで熱せられた加工陶器、という解釈だな。はは、その存在を現代風に解釈して生き残る、実に悪魔らしい武器だ」

『あらあら、いーたいほーだいだねぇ。そっちは古ふる臭くさい術法未いまだに使ってるのにさ』

　アイムが、ちょっとムッとしたのが九く罰ばつにも伝わる。馬ば鹿かにされて怒るのは当然だが、そういう感情の動きが、普通の女の子みたいだなと思った。

『クバツ。戦闘中はアタシがフォローするよ。戦闘の基本とかは一時的にだけどクバツの脳に叩たたき込んだし、同化しているおかげで、筋力も反射神経も並以上にあがってるけど──でも、戦って傷つくのはクバツの身体からだ。ちゃんとアタシの言葉を聞いて、気をつけて戦って』

「うん……。できるだけ、やるよ。七な罪つみも、取り戻さないといけないし」

　どこまでできるかわからなかったが。

　アイムが一いつ緒しよにいてくれるのが、とても心強かった。

　そうして────暗い部屋の中で、聖と魔が相対する。

　ルカは部屋の入口。構えた槍やりの先せん端たんはまっすぐに九罰を狙ねらっており、隙すきがなければこちらで作る、と言わんばかりの気迫に満ちていた。一方の九罰は部屋の中央に。右側には七罪のベッドがあり、左には机などがある。障害物には事欠かないが、ルカはそんなものは気に留めず、確実に九罰のみを狙うだろう。

　先に動いたのは、エクソシスト。

「我が名は治癒である。神Louのごとく、世界の傷をca排除する者！s」

　ルカが繰くりだすは『Ｌ』に連なる意味の槍。その槍は言葉を継ぎ足されるごとに速く重く鋭く、痛くなっていく。すでに常人ではとらえられないだろう。

　だが。

「ぉあぁッ！」

　見えた。アイムと同化しているせいか、不可視の槍の軌道があっさりと見えた。

　肩を狙う突きを、身をひねってかわす。そのまま躊躇ためらわずに突っ込む九罰。槍の類たぐいは、懐ふところに飛び込んでしまえば意味がない──アイムを通じて、頭に流れ込む知識。

　動どう悸きが早い。身体が熱い。感覚は鋭い。世界は──小さい。

　感じたことのない感覚。自分の処理できる情報が急激に広がった気がした。だが──だからこそ、むしろ混乱が先に立つ。なんだこれ、と思った。

（なにこれなにこれなにこれ！　ねぇ、ちょっと！　やるとは言ったけどこれ自分の身体からだじゃないみたいで、すごい気持ち悪いんだけど！）

『クバツ！　その話はあと──来るよ！』

　正面から、右目を狙ねらった鋭い光。九く罰ばつは疾しつ走そうの体勢のまま、上半身をかがめて槍やりを避さけた。勢いを殺さずに、そのままルカの死角へと飛び込む。

「ッ!?」

「し──ッ！」

　紅くれないのナイフは、全すべてを溶かす。その悪あく魔ま的てき高温は、空気を裂いて光を討つ。ルカの肩を狙った一いち撃げきは、もはや彼女にはかわせない。どう動いてもかわせないと、アイムがくれた知識が教えてくれた。

　だが。

　そもそも──ルカは、かわす必要もなかったのだが。

「つまらん──」

　この程度かという、見下した響ひびき。

　ルカは不動の直立。高熱で輝かがやく超硬陶器フアインセラミツクスのナイフは、ルカの光の鎧よろいに受け止められていた。音はない。どんなに力を込めても、光の鎧から先に刃は通らない。そう、槍をナイフで受け止めたときと同じように。

　無論──ルカは、無傷。

「さっき言っただろう。私の鎧に、悪魔の攻撃は効かん。その頭の中にいる悪魔が警告しなかったか？　まぁ、大方、同化に慣れずに聞き逃したんだろうが」

　アイムの悔しさが、脳のう髄ずいに伝わってくる。ルカの言葉に噓うそはないようだった。必殺を無効化された九罰は。

　そのまま、呆ほうけていて。

『クバツ、一いつ旦たんさが──』

「逃すか背信っ！」

　反転も間にあわず、鳩尾みぞおちに蹴けりを食らった。サッカーボールのように無ぶ様ざまに跳ねた九罰は、そのまま部屋の隅にまで転がる。ナイフを手放さなかったのは賞賛されるべきだろうが──それだけだ。

『クバツッ！』

「はっ。破は壊かいの権ごん化げアイムの武器は、確かに二千年の昔なら全て破壊できただろうが──我々も進化している。かつて教会一つを丸々使っていた儀ぎ式しき場じようが、今ではコートの中に折りたためるほどだ。同時に強力になっていてな────剣のような大きさならともかく、たかだかナイフ程度で破壊できると思うな」

　勝ちは決まりだ、とエクソシストは言う。

「主に祈れ背信。最後の審判の際、救われることを信じてな」

　死刑宣告のように、槍やりが九く罰ばつに向けられた。耳に響ひびく甲かん高だかい声はアイムだ。悲鳴のようなその声に身体からだを動かさなくてはとは思うが──身体を貫く痛みは、神経をずたずたに引き裂いて疾しつ駆くする。

「裁きを、受け────」




「そこまでにしなっさ────────いッ！　こ！　の！　不審人物さんが────────ッ！」




　ばっしゃーん、と。

　この暗くら闇やみの戦場に不釣合いな、間の抜けた音がした。

「──ぁあああッ!?　熱ッ!?　な、水はマズ────ッ！」

　それは熱湯だった。百度の高温の水が、ルカに直ちよく撃げきした。悲鳴と同時に、光の鎧よろいが消えていく。あれだけ九罰とアイムが苦戦した光の鎧が、あっさりと。

「な、つみ……？」

　部屋に光が点ともる。部屋の入口に立っていたのは七な罪つみだった。おそらく中身を全すべてぶちまけたのだろう、鍋なべを持っている。手には手て錠じようがついていたが──鎖くさりは、まん中から断ち切られていた。

「あれ、どうして……」

　そんな風に呟つぶやいただけだった。

　九罰の意識はそのまま、暗闇へと閉ざされる。

　意識が落ちるその瞬しゆん間かん、身体から、アイムが抜けだす感覚がした。




　後に、アイムは九罰に語る。

「図鑑ゲーテイアに載ってるアタシの絵、見たことある？　男が蛇へびにまたがってる絵なんだよね。でもアレはアタシじゃなくて、アタシの前の召しよう喚かん者しやなの」

　つまり、アイムが戦うときは常に召喚者と同化しなくてはならないのだという。それは同時に、九罰を危険にさらさなくてはならない、ということだ。この先エクソシストに襲おそわれると、九罰はその身一つで抵抗しなくてはならない。

　アイムは何度も謝った。ルカに殺されかけたこと。一歩間違えば、確実に神の国の仲間入りだったと。

　それに対して気にしないで、と九罰は言った。アイムは確かに九罰と七罪を助けてくれたので、感謝こそすれ、怒る道理はない。

　それを言うとアイムは少しだけ笑って。

「でも──一いつ緒しよになれたのは気持ちよかったよ、クバツ♪」

　そう言った。深い意味はないと思いたかった。




　ぱちりと、意識が覚かく醒せいした。

「痛ッ」

　同時におこる激痛。わき腹から、虫が蠢うごめくような痛みがした。なるほど痛みで目覚めるのはこういう感じなのかと、できれば未体験ですませたかったことを実感した。

　心配そうに覗のぞき込んでいるのは、アイムと七な罪つみであった。

「あ、起きた起きた」

「良かった……兄さん、心配したんですよ」

　二者二様の反応。気付けば、腹を中心に包帯が巻かれていた。鈍い痛み。おそらく蹴けられた腹部が痣あざにでもなっているのだろう。丁てい寧ねいな処置は七罪によるものだろうか。

「七罪…………捕まってたんじゃ」

「あ、それは大だい丈じよう夫ぶですよ。ね、バステトちゃん？」

　七罪の襟えりからひょこりと顔をだしたのは、バステト。一体なにをしたのかはわからないが──アイムの使い魔まだということを考えれば、手て錠じようを灼やき斬きるくらいはしたかもしれない。口から舌をちろちろとだしていたが、よく見れば細い黒煙も一緒に吐はいていた。

「なんで、逃げなかったのさ……」

「逃げられるわけないじゃないですか。兄さんがなんだか大変なことになってるみたいなのに。朝のコーヒーのためにお湯を沸かしてたから、すぐさま乱暴者さんにぶっかけました」

　温和な少女だから、それくらいしかルカを追いだす方法が浮かばなかったのだろう、と九く罰ばつは思う。景けい教きようは汝なんじの敵を愛せだし。

　身体からだを起こす。まだ痛みはあるが──二、三日もすれば大丈夫だろうと、九罰は思った。

「────で」

　そして、怪け我がをさせた張本人を見る。

　ルカが、椅い子すにロープで縛しばり付けられていた。それはもう、不必要なくらいに。たくさん。アイムが嬉き々きとして、ルカを蓑みの虫むし状態にしているからだ。着ていた上着──灰色のコートは、テーブルに広げられている。ちなみにルカの服装はグレー一色で、コートを脱いでも下に着ていた服はやはり灰色であった。

「発光ダイオード……ですね、これは」

　コートの裏地には、様々なコードや小さな電子回路が縫ぬい付けられている。それらは全すべて発光ダイオードにつながっているらしく、袖そで口ぐちや襟から、青い光があふれだした。そう、あの光の鎧よろいと同じく。それらは幾き何か学がく的てきな紋様を描いている。

　もっとも、それは布の内部からの発光。さきほどまでに、全身を覆おおう光のフレームなんてものは形成されなかった。

「この光を抽出して、あの鎧よろいを作りだしてたのよ。昔は教会にいっぱいローソク並べてやってたんだけど、今はこれで十分な光量みたい。光は神の象徴。だからこれは、悪あく魔まの攻こう撃げきを無効化する、最悪の武装。でも対悪魔効果のみだから、敬けい虔けんななっちゃんの熱湯攻撃は素通りしちゃうのね。で、熱湯のせいで回路にエラーが発生して、鎧は消えてしまったと────そゆことだよねー？　つんつん」

　無邪気にルカの頰ほおをつついて遊ぶアイム。つまり、熱湯をかけた七な罪つみの判断は、結果的には大成功だったらしい。まさか七罪はそこまで考えていなかったろうが、そのおかげでルカをこうして拘こう束そくできたのだ。

「ったく。人のこと馬ば鹿かにしといて、そっちだって最新技術流用してるじゃない。ねえ聞いてんのー？　うりうり」

　アイム楽しそうだな、と九く罰ばつは思ってしまった。

　一方、遊ばれているルカは────。

「──まだだ！　ええい貴様ら早くこれをほどけ！　たかが武器をとられただけだ！　素手でもお前たちぐらいどうとでも……！」

　かなり諦あきらめが悪かった。
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　金髪に長髪のルカは、鎧よろいがなくなれば意外と美人であった。いかにも大人のキャリアウーマンという感じだが、今は憤ふん怒ぬの形相で九く罰ばつを睨にらんでいる。

「といわれても……」

　敵意むきだしのルカだったが、縛しばられていてはどうにもならないだろう。ここは交渉するべきだなと、九罰は思う。

「あの、ルカさん。それは確かに、悪あく魔まなんて身近にいるのはマズい、とは思うんですけど……」

　背後でアイムが『ひどいクバツそんな風に思ってたの!?』とか言っていたが、よよよと泣き崩れる様がわざとらしいので、九罰は取りあわない。

「でもそちらだって、いきなり問答無用で襲おそってきたわけですから、おあいこだと思うんです。アイムがなにか悪いことをしたわけじゃないし、なんとかここは不問にしてもらえれば────」

「チィッ！　本部からの任務の途中でこのような無ぶ様ざまをさらすとは……だがタダでは死なんぞ！　首を刎はねられても貴様に嚙かみついてやろう！」

　一切聞いていなかった。

「はー……ねぇアイム、どうしよっか」

「うえっ!?　い、いきなりふられても困るよぅ。アタシだってこんなに早くエクソシストにかぎつけられると思ってなかったもん……放火とか全然していないのに……」

　確かに、どうしてエクソシストが来たのだろうと九罰は思った。別に騒さわぎになっているわけでもないし、なにか事件を起こしたわけでもない。まさか超能力で、悪魔が近くにいればわかる、というわけでもないだろう。

「ふん。エクソシストをなめるなよ。少し町で会っただけでも、私たちは神の敵を感じ取れる。目線の動き、細かな仕草、足さばき、身体からだの動かし方──どれも巧妙に擬ぎ態たいしているが、本来人間とは違うものだ。そういうものを読み取る訓練をしてきたからな。今探している本命だって、見つければすぐにでも────」

「…………今、探している本命？」

　ルカの顔が、しまったと呻うめいていた。

「どういうことですか？　他ほかに探している悪魔がいるの？　もしかして最初からアイムが目的じゃなかったってこと？」

「うっ、ぐ。か、関係なかろうが！」

「あ～、目が泳いでるよぅ。ねぇねぇどうなのエクソシスト？　ほらほら～、言わないとほっぺ伸ばしちゃうぞ～。ぐいーんと」

「ひゃ、ひゃれひゃひうひょほはッ！　ひひふひこうほほいほれほひゃへへふは！」

　あれだけ苦戦したエクソシストが、あっさりとアイムの手玉にとられていた。なんだか戦せん闘とう時じと印象が違うなあと思いつつ、九く罰ばつは続ける。

「どう思う？　アイム」

「んーとね。やっぱりルカが最初からアタシ標的にってのは考えづらいかな。だって、悪あく魔まの能力ほとんど使ってなかったもん。エクソシストの本部が、問題を起こしてない悪魔まで駆く逐ちくできるほど優秀なら、悪魔召しよう喚かんで事件なんて起こりようがないでしょ？」

　アイムの意見は理にかなっている。

「じゃあ、別の悪魔が目当てだったけど、僕らを見かけて……？　そうだ、さっきも『本部からの任務の途中で』で言ってましたよね」

「う、ぐっ」

「ほらほら～、白状しなって」

「ええい！　ああそうだ！　今探している悪魔がいる。お前たちはその最中で偶然見つけた、いわばついでに過ぎん！」

　やけになったか、激げつ昂こうするルカ。その後に小さく『ああもう私の馬ば鹿か……』と小さな後悔が聞こえた──ような気もした。

「でも問題は起こしていないんです。だったら見逃してくれても良いでしょう？」

「ふざけるな！　それは私の信仰心を試しているのか!?　神の敵を見つければ即消滅させる！　のうのうと見逃すくらいならいっそここで殉じゆん教きようしたほうがマシだ！」

「そんなのあんまりじゃないですか！　悪いことなんてなにもしていないのに！」

「まだわからんかこの背信が！　悪魔は存在そのものが悪だ！　こいつらは悪行をせざるを得ない連中だとなぜ理解しない！　今は良くてもいずれなにかする！　これは絶対だ！」

　だんだんと水掛け論になっていく自覚が九罰にもあった。

　だが、ルカの言いようはあんまりだ、とも思っている。疑わしきは罰せよでは、景けい教きようを迫害したローマ帝国と同じだ。ちなみに九罰に弁護されている当の悪魔は『やれークバツー』とか言っているだけで論に参加していなかった。

「あの」

　そこで、成り行きを見守っていた七な罪つみが、手をあげる。

「ちょっと……えっと、私混乱してきちゃったので……確認するんですけど。まずエクソシストさんは、とある悪魔を追っていて、アイムを狙ねらったのは、偶然に見つけたついで、なんですよね？　で、兄さんのほうとしては、アイムは悪いことをしてないんだし、いきなり槍やりなんか持ちだして襲しゆう撃げきかけるのはあんまりじゃないか、と。拘こう束そくされたエクソシストさんはほどいてほしいし、けど兄さんは襲おそわれたくないからそのまま、なんですよね？」

　九罰とアイム、そしてルカが一斉に頷うなずいた。七罪の前だとやけに息があっていた。

「そこで、兄さん」

　人差し指をぴん、とたてて。

「私、これをなんとかする、良いこと思いついちゃいました」

　微ほほ笑えみながらの七な罪つみの台詞せりふに、全員がほう、と声をあげた。




「──エクソシストさんと、仲良くすれば良いんです」




　突拍子もない案に、七罪以外の三人ははたと固まった。最初に口を開いたのは、九く罰ばつで。

「仲良くって……え、どういうこと？」

「はい。つまり悪あく魔ま探しのお手伝いですね」

　首をかしげた九罰に、七罪は頷うなずいた。

「な、ふ、ふざけるな！　誰だれが悪魔と協力などするか！」

「んー。アタシもちょっとなぁー。ほら、いつ後ろから刺されるかわかったもんじゃないでしょ？」

「それはこちらの台詞だ放火悪魔！　貴様敵味方別なく炭化させるだろうが！」

「む。解放状態ならともかく、今はクバツの制御があるからへーきだもん！」

　残る二人は、一気に険悪ムードへシフトしてしまった。なんとなく九罰は犬と猫のにらみ合いを想像する。もちろん猫がアイムである。

　九罰は、どちらかといえばアイムに賛成だった。さっきまで怖おそろしい形相で殺し合いをしていた相手なのだ。おいそれと信しん頼らいはできない。

　そんな不信満々な顔をしていたせいか、七罪が九罰に語りかけた。

「大だい丈じよう夫ぶですよ兄さん。だって高潔で正しいエクソシストさんが、そんな卑ひ怯きようなことする訳ないです。最後までちゃんと仲良くできますよ」

　普通に聞けば皮肉以外の何物でもないのだが、残念なことに七罪は本心から言っている。なぜなら顔がとっておきのにこにこ顔なのだ。敬けい虔けんゆえにエクソシストを信頼しきっているので、こんな台詞がでてくるのだろう。

「ね、エクソシストさん？　順番から言っても、アイムよりその悪魔のほうをなんとかするべきだと思うんです。きっとエクソシストさんの本部もそう言うと思いますよ」

　いきなり矛ほこ先さきを向けられ、ルカが鼻はな白じろむ。ここで違うとはいくらルカでも言えないらしく、曖あい昧まいに頷くのみであった。

「う、うむ、それはそうだが……」

「ほら、大丈夫ですって」

「ま、まて。だからといって協力するつもりはないぞ！　相手は悪魔、神の敵！　すべからく抹まつ殺さつすべきだ！」

「なんか物ぶつ騒そうなこと言ってるけど……どうクバツ？　アタシの召しよう喚かん者しやはクバツだし、クバツに従うよ？」

　アイムは早々に自分の立ち位置を定める。または丸投げとも言うが──九く罰ばつとしては、なるべくなら遠えん慮りよしたかった。なにしろ相手は、こちらを殺す気満々なのだから。

　とはいえ──七な罪つみの提案となれば、一いつ蹴しゆうすることもできないのが、兄の悲しさである。

「ね、兄さん？　お願いします」

　妹に小首をかしげて言われてしまうと、もう断るなどという選択はできなかった。

「……わかったよ。アイムもいいよね？」

　九罰が頭をかきながら呟つぶやくと、七罪が笑った。アイムは軽く頷うなずいただけで、あとは手にバステトを巻きつけて遊んでいたりする。

　残る問題は──。

　どうあっても賛同してくれそうにない、ルカのほうだが。

「ぐ──どいつもこいつも……ええいもういい！　まずは貴様を血祭りにあげてから、速すみやかに任務の遂すい行こうを────ッ！」

　そこで、はたと固まるルカ。

　当然ながら、今の彼女は縛しばられている状態だ。彼女の生せい殺さつ与よ奪だつ──とはいかないまでも、自由の身にするかどうかは遠とお野の兄妹、およびアイムの胸むね三さん寸ずんである。いきりたったエクソシストだが、そこまで考えが至らなかったらしい。

「縄なわ、解いて欲しいですか？」

　九罰が、我が意を得たとばかりに聞いた。

「う、ぐぅ」

「縄ほどいても襲おそわないって約束してくれますか？　そうしたら解いてあげます」

　後ろで小さく七罪が、『兄さん悪あく魔まみたい』と無ぶ礼れい千せん万ばんなことを呟いていた。しかも七罪の隣となりにいる本物の悪魔も、うんうんと頷いている。

「う、くっ……ふざ、ふざけるな。そんな、おいそれと悪魔の下につけるか！」

「違いますよエクソシストさん。主の御威光に悪魔が恐れたんです。偉大なる我らの父は、たとえ悪魔ですら許す慈じ悲ひの深さを持ちえているはずです。悪魔は神を恐れて、協力するんです」

　敬けい虔けんな遠野家の聖女、七罪が言った。手を組み、目を閉じての台詞せりふなのでなかなかに説得力がある。

「うぐ……い、良いだろう！　とりあえず見逃してやるが──変な素振りを見せればすぐさま刺す！　貴様らのことは保留だ！」

「はい、それでオーケーです」

　アイムが不ふ機き嫌げんになるかなー、と九罰は少し思ったが──本人はすでにルカの縄をほどく遊びに夢中になっていた。この分なら大だい丈じよう夫ぶそうだ。そもそも決定権を九罰にゆだねているのだし、文句などは言われないだろう。

　むしろ不機嫌なのは、ルカのほうで。

「貴様ら……この件が終わったら絶対に、絶対に地獄へ落としてやるからな……！」

　怒り心頭で睨にらみつけてくるルカだったが、それなら約束を反ほ故ごにして今すぐ襲おそってしまえば良いわけで──それをしない、というかおそらく思い至らない辺り、きっと根は善良なのだと九く罰ばつは思った。




　ルカが、食事をしたいと言いだした。

「今いる教会は、食事が悪くてな────ああ、清貧と粗末は違うぞ？　アレは毒物の領域だ。せめてまともなものが食べたい。できればこれからも何度も食べたい」

　ほとんど、『定期的に食事を食わせろ』と言われたようなものだったが、エクソシストに会えた七な罪つみは有頂天であり、なんでも作りますと即答したのだった。七罪は大のエクソシストファンで、テレビ番組なども欠かさず録画していた。

　おまけに買い出しを九罰に命じる辺り、兄の威厳など吹っ飛んでいる。ルカに蹴けられた腹部は、未いまだに痛むのだが──リハビリに丁度良い、とのことであった。

　向かうは近くのコンビニ。近いので自転車も使わなかった。

（もう……飾り付けしてる。二週間も先なのに）

　もみの木、様々な電飾が、家を飾っていた。景けい教きよう徒とにとって、クリスマスは一年で最大の行事だ。気の早い私立大学などは、すでに冬休みに入っている頃ころ合あいである。

　しかし──九罰は毎年、この行事に参加することはなかった。七罪は怒るが、正直な話、クリスマスの教会にはあまり近づきたくはない。

　時は江戸初期。長崎で、大きな戦争があった。

　日本では島原の乱。海外では『聖シロウの革命』などと言われるものだ。基本的に農民蜂ほう起きという形であったが──侮あなどるなかれ、指揮をとった天あま草くさ四し郎ろう時とき貞さだは、スペイン、オランダ、ポルトガルなどの諸各国から助力をとりつけ、幕府の主力軍を敗走せしめたのだ。このときから、日本の首都も江戸から島原──つまり長崎に移り、教皇が最高の権力を得ることになったのだ。

　それから長崎には巨大な大聖堂が建築され、『天草国こつ教きよう庁ちよう』という組織が完成。イエズス会の系けい譜ふではあるものの、カトリックともプロテスタントとも違う日本独自の景けい教きようが、ここで形を成す。

　その後、長崎を中心に景教は日本中に伝でん播ぱ。今日までの四百年の間に、人々の信仰心は多くの教会を作り、学校でも礼拝、神学を行っている。本家のローマやイギリスも感心するほどだという。

　かくして。

　アジア最大の景教国家が出来上がったのだ。

（ま、もっとも僕はなじめてないけど……ね）

　コンビニに着く。案の定、クリスマスセールなんてものをやっていた。

「この機会に新品の聖書で祈りを捧ささげませんか…………ねえ。なんだかなあ」

　七な罪つみなどは、幼い頃ころに父から買ってもらった聖書を大事にしているが──九く罰ばつは聖書など、学校の机の中に放り込んでいる現状である。ワゴンに平積みされた小さめの聖書を見るだけでどんよりとした気分になってくる。

　九罰だけでなく、馴な染じんでいない者は他ほかにもいるが──それがエスカレートする場合がある。去年も、悪あく魔まを召しよう喚かんして飼い慣らそうとしたが、気が狂って連続殺人を犯した者がニュースになっていた。あのときも、報道はされなかったが、エクソシストが出しゆつ撃げきしたのかもしれない、と思う。

　──エクソシストが来た。

　一時協力とはいえ、本当に一時だ。またルカと相対する可能性も考えなくてはならないだろう。それに、彼女の応援が来ない保証もない。

　九罰は、安あん穏のんだと思っていた。アイムは悪魔なんていうちょっと変わった存在だけれど、だからと言って目立たずに生きていれば、別に平気だと。

　甘かった──と痛感する。これから先、悪魔関連で様々な事が起きるのだろう。

　ではアイムを追いだすか？　まさか。ルカに襲おそわれたのは確かにアイムが原因だが、ルカから守ってくれたのもまたアイムなのだ。それに様々なことで自分を気遣ってくれるアイムに、感謝こそすれ追いだすなんてとんでもない。

（どうすれば、良いんだろう）

　矛む盾じゆんは続く。

　アイムから借りた力がある。それはアイムがいなければ使う必要のない力でもあるわけだが──。

　答えなどでない。ただこうなってしまっては、自分が選択を迫られる度たびに、最善の選択をしていくしかないだろう。どうすればアイムと七罪を守れるかを、必死で考えていくしかない。

（でもやっぱり、アイムに頼たよっちゃう気もするな）

　そしてそれに、火の悪魔は満面の笑みで応こたえるのだろうと思った。




「七罪ー？　帰ったよー？」

　家に帰ると、なんだかきゃいきゃいと騒さわがしかった。居間から声がする。ドアで仕切られた向こうから、黄色い笑い声。

「ほう、この服は良いな。しかしサイズが少し────」

「あはは、アタシは無理だけどルカならいけるって！　なっちゃんと細さ同じくらいでしょう？　アタシは胸が詰まっちゃうから──」

「なっ、そっ、それは暗に私の胸が小さいと!?　ま、まだです！　まだルカさんと違って発展途上ですからこれから、これからきっと────ッ！」

「踊らされるな七な罪つみ。悪あく魔まはその身体からだも自在に変化させられる……あの胸も、パッドでなんとかしたと思っておけば良い。あとさりげない悪意が混じっているのはなぜなんだ？」

　なるほど女三人よれば──とはよく言ったもの。昨日まで落ち着いた空気の遠とお野の宅が、一気に騒さわがしくなった。

　一体なにをしているんだろう、と思いつつも廊下を進んで居間への扉を開けた。

　視界に飛び込んできたのは────肌色だった。眩まぶしい白い肌。

「ひゅぐっ!?」

　変な声をあげたのは七罪だった。彼女だけは服を着ている。だが、他ほかの二人は──。

　七罪の隣となりに立っているのはルカ。彼女はその長身に相応ふさわしい黒の下着であった。すらっとした足に思わず目がいく。胸まですらっとしている辺りは好みの問題かもしれないが、スレンダーな魅み力りよくが無む駄だにあふれていた。

「あ、おかえりクバツー」

　アイムも下着。こちらは水色。おそらく七罪のものだろう。胸のサイズがなかったのか──ブラは着けていなかった。背に比して随ずい分ぶんと大きな胸がそのままむきだしであり、おまけに九く罰ばつがいるというのに隠そうともしていなかった。

「ぶっ」

　神速で目をそらした九罰。首やら肩やらで変な音がしたが、そんなことを気にしていられなかった。もっとも──目をそらすのが、少々遅すぎたようだが。
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（は、反則──────ッ！　ルカさんの足とかアイムの胸とか色々反則すぎるっていうか後ろの七な罪つみのオーラが怖くて怖くて仕方ないんだけど!?）

　ゆら──りと後ろに立つ七罪の気配。一気に血の気がひいた。

　今いま更さら手遅れかもしれないが、とりあえず後ろ向きで弁明を試みる九く罰ばつである。

「な、なんで服着てないのさ!?」

「ルカさんのコートが濡ぬれてしまったので……代わりのものを合わせていたんです……」

「つかルカさん縛しばられてたはずじゃん！」

「協力するって約束したじゃないですか」

　なにを今更、と七罪の声こわ音ねが語る。ああ僕の馬ば鹿か、と九罰は自己嫌けん悪おに。

「で、でも僕が帰ってくるの知ってたでしょ!?」

「ノックくらいしてくれると思ったんです！」

「ていうかアイムは!?　別に服濡れてないじゃん！」

「えー？　だってアタシも新しい服着たかったし」

　なんか色々不条理だ、と九罰は心中で思うが、もう遅かった。

「さて、懺ざん悔げはすみましたか？　いえ聞きません。いずれにせよ主の鉄てつ槌ついはくだります。痛くても我が慢まんしてくださいね？」

　七罪がなにか振り上げるのがわかった。以前の十字架ではないだろう。居間にあったのは確か、同じくらい重いキリストの像だった気がする。もしかして妹は学校でも男子相手に鈍器を振り回しているのかな、と思った。そうだとしたら我が妹の未来を案じなくてはならないと思った。

　視界の暗転は、すぐだった。




「はいー、不ふ埒らち者ものの処罰も終わったし、ご飯にしましょう。この人悪気はありませんでしたという顔をしながらしっかり見ていたわけですし、同情には値しません」

　腹だけでなく頭も傷を負い、満まん身しん創そう痍いの九罰であったが、七罪はそんなことはしりませんとでも言いたげであった。

「…………気にするな。私も気にしない」

　ルカはそう言ったが、九罰のほうを不自然に見たり、頰ほおを染めて目をそむけたりと挙動不審が目立つ。話を蒸し返すとなにを言われるかわからないので、九罰は黙だまっておいた。

　頭を治ち療りようしてくれたのは、服を着たアイム。彼女は、腹の痣あざもまだ治っていないから、無理だけはするなと九罰に怖い顔で念を押した。

　昼食は七罪手製のピッツァ。どうもルカが所望したらしい。ルカはさきほどから丁てい寧ねいに──しかし迅じん速そくに──目の前のピッツァを片付けていた。もちろん、食事前に行った主への祈りは誰だれよりも敬けい虔けんだったが──貪どん欲よくは罪という教義に悖もとるんじゃないかという食事ぶりである。

「今、騒さわぎになっている悪あく魔まの話をしよう」

　ルカが、呟つぶやくように言った。内容はシリアス。もう遊びは終わりだと、その声こわ音ねが言外に語っていた。

「────人を殺したり、してるんですか？」

　聞いたのは七な罪つみ。この町でそんな話は聞かないな──と九く罰ばつは思うが。

「いや、まだだな。今、この町で、女子高生による盗みが頻ひん発ぱつしているんだが──知っているか？　遠とお野の兄妹。お前たちの学校の生徒もたくさんいるんだが」

　知っていた。仁に藤とう神父がそんな話をしていた気がする。詳しい話までは、わからなかったが。

「多くの女子高生が、宝石店、アクセサリーショップに押し入って盗みをはたらいている。主に盗まれるのは銀細工だが、手当たり次第といった印象もある。一人を補導してもまた別の生徒が盗むから、警察としても手を焼いているんだ」

「でも…………それだけで、悪魔の仕し業わざだと？」

「ほう、九罰。お前は素手でアクセサリーショップのガラスを突き破って、自分の腕を破片で血まみれにしてまで盗もうとする女子高生がいると思うのか？　それも何人も。骨折だって珍めずらしくない。強化ガラスを素手で叩たたき割るんだから、骨折くらいは当然だろうが────それだけのことをしておいて、しかし当の生徒たちは捕まってから、そんなことは知らない、覚えていないと言うんだぞ？」

　少し。少しだけだが。

　気味が悪いなと、九罰は思った。

「おまけに、補導される頃ころには盗んだはずのアクセサリーや宝石は跡形もなく消えているという。だから結局被害は拡大する一方だし、骨折までしてそれらを盗まされた女生徒だって被害者だ、という見方もできる。教会本部が、これは悪魔の仕業だと判断し、私にまわしてきたんだよ」

　教会本部──長崎にある、『天あま草くさ国こつ教きよう庁ちよう』と呼ばれる組織のことだろう。そんなところにまで話が通じているという時点で、状況はかなり重いのかもしれない。

「ふふ、どうした九罰、青ざめているぞ？　もしかして心当たりでもあるのか？　ああ、中には二匹の悪魔と協力しているような輩やからもいるからなぁ？」

「なっ、そ、そんなわけないじゃないですかっ。アイムにそんなことをさせた覚えはありませんし、そもそもアイムだけで手一杯ですっ」

「ふふ、冗談だ、いきりたつなよ──ま、確かにその様子じゃあ、二匹召しよう喚かんなんて器用な芸当はできそうにないな」

　カマをかけたのか。

　疑念ははれたようだが、九罰としては青ざめるしかない。とりあえず、ルカをあまりに信用しすぎるのはまずい、と思った。七な罪つみなんかはとっくに心酔しているようだったが。

「我々エクソシストの捜査は、基本的に犯罪プロファイルの要領だ」

　いきなり警察のような顔つきで、ルカが話し始めた。確かにこの国のエクソシストは、国家権力に近いものがあるのだが。

「悪あく魔ま関係の過去の事件を洗って、似たような事件を起こした悪魔を調べる。そうしておけば、同じ悪魔だからな、行動パターンが読めるんだ。今回の件における敵の正体だが……盗みを働く悪魔はアンドロマリウス、ヴォレフォール辺りが怪しいと思っている。盗難ということを考えれば、こいつらが……」

　きっとルカの中では、悪魔に対する知識や対処法がぐるぐると巡っているのだろう、と思った。その辺りはやはりプロか。

「どうかな、アイム。なにか心当たりはない？」

「えー、でもヒントが少なすぎるよぉ」

　九く罰ばつの急な質問に、困ったように首をかしげるアイム。どうもルカは、未いまだにアイムに快く話しかける、というわけにはいかないようなので、九罰が代わりに話をふってみる。

「ただ──ルカは、『盗み』に敏感に反応しすぎだね」

「どういうこと？」

「悪魔って、確かに盗みをするやつが多いけど、でも今回は違うんじゃないかな？　だって女の子を使って盗みしてるんでしょ？　ヴォレフォールなんか自分の盗難技術が大好きだから、人を使わないで自分で盗むよね。だから今回はそいつらよりも……むしろダンタリオンなんか怪しいかな。あいつの得意技は人心操作だから」

　聞いていない、というフリをしているルカだったが、その実耳がぴくぴくと動いて敏感に情報を逃すまいとしていた。実にまったくもって正直ではない。

　だが──ふと思う。なんの気なしに聞いてしまったが、悪魔が悪魔のことを、ぺらぺらとエクソシストに話して良いのだろうか。

「でも良いのアイム？　なんか……悪魔って友達、みたいなものじゃないの？　そんな簡単にエクソシストに喋しやべって」

　ルカに聞かれないように、小声でアイムに聞いてみた。

「あー、いーのいーの。あいつら友達？　そんなまさか。あんな陰険なやつら、むしろルカが退治してくれたら嬉うれしいわ」

　あっけらかんというので、九罰もそんなものかとあっさり納得してしまった。

「ふむ……そうか。敵の分析の方向を、すこし変える必要があるな」

　一方、忠実なる神の僕しもべは、ナイフのような目で考えを深めている。

　それにしても嫌いやな話だ、と九罰は思った。その悪魔は、そうまでしてアクセサリーが欲しいのだろうか。それとも──盗んだものに興味はなく、ただ『盗む』という行為に意味があるのか。

　あるいは『盗む』ことに意味などなく、単に女性を操って喜んでいるだけか。

「あの、ちょっと思ったんですけど」

　七な罪つみが手をあげた。九く罰ばつとしては彼女をこんな話に巻き込みたくなかったが──今いま更さら巻き込みたくないといっても、手遅れの気もした。

「悪あく魔ま召しよう喚かんって、誰だれでもできるんですか？　その、私たちでも」

「なにを言っている？　もうやってるだろう」

　そう言ってルカは、ちらりと九罰を睨にらむ。

「──ふむ。そうだな。知識のないお前たちに悪魔を扱わせるのも危険だな。どういうものか知っているだけなら悪くない。危険なものだと知れば手をださなくなる。良い機会だし少し講義をしようか」

　ドラッグの悪あく影えい響きようを学校で教えるようなものだろう。ルカは食事を再開しながら、言った。少し空気が軽くなった気がした。

「基本的に悪魔召喚というのは、地獄に棲すみ着いている悪魔に力を借りるわけだ。まあ召喚と言っても──実体化しなければ、少々強力なお守りくらいの効果しかないわけだがな。悪魔召喚に必要なのは二つで、一つは召喚者本人。もう一つは悪魔召喚のための代だい償しようだ。悪魔の力を多く借りようとすればするほど、代償も大きくなる。この代償は生いけ贄にえともいえる。モノは様々だが──手順をきっちりと踏ふめば、七十二の悪魔の力を借りられる」

「七十二？」

　九罰もピッツァに手を伸ばすが、すでに冷めていた。作ってくれた七罪には悪いが、二枚目を食べる気はしなかった。

「ああ。召喚方法が有名になっているのは七十二の悪魔──ソロモン七十二柱と呼ばれる悪魔たちだ。他ほかの悪魔もいるにはいるが、召喚法が伝わっていなくてな、それこそ悪魔の力を借りないと、召喚はできないだろう」

　つまり。

　今事件を起こしている悪魔も、その七十二悪魔の誰かということなのだ。少し調べてみようかなとも思った。召喚方法はともかく、アイムがどんな悪魔なのかくらいならわかるかもしれない。

「で──あんまり代償を払いすぎると、悪魔が実体化してくる。アイムのようにな。もっとも、このアイムだって地獄に棲んでいる本体の一部でしかないわけだが。こうなると影響力は、以前の比ではない。それこそさっきのように、火花から、高熱を発する超硬陶器フアインセラミツクスのナイフを作りだしたりと、普通できないことができるようになる。そしてそんなことをしていると、我々エクソシストが出しゆつ撃げきするわけだ」

　ルカがアイムを睨みつけた。いつかお前も必ず成せい敗ばいしてやる、という瞳ひとみだった。表面上は馴なれ合っていても、決して心を許してはいない、覚悟しろ──そんな言葉が伝わってくるようだった。

「あーん、こわーいっ」

　アイムがわざとらしい悲鳴をあげて、九く罰ばつの後ろに逃げ込む。まったく怖がっている風に見えず、それがまたルカにとって気にいらないのだろうと思った。

「で、九罰？　お前はなにを代だい償しようにアイムを呼んだんだ？　そうだな、そこの放ほう火か魔まはなかなか凶悪だ。ことによると人間一人くらいは殺して捧ささげているんじゃないか？　代償の基本は等価交換。放火狂の悪あく魔まならそれくらいが妥だ当とうだろう」

　冗談めかしているが、ルカの目は笑っていなかった。

「殺し────いや、まさか。アイムが勝手に窓から入ってきたんですよ。最初はなにがなんだかわからなくて……」

「は？」

『前科を白状したら停戦協定など破り捨てて刺し殺してやる』と言っていたルカの目が、点になる。

「アイムから？　勝手にやってきた？　おい九罰。それは本当だろうな？」

「え、えっと……はい……」

「噓うそ……じゃあなさそうだな……だがそんな前例は…………」

「ちょっとルカー、人を天然記念物みたいに見ないでよー」

　ほぼ天然記念物で間違いないだろうと九罰は思ったが、それを言うとなにをされるかわからないので、固く口を閉ざす。

「そんなに……珍めずらしいんですか？」

「私の記き憶おくにその前例はない。本部で探せばまだ見つかるかもしれないが、それでも五件あるかどうかだな。こういう、悪魔が自主的にやって来る例は、悪魔が最大限の協力をしてくれる。普通に召しよう喚かんをすれば、命令に従わない悪魔などザラだからな。良かったな九罰、夜よ伽とぎの相手も不自由しまい？」

　実に笑えない冗談だった。冗談を言ったのが姦かん淫いんを忌き避ひすべき聖職者であるあたり、痛烈すぎるウィットがきいている。しかも『そんなことしてないですよね』と、七な罪つみが非難の視線も向けてくるので、思わず冷や汗が流れてくる。

「だが────その場合も代償はいるぞ。なにを渡した、九罰？」

「え……いや、なにも……渡してはいない、と……思うんですが」

　まさか本当に人間を生いけ贄にえに捧げたりはしていないし、かといってなにか渡したという覚えもない。せいぜい衣食住の提供くらいである。まさかこの程度で実体化してくれるほど、アイムは安っぽくあるまい。

「そうか……では質問を変えよう。なにを奪った、放火魔？　召喚者に自覚のない代償の支払いなど、よくあることだ。九く罰ばつの気付かないうちに、なにをした？」

「まぁーったくぅ。ルカは人聞き悪いなあ。でも、確かにクバツからはいっぱいもらってるよぉ」

　はて、と首をかしげる九罰。彼としては、アイムになにかあげた記き憶おくはない。

「えっへっへー、それはね────クバツの愛、情♪」

　がばっ、と抱きつくアイム。

　そうして。

　七な罪つみからは一体なにをしたんですかこのエロ兄貴と、身に覚えのないことでえんえんと叱しかられたのであった。

「それでごまかしたつもりか……？　この詐さ欺ぎ悪あく魔まめ」

　ルカはこれから先に不安を抱いているのか、大きな溜ため息いきをつく。一人ご機き嫌げんなのはアイムだけ。

　普ふ段だんとあまり変わらない、遠とお野の家の風景であった。




　暗い、部屋だった。

　一寸先も闇やみの衣で覆おおいつくされている。なにがあるのかもわからず──ただかろうじて、おそらく地下か、でなければ完全に遮しや光こうされた部屋だろうということしかわからない。つまりは、なにも見えない。

「ふふふふふ────」

　小さい笑い声。闇にあって、誰だれかがいた。女の声だった。

「そう──」

　頷うなずいた気配がした。ここにいるのは女だけではなく、他ほかにもいるようだった。

　誰か──そうたとえばアイムやルカなど、気配を察することに長たけた者であれば、気付いただろう。女ではないほう──この暗闇にいるもう一つの気配が、濃密で、息が詰まるくらいの圧倒的な存在感を誇っていると。

　そんな、化け物のような存在感を相手に────。

　しかし女は、悠々としていた。

「そう、そうなの……まだ、足りないのですわね」

　くすくすと笑う。一方、相手はその濃密な存在感に対して、一言だに喋しやべらない。佇たたずむ気配は、そう、それこそ。

　この場に充満する闇が、更さらに凝ぎよう縮しゆくされ実体化した──そんな風にさえ、思えた。

「ええ、いくらでも……貴方あなたの望むまま、貴方の欲しいものを……奪い取ってあげますわ……くすくすくすくすくすくす」
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　暗い夜。深い夜だ。遠とお野の宅も例外なく、夜には安息へと還かえる。

　それは九く罰ばつの部屋だった。ベッドで眠る九罰は、死んでいるようにも見える。元々顔の白い青年であるし、寝返りもうたない。あとは手をあわせて、棺ひつぎにでもいれてしまえば完かん璧ぺきだろう。

　そんな死んでいるような九罰を、アイムが見下ろしていた。

　もちろん、九罰とアイムは別室である。アイムは七な罪つみの部屋で一いつ緒しよに寝ているのだ。だから、アイムはわざわざ深夜に抜けだして、九罰のところまで来たということになる。

「はー……」

　溜ため息いき、一つ。

　そのまま、アイムは九罰を起こさぬように、すぐそばに腰かけた。寝ている九罰に、アイムはなにを思っているのか。

　そっと。

　アイムは、九罰の頰ほおに触れる。いや、触れていない。今にも触れそうだが──指先を少しだけ、近づける。

　少しでも手順を間違うと、壊こわしてしまうと思っているようだった。

　いや、実際壊してしまうのだ。アイムの高体温を考えれば、九罰に火傷やけどを負わせることは難しくないのだから。

「クバツ」

　呼ぶ声に、意味はあるのか。そもそも囁ささやきよりも小さい極少音声は、夜の静寂にかき消されてしまった。

　だからそれは、きっと意味のないもの。

「──────アイム？」

　その静寂を断ち切ったのは、鈴のような声だった。

「なにしてるんですか？」

　七罪が、いつの間にか部屋に入っていた。きっとアイムがいないのに気付いて、起きだしてきたのだろう。眠そうに目をこすっている。パジャマを着ていても胸の十字架をはずさない辺りが、性格がよく顕あらわれていた。

「ん？　ちょっとねー。見て見てなっちゃん。クバツの寝顔かわいーよ」

　声は小さく。しかしいつもの陽気さで返すアイム。

　対する七罪は眠いのか、反応は大分鈍い。んー、うー、などという声をあげている。朝強い分、夜は溶けるように寝るタイプなのだろう。

「あはは。先寝て良いよなっちゃん。アタシはもうすこしいるから」

　ゆっくりと。

　アイムの指が、再び九く罰ばつを撫なでる。それを見ていた七な罪つみは、小さく息を吐はいて。

「…………アイム」

「ん？　だからもう寝ても────」

「ちょっと、昔の話なんですけども……聞いてもらって良いですか？」

　アイムが頷うなずいたのを見て、七罪はにこりと微ほほ笑えんだ。

「兄さんが過保護なのは、知っているでしょう？」

「なっちゃんも過保護されてる自覚あるんだ？　ちょっと執着しすぎだよね」

「はい。私もそう思います……ウチは、お母さんが早くに亡なくなって、お父さんが今は仕事で海外にいて。そのせいか、やたらと兄さん、気負ってしまって。私に、随ずい分ぶん優しくしてくれるのも、多分、そんな責任感が原因だと思うんです」

　暗くら闇やみの奥で、アイムが妙な顔をしていた。『あの過保護ぶりは優しいとかそんなレベルじゃないわよね』とでも思ったのかもしれない。

「だから私……アイムには、ちょっと期待してるんです」

「え、期待って。アタシ、そんな、なにか、してた？」

「はい。私、すっごく期待してるんです。だってアイムですし」

　人差し指をびっ、と突きつけてくる七罪。さしものアイムも、ちょっと困っているようだった。

「アイムは……兄さんの無む駄だな責任感、剝はぎ取ってくれるような気がして」

「無駄って──結構言うわねなっちゃん。どゆことかな？」

「きっと、アイムは兄さんを手伝って、手助けして……でも兄さんは、そうされていても、やっぱりアイムにも過保護になったり、してしまうと思うんです。だから……いつかアイムなら、がつーんと兄さんに、『アタシはそんな弱くない』って、言ってくれるんじゃないかなって」

　それは、七罪の期待。

　七罪が怖いのは、いつか、兄の過剰な責任感が、九罰自身を滅ぼしてしまうのではないか、ということで。まったく背負う必要のない危険を、九罰がその責任感で請け負ってしまうのではないのかと危き惧ぐしていて。

「だから……アイム。兄さんをお願いします。きっと、アイムなら兄さんのことを任せても平気です。だって、怖いもの。悪あく魔まだし」

　七罪は頭を下げた。語ったのは、正直な気持ちだった。

　アイムは悪魔。悪魔は怖い。でも怖いからこそ──頼たよりにできる。アイムならば、九罰をきっと守ってくれる。たとえ、街一帯を火の海にしても。

「オッケ。大だい丈じよう夫ぶ──あ、頭あげてよなっちゃん。そんな風に言われなくても、アタシは最初からクバツの味方だから。クバツのことは任せてよ」

　それに対して、悪あく魔まの返事は強かった。

　七な罪つみは、顔をあげる。そこにあったのはどこか不敵な笑みで。安心だと七罪は思った。

「ふふ。でも──アタシは破は壊かいの権ごん化げ、火炎公。アラストル様直属の部隊で火をつけてまわり、戦せん闘とう力りよくにおいてはあのグラシャラボラスとも並んで称された、無差別虐ぎやく殺さつの悪魔だよ？　なっちゃん、そんな風に頭下げていいのぉ？」

「はい。だって、アイムは信用できますから」

　あっさりと言われて、むしろアイムのほうが毒気を抜かれたらしい。暗くら闇やみであるが──頰ほおが染まっているのが、七罪にもわかった。

「ふ、ふんだ。後で後悔しても知らないからっ」

　いかにも悪魔らしく、素直じゃなかった。

　七罪は笑ってしまう。だって、アイムのその様子は──普通の、恋愛をしている女の子だったのだから。

「寝よっか。なっちゃん？　クバツ起こしちゃ悪いしね」

「ふふ。妹権限で、兄さんの頰にキスくらいなら許してもいいですよ？」

「きっ!?」

　冗談で言ったのだが、アイムが頓とん狂きような声をあげた。

「へ!?　あ!?　ぅえ!?　ききききききキスとか、キスとか無理だって！　いや本当無理！　いや、あの、キスしたいけど、ってアタシなに言って……で、でも特別でまだ早──あー、もぉ！　寝る！　寝るったら寝るねおやすみ！」

　言うが早いかアイムはすぐさま部屋を出て行った。もう暗闇でもわかるくらい真っ赤な表情で。残された七罪は、むしろ啞あ然ぜんとしてしまった。

「……なんか。しばらくは進展しそうにないですね。この二人」

　呆あきれたような、けど微ほほ笑えましいような気分になって、つい七罪は笑ってしまった。九罰を起こさないような、小声の笑みだった。




　遠とお野の九罰にも、もちろん人並みに友達くらいいる。

「頼たのむッて。ぜッてェ返すからさァ」

「と……言われても、困るよ羽は堂どう。僕だって自由になるお金少ないんだし」

　とはいえ、毎月のように金の無心に来る友達はどうなんだ、というのが九罰の素直な感想である。羽堂と呼ばれた金髪の男は、両手をあわせて五千円貸してくれと言っているのだが、実は先月貸した一万円もまだ返ってきていない。

「贅ぜい沢たくは怒られるよ羽堂。仁に藤とう神父に清貧について聞いてくる？」

「はッ。冗談やめてくれ遠野。俺おれら礼拝サボり組は教会に近づかねェッて暗あん黙もくの了解があんだろゥ？」

　そんな了解をした覚えはなかったが、たしかに九く罰ばつと羽は堂どうは共に礼拝嫌ぎらいである。一見すれば優等生と不良のコンビなのだが、そんなところで気があうせいか、かなり長い付き合いになっている。

「でもお金は貸せないよ。悪いね。先月の一万返してくれたらその中から貸せるけど」

「きッびしいなァ。そういやお前妹と二人暮しだったなァ。なに？　妹に財布握られてんの？」

「しかも最近食い扶ぶ持ちが増えてね。あんまり浪費はできなくなってきた」

　言うまでもなくアイムとルカの二人のことだ。

　昨晩、ルカは悪あく魔まの講義をしたあと、本部に報告すると言って遠とお野の宅をでた。アイムのことについては約束どおり伏せておくと言っていたので、今はそれを信用するしかない状況である。多分、大だい丈じよう夫ぶだろうが、エクソシストが大挙して押し寄せてきたら嫌いやだなあ、とも思っている。

　現在は、ルカの帰り待ちという感じである。ルカが本部への報告を終えてから、本格的に悪魔探しに動くことになるだろう。

「あ────げ」

　そんなことを考えていたせいか、廊下の奥にいた黒服に、気付けなかった。

「ヤバ。仁に藤とう神父だ。逃げようか羽堂────って羽堂!?」

　いつの間にか、金髪の借金魔はかき消えている。おそらく仁藤神父に気付いて早々に退散したのだろう。なにも言わずに消えたのは、九罰を生いけ贄にえにするため。

「ああ──これはこれは、九罰君ではないですか」

　こちらを視界にとめたか、振り向いた仁藤神父。

　ただ──その表情は、どこか疲れていた。いつもの微笑も影をひそめている。

「せ、先生……どうか、しましたか？　その、顔が……」

「ああ──やはり、わかりますか。実は色々ありまして。困っているんですよ」

　困っているというレベルではなさそうだった。憔しよう悴すいしたその表情は、笑みもどこかぎこちない。

　昨日の授業では、こんな顔はしていなかったはずだが──。

「そうだ、九罰君にも聞いておかねば。最近、どこかで深ふか間まさんを見ていませんか？　学校外でも構いませんので」

「え……見てない、ですけど？」

　仁藤神父の助手とも言える深間水み鳥どり。学校外で出会うことなどほとんどないし、あったとしても自主的に逃走している九罰である。

「ああ──そうですか。いえ、実はですね、深間さんがここ数日、学校に来ていないんですよ」

「え？」

　病欠ということではないのは──仁藤の表情を見れば、わかる。

「え、その……」

「ええ──無断欠勤です。いえ、数日程度で大おお騒さわぎすることではないのですが。家にもいないようで。普ふ段だんこんなことはないものでしてね。私も心配しているんですよ」

　まず思ったのは──七な罪つみには言わないでおこう、ということだった。いずれ知れることかもしれないが、それでもわざわざ自分から言うことではないのだから。七罪なら、絶対に心配するし。

「ああ──もし、出かける予定などありましたら、深ふか間まさんを見かけた際、連絡などくれると助かるのですが」

「あ、はい……それはもちろん。明日も、妹と墓参りに行きますし。注意しておきます」

　九く罰ばつの母は、九罰が幼いときに亡なくなっていた。

　それからは、母の月命日に墓参りに行くのが、遠とお野の家の習慣となっている。父は熱心なクリスチャンで月命日には必ず母に月々の報告をしていたのだが──それが、子ども二人にも引き継がれた形だ。

「ああ──毎月の。ええ、母想おもいで大変結構です。そういえば七罪さんからも、聖歌隊を休むという話を聞いていましたね」

　いけないな、しっかりしないと──などと、仁に藤とう神父は一人ごちた。数日いないだけでこれだけ疲れているのだから、深間水み鳥どりがどれほど彼を助けていたか、わかるというものだ。

「ふふ──呼び止めて申し訳ありません。それでは失礼しますね。ああ、七罪さんにもよろしくお伝えください」

「あ……っ、えっと……」

　法衣を翻ひるがえす仁藤神父。その後ろ姿に、九罰はなんと言えば良いのかわからなかった。

「に、仁藤神父！」

「はい？」

　少しだけ振り返る。ぎこちない笑みは、やたら目について。

「あの……僕も、主に……深間さんの無事を祈っていますから……その……」

　普段の九罰なら、祈るなんて言葉は使わないが──今だけは、別で。

　仁藤神父はそれを聞いて、ふっと目元を緩ゆるませた。いかにも神父らしい、優しい笑みだった。




　翌日は、快晴。

　これならお母さんも大喜びですねと、七罪は上じよう機き嫌げんだった。喪も服ふく代わりの制服も前日によくアイロンをかけてある。

「七罪。忘れ物ない？」

「三回も聞いてよく飽きないねクバツ」

　準備をしていると、後ろから失礼な声がかかった。今回もアイムは不機嫌かなー、などと思っていたのだが──。

「行ってらっしゃいクバツ。アタシ『たち』はしっかり留守番しているからねぇ」

「ええい離はなせ悪あく魔ま！　私はこれからのことを伝えにきただけだ。用が済めばすぐに──」

「まあまあいいからいいから」

　退屈しのぎの玩具おもちや──もといルカを見つけたアイムは、とくに問題なく九く罰ばつたちを見送る気らしい。ルカは暴れていたが、アイムはがっしりとその腕をつかんでいた。

　さすがに玄関に四人も集結すると狭いな、と九罰は思う。靴を履はき替えながら、九罰はルカに問いかけた。

「ルカさん、これからって？」

「エクソシスト本部には、お前たちのことは黙だまっておいた。これで本部の目がお前たちに行くことはない！　目立つ動きをせず、私の言うことにしたがっていればそれでいい────くそ、いい加減離れろ悪魔！」

　じゃれついてくるアイムを必死でひきはがそうとするルカだが、いまいち言うことを聞かなかった。ちなみにルカがアイムの体温に触れても平気なのは、部分的に光の鎧よろいを展開しているからである。

「以上だ。私はもう帰────」

「じゃねークバツー。アタシはルカと留守番してるからぁー」

　ルカがなにやらわめくが、アイムは取り合わない。

「兄さん？　もう行きますよ？」

「わかってるよ七な罪つみ──それじゃ、アイム。あとルカさん。留守番、お願いします」

「なっ──お前まで悪魔と一いつ緒しよにいろというのか！　おい、まて九罰！　おい────ッ」

　色々後ろから声が聞こえてきたが、とりあえずアイムの機き嫌げん取りがなによりである。ルカには可か哀わい想そうだが、生いけ贄にえになってもらうことにした。

「ねールカぽん。ゲームやろゲームー。これこれー、悪魔が天使をぶち殺すゲームなんだけどー？」

「っ!?　どこまでも腹立たしいな貴様は！　いいだろう！　たとえゲームだろうが手は抜かん！　悪魔を皆殺しにしてやるわ！　あと誰だれがルカぽんだッ！」

　後ろから聞こえてくる喧けん騒そうに、思わず笑ってしまった。それは隣となりの七罪も同じだったようで、兄妹で小さくくすくす笑いあっていた。




　教会墓地は、遠とお野の家からも学園からも、少々遠いところにある。

　歩いていける距きよ離りなのだが、丘の中腹辺りにあるために道程が少々つらい。坂道ばかりなのだ。ちなみにその教会墓地を更さらに登ると、市役所も兼ねている巨大な時計塔。丘の頂上になると、誰が住んでいるかも定かではない本格的な洋風豪邸がある。

「毎月のことだけど……この坂は……辛つらい、です」

　かなり急な坂道である。おまけに曲がりくねっているので、足に負担がかかる。九く罰ばつはともかく、七な罪つみはすでに息も絶え絶えであった。

「まぁまぁ。七罪も聖歌ばかりじゃなくて、体力をつけないといけないかもね」

「あぅー……悔しいことに反論できないー……」

　アイムとルカはどうしているだろう。仲良くしてると良いけどなー、と九罰は思ってしまうが、無理だろう。悪あく魔まと聖職者だし。

「見えてきましたよー」

　市役所の近くに墓地があるのもどうかと思うが、墓地と教会はセットなのだ。市役所も教会も、広い場所を探して建てたら、街のはずれの丘に建てるしかなかったというところだろう。

　ただ、市役所へ行く道は広くて整備もされているが。

　教会へ行くほうは鬱うつ蒼そうとしていて、林に囲まれている。駅前にもっと大きな教会があるせいか、丘の教会には墓参りくらいにしか人が来ない、というのもあるのだが──それにしても、少々寂れた雰ふん囲い気きだった。

　墓地は教会の裏手。レンガに這はいずり回っている蔦つたを横目で見ながら、二人は墓地に進んだ。背の高い樹木が多いせいか、真昼だというのに少々薄うす暗ぐらい。

　しかし、九罰も七罪も慣れたものだった。今いま更さら怖いとは思えず、むしろここが開けた明るい土地のほうが気味が悪い、とすら思ってしまう。これからいく墓場も、深い森の真ん中を柵さくで囲って作った、というようなところだ。柵もむしろ野犬避よけの意味合いが強い。

　入口には簡単な電子ロックがついており、遺族以外は入れないようになっている。ちなみに柵のほうも、壊こわして入ろうとすると警報が鳴る仕組みである。

「最近はすごいね。教会はお金持ちだ」

「それは皮肉ですか兄さん？　確かに贅ぜい沢たくを禁じる教会としては良くないことかもしれませんが、でもキレイですよ。一度長崎で見たことがあるんです、立体映像で映しだされたマリア様の像とか」

　七罪は全面的に賛成のようだ。電子キーを通すと、簡単なメロディと共に入口が開く。メロディは賛美歌の一部のようだった。

　中に入れば、十字の墓ぼ碑ひが規則正しく並ぶ墓地。碑ひ銘めいには姓名のほかに、洗礼名も刻まれている。

　誰だれかが言っていた。ここで整然と並ぶ十字架からは、神の国へ入るために行ぎよう儀ぎ良く整列し行進する死者たちが連想できる、と。

「お母さん、来ましたよー」

　母の碑は、墓地の真ん中辺り。

　七罪は持ってきた花を十字架に添える。九罰は、布で十字架をぬぐって汚れを落とす。この辺りはてきぱきとしたものだった。

　あとは二人で祈りを捧ささげ、七な罪つみは持ってきた聖書の一部を読みあげた。さすが聖歌隊で、聖書を読むだけなのに声が違う。

（そういえば、七罪の聖歌をまだちゃんと聴きいたことなかったな）

　よどみない音読を聞きながら、そう思う。基本的に聖歌を聴くと気分が落ち込む九く罰ばつだったが、七罪の歌なら我が慢まんしても聴くべきだと思った。

　今日の七罪は、明るい。この様子では、深ふか間ま水み鳥どりのことはおそらく知らないのだろう。九罰も、わざわざ言って七罪を心配させたくなかった。七罪が知る前に、深間水鳥もひょっこり戻ってくるかもしれないし。

「わたしたちは羊の群れ。道を誤り、それぞれの方角に向かって行った。そのわたしたちの罪をすべて主は彼に負わせられた────ん、よし。古い本だから邦訳がちょっとぎこちないですね。あ、兄さん、終わりましたよ」

　七罪が立ち上がる。首にかけた純銀製のクロスが、ちり、と小さく鳴いた。

「うん。じゃあ行こうか」

　足を返して、帰ろうとした。

　──それで、良いはずだった。

　だってこれは毎月の習慣で、特別なことなど起こりようもない。あとは家で騒さわぐアイムをなだめて、またいつも通りの食卓を囲めるはずなのに。
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　甘かったのだ。

「ね、兄さん……あの人たち、なんですか」

　帰ろうとして思わず足を止めたのは。

　墓地の入口に、異様な三人組がいたからだ。

「さあ────」

　彼らは、仮面をつけていた。白塗りの仮面で、小さな星や涙が描かれている。頭ず巾きん、マントなどで身体からだを覆おおい隠しており、肌どころか、髪の毛一本たりとて露ろ出しゆつしていない。頭巾などに鳥の羽などを使っていて派手なデザインだが、色は黒一色である。

　思いだしたのは、ベネチアであった。水の都と呼ばれるそこでのカーニバルは、身分の上下がわからないよう仮面を着けて行われ、衣装も華美なものが使われたという。三人組の服装は、それを連想させた。

　そして更さらに。

　全員、墓ぼ碑ひをそのまま抜き取ったような、巨大な十字架を持っていた。

「…………やだ、こっち見てる」

　仮面の無表情が、まっすぐに七な罪つみと九く罰ばつを凝ぎよう視ししていた。

　渋谷や池袋などを巡れば、ゴスロリやパンクなど派手な服装の人間に出会うのは珍めずらしくない。特にゴシック系は教会の景観ともあうため、意外と人気は高いが──。

　これは、明らかに異常。

「気にしないで行こう。大だい丈じよう夫ぶ、因いん縁ねんつけられることはない────と思う」

　入口は電子ロックなのだ。墓参りの人間でなければ、中に入ることはできない。それが、九罰の言葉の根拠だった。

「でも」

「心配性だな七罪は。他ほかにお墓参りしている人がいないからこっちを見ているだけだよ。大体どうして僕らが──────」

「兄さん後ろ──ッ！」

　ガラスをぶつけあわせたような、甲かん高だかい悲鳴が響ひびく。

　九罰が振り向いたとき────高速で迫る、ミサイルのごとき十字架が見えた。




「おのれ、おのれおのれ神の敵め！　簡単に心を許したのが間違いだった！　そもそも！　貴様と二人きりなどあってはならなかったのだ！」

「えー？　どうしたのー？　ほれほれ！」

「ひッ！　寄るな寄るな！　エデンでイヴを誑たぶらかした邪悪な獣けものが私に触れたと思うだけで鳥肌たつわ！　や、だから近づけないでって……！」

　わめくルカ。それに対してかなりご機き嫌げんな様子のアイム。二人はとっくにゲームには飽きたらしかった。

　代わりに遠とお野の邸の七な罪つみの部屋で、なにやら話をしている。多分九く罰ばつが踏ふみ込んだら居心地の悪さから即刻逃げだすであろうと思われた。

　ルカを連行したアイムは、早さつ速そく嫌いやがらせをはじめている形である。

「あ～あ、かわいそバステト。嫌きらわれちゃって──え？　なっちゃんがいるから平気？　そっかそっか♪　よしよし」

「七罪も九罰も、よくそんなおぞましい生き物が平気だな……」

　そう言いつつもルカは逃げないのだから、いまいち仲が良いのか悪いのかわからない関係であった。あるいはアイムから目を離はなすとなにをしでかすかわからないと思っているのか。

「貴様は、確か蛇へびに騎き乗じようするのだったな」

「うん。でも蛇が悪って景教そつちの概がい念ねんでしょ。アタシたちは本質のない不定形。外から概念を持ち込まれたらその形に適合する──これでもアタシは女神だった頃ころもあるわけだし？　それが時代が下ってそっちに悪あく魔まにされたのよ。勝手に敵を作って勝手に打ち倒してるんだから、こっちは良い迷惑よね」

「主の他ほかに神は要らん────確かに十字軍は忌いまわしき過去だが、だからといって全能の主を否定するまでにはならん。それに噓うそをつくなよ悪魔。お前は女神だった頃から分派してすでに別物になっているだろう。変化したわけじゃない。オリジナルから悪性だけが抽出されて我我の敵になったのだろうが。邪悪のみの存在に情けをかける必要はあるまい」

「ちぇ。噓八百は悪魔の得意分野なのにぃ」

　二人の宗教論議は白熱する。バステトだけが興味なさげにするするとアイムの腕を這はっていた。

「大体、そっちだって内部分裂してるわけで、悪魔だけ目の敵かたきにするのは────ん？」

「どうした？」

　アイムはきょろきょろと辺りを見回す。ルカの言葉など聞いていなかった。彼女の手には、白いバステトが警戒するように鎌かま首くびをもたげている。

「バステト、どっち？」

　蛇は無言。しかしアイムには伝わったようで、なにかと頷うなずいていた。

「おい、放火魔？」

「ごめんルカ。話は後でね！」

　次の瞬しゆん間かん──。

　アイムの身体からだが、一気に炎で包まれた。

「ッ!?」

　燃え盛る紅ぐ蓮れん。部屋に充満する熱気が、ルカの髪さえも焦こがし──そして、一瞬の後には、すでに炎は収束している。

　アイムの姿は、なかった。




「な────ッ！　おいッ！」

　声をあげても、部屋に残るのは炎の燃えカスのみ。不思議なことに、部屋の壁や床にはコゲ跡一つなかった。

　派手な退場は、瞬しゆん間かん移動にも似て。

（消えた!?　やはり悪あく魔まの特性で放火に行ったか────いや、それにしては唐突すぎる。なによりわざわざ私がいる前で逃走する訳がない。私がいないときなどいくらでもあったのだからな）

　ならば、考えられる可能性としては。

　召しよう喚かん者しやと悪魔、独特の同調能力によって、アイムは九く罰ばつの危険を感知した──というのが、最も妥だ当とうなところだろう。召喚された悪魔が召喚者に反感を持っていることも珍めずらしくないが──アイムは、それには当てはまらないようだ。

「くそッ！」

　だが──どのような理由があれ、悪魔を野放しにはできない。

（光の鎧よろいを展開──いや、まずいな。人目につけば混乱も起きる可能性がある。そのまま行こう）

　部屋に放り投げていたグレーコートを羽織る。すでに回路の調整はすませてあった。鎧の展開は一瞬で可能。コートの裏地のスイッチで電子回路を一斉に起動させるのだが──今優先すべきはアイムを追いかけること。無用な混乱を引き起こす必要はない。

　そのまま、一切の躊ちゆう躇ちよなく窓へと飛びだした。

　二階分の跳ちよう躍やくなどわけはない。エクソシストとして鍛きたえ上げられたその足が、ルカの体重を苦もなく受け止める。

　路地へとでたルカは、とりあえず走った。方向は、九罰たちが行った墓地。九罰らに危険が及んでいるならアイムもそちらへ行ったはずだし、最悪アイムに別の意図があったとしても、九罰の持つ同調能力で探し当てれば良い。

（もちろん、更さらに悪いのは九罰とアイムが私と手を切ることだが──構わん！　そのときは串くし刺ざしだ！）

　そうして前ばかりを見ていたからだ。

　横合いからいきなり飛びだしてきた人影に、気付かなかった。

「ッ!?」

　人影にぶつかりそうになるが──すんでのところで身をひねる。その人影が、漆しつ黒こくの修道服だと気付いた。

「あら──」

　そのまま走り去ろうとしたところで。

　修道服のほうから、声がかけられた。それで、沸ふつ騰とうしていた脳が一いつ瞬しゆんで冷却される。

　その声は、聞き覚えがあって。

「もしかして──智とも音ね、かしら？　あら、やっぱりそうですわ。随ずい分ぶんお久しぶりね」

「…………水み鳥どり、か？」

　それは、深ふか間ま水鳥。深い色の黒髪が印象的な女性。九く罰ばつや七な罪つみの学校のシスターであることは、今のルカは知る由よしもなかったが。代わりにルカの知っている水鳥は、学生時代をともにした旧友であって。

　水鳥が手に持った買い物袋が、やたらと生活感をかもしだしていた。

「ええ、そうですわ。懐なつかしいわねぇ」

　水鳥の言葉は、昔と同じゆっくりと流れていた。

　九罰らには話していないが──ルカは、元々この街の出身である。エクソシストになってからは長崎で生活していたが、故郷で事件が起きていると知り、自ら志願してやってきたのである。旧友と出くわすのも、ある意味当然であった。

　だが、今はタイミングが良くない。

「ほら、覚えているかしら高校時代？　いっつも貴方あなたと私だけが遅くまで礼拝所に残って────」
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「すまない水み鳥どり。懐なつかしいのはわかるが、今は急いでいる」

「まぁ、つれないことを言いますのね智とも音ね。怖い顔をしてどうしたの？」

　水鳥は静かに過去を回かい顧こする。だが、ルカの頭はそれどころではない。悪あく魔まを野放しにしている。なにか妙なことが起こっていることくらいはわかるのだから。

　下手すれば、手遅れになるかもしれないのだ。旧友と、昔を懐かしんでいる暇はない。

「少しくらい良くないこと？　そうだ、お茶でもいかがかしら？」

「そういうわけにも──」

「あら、ダメ？　智音はローズヒップがお好きでしたわよね？　良い茶葉が手に入ったのですわよ？」

「水鳥。会えたのは私も嬉うれしい。その提案にも乗れるならば乗りたい。だが今はダメだ」

　強ごう情じようですわねえと、水鳥が溜ため息いきをついた。こんなやり取りでも時間をとられると思うとイライラする。昔から水鳥はマイペースで、確かに懐かしいやり取りではあるのだった。

「仕方ないですわね。お茶は諦あきらめますけれど──では、お土産みやげだけ差し上げますわ」

　水鳥は手持ちの買い物袋を、がさごそと探す。その動作一つ一つが鈍く、ますますルカを焦あせらせた。

「早くしてくれ」

　思えば。

　苛いら立だちによく似た焦りと、旧友と出会えた回顧の情。その二つが、ルカの脳のう髄ずいから冷静さを失わせたのだろう。普ふ段だんの彼女は、冷れい徹てつな意思を持って、注意深く全すべてを観察しているのだから。

　ルカは今、わずかながらも、気が緩ゆるんでいた。

「ふふふふ──とても、良いものよ」

　だって、そうでもなければ。

　たとえ不意打ち気味に心臓を狙ねらう銃じゆう撃げきであっても、たやすくかわせたはずなのだから──────。




　避よけたのは、偶然以外の何物でもない。

　投とう擲てきされた巨大な十字架から、なんとか逃げようとした。その際に足がもつれて転んでしまい──結果として、九く罰ばつは無事に済んだのだ。素人しろうとがかわせるような速度ではなかったのだ。偶然以外に助かる術すべはない。

「は、は───」

　当たっていたらどうなっていただろう。

　十字架は九罰の背後の墓ぼ碑ひをいくつも砕いて、ようやく停止した。十字架による串くし刺ざしオブジェとなるのは、御ご免めん被こうむりたかった。

「兄さん！」

「七な罪つみ逃げろ！」

　十字架がはずれたと見るや、三人組はこちらに向かって疾しつ駆くする。一人は素手。残る二人は、十字架を剣のように構えて走ってくる。仮面の無表情が、しかしぐんにゃりと笑みを浮かべたように、九く罰ばつには見えた。

　手に武器はない。あるとすれば大して中身の入っていない通学鞄かばんくらいだが、それで人体ほどもある巨大な鉄十字に敵かなうとは思えない。

「兄さん、平気!?」

「逃げろって言ってるだろ！」

　そんなわけにいきません、と七罪はこちらに駆け寄ってきた。持ち前の強ごう情じようさはこんなときにだけ悪い方向に発揮される。

　九罰は素早く立ち上がる。黒衣を翻ひるがえす仮面は、もうすぐそこまで来ていた。

　先行する一人が、十字の剣を振り上げる。

「ちッ！」

　逃げても背中を狙ねらわれる。

　そう判断した九罰は、すばやく伏せた。一いつ閃せんされた十字架は────九罰の背後の墓ぼ碑ひを、微み塵じんに砕く。

　九罰は、無傷。

　低い体勢から、通学鞄を振りあげる。大して中身がなかろうと、遠心力で威力が倍増された鞄は、敵を怯ひるませるくらいはできたようだ。

　動きの止まった黒ずくめから、距きよ離りをとる。七罪は九罰の右後方。すぐさま襲おそわれることはなさそうな位置。

「は────はぁ、は────ッ！」

　息が荒い。緊きん張ちようで足がくずれそうだ。

　止まった敵とは別の黒ずくめが、九罰を狙う。九罰は更さらに半歩下がり、無数の墓碑を盾たてにした。

　これだけ多くの十字架が乱立している中を、そうそう自在には動けまい。相手がまわりこんでいる間に、距離をとろうと後退して──九罰は、絶句する。

「ッ!?　げ」

　黒くろ装しよう束ぞくが、迷わず突進してきた。多くの十字架を無視して。

　自ら十字架に激突しているようなものだ。腕が、足が、様々な部位が無数の十字架にぶち当たる。その度たびにばきべきがきごきと、鳥肌のたつ音が響ひびくのだが──左腕がねじくれ、右みぎ膝ひざがありえない方向に曲がってしまっても、それでも前に進もうとする。すでにまっすぐには歩けていない状態だというのに。

　黒くろ装しよう束ぞくのスピードは変わらず。止まらない。

「くそッ！」

　振り下ろされた十字架を、九く罰ばつは転がるように避よけた。一いつ瞬しゆんだけ、墓場独特の土の匂においがした。

　追つい撃げきはない────いや、あったのだが。すでに黒装束の腕はおかしな方向にねじれており、追撃などもはや意味をなさない。見当違いの墓ぼ碑ひが粉砕されるが、九罰は無傷。もう、その黒装束は、九罰を狙ねらえる状態ではないのだ。

「ああもう！　こいつらなんなんだよ！」

　正直言って恨まれる覚えなどない。というか、こんな連中から恨みなど絶対に買いたくない。

　可能性としてありそうなのは──エクソシストだろう。アイムのことで一度狙われたのだから。

　だがルカに襲おそわれたときとは、微妙に敵の雰ふん囲い気きが違う気がする。この無機的な動きは、まるで昆虫のようで。

（ざわざわざわざわ…………気味が悪いなぁ！）

　────そんな思索にふける脳のう髄ずいを断ち切るように。

　甲かん高だかい悲鳴が響ひびく。

「七な罪つみッ!?」

　一体はすでに自滅。両足まで骨折していては、まともに九罰を追うことはできまい。

　もう一体はこちらを狙うに少々遠い。

　とすれば────。

「あっ……があ……っ」

　残るは素手の一体。七罪を狙う黒装束は、その手で七罪の首をつかんでいた。苦く悶もんの表情は、怯おびえきっていて。

　それでもう、九罰の脳が沸いた。

「あああああああああああああッ！」

　容よう赦しやない。鞄かばんの一撃が、仮面で守られた顔面を粉砕する。もちろん黒装束は吹き飛んだ。七罪がごろんと地に転がる。

　────九罰は、気付いていなかったが。

　ここまでの動きは、明らかに以前までの九罰と違う、洗練された動きだった。アイムと一度同化したことによる、肉体性能の開花。簡単に言えば、今まで使っていなかった神経を使ったために、アイムが離はなれた後も身体能力が向上したままなのだ。

　もちろん、アイムと同化すれば今の比ではないし、九罰が冷静さを欠いている状態では、かわすのが精一杯だったのだが。

　それでも。

　常人なら二秒でミンチになる状況を、ギリギリできりぬけていた。

「七な罪つみ…………へい、き？」

　七罪は答えない。荒い息と咳せきを繰くりかえすだけだ。九く罰ばつは怒りに狂う脳で、目の前の敵を睨にらみつけた。

　黒くろ装しよう束ぞくは痙けい攣れんするような不気味な動きで立ち上がった。びくびくと動くその様子は、やはり人間よりも昆虫や多足類を連想させる。

　────その仮面が。

　割れていた。九罰の一いち撃げきのせい、だろう。

「え…………？」

　黒装束の顔から、ぼたりとなにかが落ちる。九罰はそれが、涙かなにかに思えた。

　だが────蠢うごめく涙など、あるものか。

「ひ」

　短い悲鳴は、端たん的てきな恐怖を表しているわけで。

　こぼれ落ちたそれは、蛆うじであった。腐汁によって肥え太ったそれは、新たに死を求めて蠕ぜん動どう伸縮を繰りかえす。

　割れた仮面から垣かい間ま見みえたのは────腐りきって、今にも崩れ落ちそうな死体の肌。

「いや…………あ」

　動いていたのは、死体であった。

　よく、死体は物のように扱われるが──これを見て、九罰は悟った。死体とはそれ自体で、なにか、人間から変性した気持ちの悪い物なのだ。生きていた頃ころの記き憶おくや過去の諸もろ々もろを抱え込んで、土中で腐るのみの死した者。ではそれが生前と同じように動いたところで、蘇そ生せいと言えるか。

　否いな。

　死体が動けば、もうそれは、人間とも動物とも違う、ナニカでしかなくて。

「に、にいさ」

「大だい丈じよう夫ぶ。大丈夫だよ七罪────僕が、守るから」

　ああ──考えれば当然だ。この場は墓地。無数の墓標の下に眠るのは、蛆にたかられた腐肉の塊かたまりたちなのだから。

　電子キーを使う必要もない。黒装束は、初めからここにいたのだから。

　どういう原理で動いてるのかはわからない。いつの間に死体が衣装を着こんだのかもわからない。もしかするとこれは全すべて幻影で、自分はただ悪い夢を見ているだけじゃないのかと。そんなことすら思う。

　がたがたがたがたと蠢くのは、墓場全体の土。墓標の下から、腐った指が土にまみれてでてくるのが見えた。中にはただの白骨さえある。

　敵が増える。まだまだ、虫のように涌わいてくるのだ、この死体は。

「兄さん…………」

　しがみついてくる七な罪つみ。妹を守れるのは自分しかいないと、九く罰ばつは自分に言い聞かせる。

　そうでなくては、無数の死体に対たい峙じすることなど、できるはずもなかった。




　銃弾は、かわせなかった。

　だが、心臓を貫通することもなかった。

「み……どり？」

　買い物袋には、穴が空いている。そこから覗のぞくのは銃口の無機質な孔あなと、匂におい立つ硝しよう煙えん。銃そのものは小型のオートピストルだが、狙ねらいさえ確かなら人体は貫通できる。

　もっとも、買い物袋に手を突っ込んで銃を構えていれば、その不自然さは目立つ。水み鳥どりとしても、その不自然さは最小限に抑えたつもりなのだろうが──。

「ちっ……残念。はずしてしまいましたわ」

　それでも。

　勘の良いルカは、直前で光の鎧よろいを展開することができた。

「おま、え……なんで」

「必殺のつもりでしたのに────エクソシストとなっても、鍛たん錬れんは怠おこたっていなかったようね、智とも音ね？」

　銃を向けられた瞬しゆん間かん、ルカは反射的にグレーコートに仕込んだ発光ダイオードのスイッチをいれたのだ。それだけで光の鎧は展開される。無論、ただの光で鎧が作れるはずもないが──そこにこそ、神の加護ともいうべき退たい魔まの術がある。

　青で編み上げられた神秘の鎧は、ルカを銃弾から守った。

　だが、それでも。

　無傷のルカは、動けなくて。

「…………なんのつもりだ水鳥ィッ！」

「くすくす。わからないかしら智音。まあどうでもいいのですけれど」

　銃はルカに向けられているが──二発目を撃うつ気配はない。完全防備であるルカの鎧は、悪魔の力を得ているものなら全すべて弾はじき返す。

（銃弾を防いだ──この鎧は悪魔の力を跳ね返す。つまり水鳥は悪魔の力を借りているのか？　召しよう喚かん者しやか、それとも悪魔に操られているただの傀かい儡らいか──いずれにせよ、詳しく問いただす必要がありそうだな！）

　槍やりを振るう。空気を透過する槍は、風かぜ斬きり音すらたてずに。

「なんのつもりか知らんが──投降しろ水鳥。かつての旧友に、手荒なマネはしたくない」

「くすくす。お断りよ。──ねぇ智音。覚えているかしら？　もう随ずい分ぶん昔になってしまったけれど、共にエクソシストを目指した時期もありましたわね……。こうして力を競い合うのは、あの頃ころを思いださないかしら？」

　ふざけるな、とルカは思った。

　そんな、懐なつかしい思い出を語りながら、銃口を向けている深ふか間ま水み鳥どり。常人の神経ではない。懐かい古こと殺意を、同時にルカに抱いている。そんな矛む盾じゆん──狂人でなければ、できないことだ。

　あるいは、水鳥は悪あく魔まに操られていて。こうして話している水鳥は偽にせ物ものなのか。

「あら怖い顔。笑って智とも音ね？　私、貴方あなたの笑顔が好きでしたもの」

　どこまでもふざけた言葉に、手が震ふるえる。身体からだはすでにアイドリング状態。脳のう髄ずいからの戦せん闘とう指令を心待ちにしていた。

　ルカは────槍やりを、構える。

　主を信じ、魔を撃うつ者であるルカに、迷う時間はない。たとえ敵がかつての友であっても────いやだからこそ。

　迷わず潰つぶせ。

（この決断が間違いならば後悔すれば良い！　そうして苦しむ覚悟はとっくにできている！　今はただ──敵を、倒せ！）

「私は、自分の名が嫌きらいだ。だから捨てた」

　かつての名は、もういらない。自分をかつての名で呼ぶ旧友も、同様に。

「今は──『Ｌ』の聖ルカだ」

　名乗るのは、決意がゆえ。迷うくらいならば、後で苦しむほうがよほど良いという、強きよう靭じんなる意志がゆえ。

「神の家に巣食う、罪深き堕だ落らくの徒が。即刻陥落しろ」

「まぁ、怖い。くすくすくす…………本当に、怖いわぁ」

　深間水鳥は、どこまでも馬ば鹿かにしたように、笑みを深めているだけであった。




　アイムが、バステトの力を借りて、すぐさま墓場へと飛んだとき。

「クバツ！」

　九く罰ばつは、二匹の死体と戦っていた。鞄かばんだけで。自身は腐肉と、打だ撲ぼくにまみれて。おそらく強力な一撃を受けたのだろう。口の端はしからは血も流れていた。

　────それでも。

　守っている七な罪つみは、傷一つなかった。それだけで賞賛されるべきだろうと思った。

　しかし、限界に近いのも確かで。

「アイム！　良かった！」

　墓場の至るところから、腐った手が伸びている。中の死体がでてくるのは時間の問題だろうし、そうなれば七罪を守りきれない。すでに七罪の足元では、男女の別もできない腐った頭が顔をだしていた。

「まったくこんなザコに苦戦してぇ！　やっぱりアタシがいないとクバツダメだね！」

　どこか嬉うれしそうなのは、アイム自身が頼たよられていることを実感しているからか。

　新たな敵と見たのだろう。黒くろ装しよう束ぞくの一人がアイムを狙ねらう。しかしそんなもの、アイムにとっては紙でできた壁のようなものだ。

「これからはぁー、少しはアタシのわがまま聞いてよね！」

　黒装束が、一気に燃え上がった。アイムが人差し指で軽く触れただけで、ウェルダンのステーキが一つ完成である。

　対悪あく魔ま装甲であるルカの鎧よろいならともかく。

　ただの死体など、アイムの敵ではない。

「うん……そうするよ。だからお願い」

「オッケ♪　ライターあるよね？」

　黒装束は、警戒しているのか近寄ってこない。アイムは素早く、九く罰ばつに駆け寄って。

　右手を触れた。

　アイムの指先は、やはり火傷やけどするほど熱くて──だから、九罰にとって心強い。

　そして左手で、ライターを点火する。松明たいまつを儀ぎ式しき的てきに象徴する火花は、二人を強く結合させる媒ばい介かいとなって。

　アイムの姿が消える。けれど──九罰は今度こそ、しっかりと、自分の中にアイムの存在を感じた。全すべてを炭化する劫ごう炎えんが、胸の中で爆はぜている。

『良い憤ふん怒ぬね、クバツ♪』

　脳のう髄ずいに響ひびく声は、以前よりずっとクリアだった。

『憤怒は大罪の一。アラストル様が象徴する、火と破は壊かい。さあ、壊こわそうクバツ。心は悪魔を悪魔たらしめる象徴。その美お味いしい美味しい憤怒が、アタシたちを強くするんだから』

　握ったのはライター。ただしそこから伸びるのは火ではなく。

　高熱を刀身に宿す、真しん紅くの剣だ。いつかのナイフの比ではない。ファインセラミックスの刀身は、全てを溶断する、不滅の松明。あまりの高熱は空気を熱して、激しい風すら起こしていた。

「っあッ！」

　九罰が疾しつ駆くする。狙いは木で偶くと化した黒衣の死体。今の九罰には止まって見える。おそらくなめくじのほうがまだ俊敏だ。

　一いつ瞬しゆんで、切り伏せる。

「次！」

　高熱のせいで火だるまと化した敵には目もくれず。

　七な罪つみの足元から這はいだしていた死体に剣を突きたてた。うずくまって目を閉じていた七罪は、呆ぼう然ぜんと九く罰ばつを見ていた。

『大分慣れたねクバツ』

　アイムが心中で褒ほめるが、まだまだだと九罰は思う。未いまだに、同化のときは俊敏すぎる身体からだを持て余してしまうのだ。まだ訓練が足りないが──。

　それでも振るう剣は、死体を次々と炭にしていく。

　ライターの柄つかは、少し握りにくい。しかしそれでも、刀身八十センチの高熱の剣は、死体を薙なぎ倒すには十分すぎた。

　墓場のあちこちからは、黒煙と、死体の焼ける匂においが漂っている。

「一体、なんなの、この死体は？」

　圧倒的だった。

　なにせ九罰は、戦せん闘とうの最中、こうしてアイムと話すことさえできるのだから。

『悪あく魔まの手先──糸で操られた人形だと思えば良いよ。わざわざ死体を使うのは、操ってる本人が悪あく趣しゆ味みだから』

「どうしてそれに僕らが襲おそわれるのさ！」

　また一体、死体を斬きりふせる。

　現実感がなかった。テレビゲームで見る敵のように、現実感が伴わない。もちろんそれは剣を振るう九罰自身も同じだが──きちんと見ろよ、と自分に命じた。

　こいつらは、今、目の前にたって、自分の脅きよう威いとなっているのだから。

『さあ？　本人に聞いたほうがきっと早いよ────死体・死し霊りよう操作を専門にした悪魔がいるの。そいつは墓場に棲すみついて、生者を襲う。醜しゆう悪あくにして卑ひ劣れつな、嫌いやなヤツ』

「それがこいつらの親玉？　名前は？」

　敵をまた一体斬ざん断だんした。返り血のかわりに腐肉が飛んで来た。アイムがなにも言わずに、肌や服に飛び散った腐肉『のみ』を器用に燃やしてくれた。炎に浄化されている気分だった。

『ブネ。ほら、よく観察すれば、見えるはずだよ。死体たちを操っている、細い細い銀の糸が。あんまり細すぎて、普通の人にはわからないけど』

　言われて、精神を集中させる。研とぎ澄すまされた視覚は、アイムの力を得て更さらに鋭敏に。それははるか上空から獲物を狙ねらうことができる、天空の大おお鷲わしのごとく。

　──確かに。

　死体たちにからみつく、きらりと光る線が見えた。

「しゅッ！」

　一呼吸でライターを振るう。糸はあっさりと切れて、死体はどう、と地に伏せた。まさしく、操り糸の切れたマリオネットであった。

　切れた糸は。

　釣り糸のごとくしゅるしゅると、墓場の奥の森へ戻っていく。

「そこ、か────ッ！」

　ならば。

　その糸が戻る先に、傀かい儡らい師しがいるが道理！

　高熱のブレードを、ブーメランのごとく投とう擲てきする。高熱の風かざ斬きり羽ばねは、中途にはだかるいくつもの死体を薙なぎ倒して、墓場の奥の森へと突っ込んでいく。

『はずれたよっ！』

　アイムの声が聞こえる前に、九く罰ばつは二つめのライターに点火していた。森の奥に潜ひそむ悪あく魔まへ、追つい撃げきをかけるために。

『クバツ危ないッ！』

　アイムの悲鳴は、甲かん高だかい警報。

　九罰の瞳ひとみは、森の奥から射出されるレーザーのようなものをとらえていた。それが死体を操っている糸と同じものだと理解する頃ころには、太ももを浅く切り裂かれていた。

「ッ!?」

　思わず足が止まる。光速射出された極細の繊せん維いは、おそらく単なる牽けん制せいであったのだろう。

　だがしかし。

　森の奥の気配が消えるには、十分すぎる威力だった。

（逃げられた…………ッ！）

　アイムの言葉は、正しく九罰の代弁である。墓場の死体たちも、糸が切れた操り人形そのもので、ばたばたと倒れていった。

「ち、くしょうッ！」

　怒りに任せて剣を投げつける。高温の刃は、地に落ちる前にライターへと戻っていた。かつん、と渇いた音がする。

『んー、やっぱりアレに正面衝しよう突とつする勇気はないか。卑ひ劣れつの代名詞だもんなあ。あ、でもわざわざ襲おそってきたのは……なんか企たくらんでる？』

　するりと。身体からだからアイムの抜けだす感触がする。それはもう戦せん闘とうが終わったということで、やはりここに倒すべき敵はいないのだ。

「────七な罪つみ、大だい丈じよう夫ぶ？」

「に、兄さん……」

　七罪はへたりこんでいた。当然だ。制服のスカートも泥と腐肉で汚れている。傷がないかを確認したが、幸い無傷であった。

「あ、の……お、お母さんが……」

「え？」

　七罪の指し示したところには。

　崩れた墓標。十字架が倒れ、死体どもに蹂じゆう躙りんされた墓があった。それだけで頭にくるが、だがそれは片付ければ良いだけの話だ。

　問題は。

　崩れた母の墓──その下にある墓土から、白骨が覗のぞいていることで。

　それがなにを意味するのか────理解が、ようやく追いつく。

　九く罰ばつの母の死体さえ、悪あく魔まは操り冒ぼう瀆とくしようとしたと────そんな、ふざけきった事実に他ほかならないのだから。

「あの…………野郎ッ！」

　吠ほえても、すでに敵はいない。どうすることもできない暗い怒りは、九罰の内でぐるぐるぐるぐると巡る。それは唸うなる猛もう獣じゆうのようで。

　七な罪つみが、両の指を組んだ。冒瀆された母へ、静かに祈りを捧ささげている。手が震ふるえていたのは、なにも恐怖のためばかりではないだろう。

　九罰が、七罪にならうと────驚おどろいたことに、アイムまでもが指を組んだ。悪魔が祈るとは、まさか思わなかった──もっとも、祈る対象は主ではないのかもしれないが。

（許せないよ────）

　頭の中が怒りで満ちる。なんでこんなことをしたのか、という理由などどうでもいい。どのような理由でも、七罪を襲おそい、母を冒瀆したなら、それだけで九罰にとっては十分怒る理由になる。

　相手が誰だれであれ──たとえ悪魔だろうと、必ず自分の手で。

　最初は、ルカの手伝いくらいのつもりだった。

　今では違う。もうすでに、九罰の中には立派に、ブネという悪魔に対する憎ぞう悪おが形成されていた。たとえルカがいてもいなくても、自分だけでブネを倒すだろうと思った。




　逃走する水み鳥どり。そして追うルカ。

　深ふか間ま水鳥の銃弾は、一発しかこめられていなかったらしい。ルカを狙ねらう暗殺の一いち撃げきは、それで十分だと思ったのだろう。予備を用意しなかったのは、それだけで水鳥が戦せん闘とう要員ではないことを露ろ呈ていしている。

　つまり──水鳥の後ろに、やはり黒幕がいるのだ。

　ルカは焦あせっていた。状況が把握しきれていない。情報をつかみそこねれば、それは負けにつながる。暗中模索は戦闘中に望むべく状況ではない。

「ふふふ、そんなに──あの兄妹が心配かしら、ルカ？」

　逃げながら。ルカの槍やりをかわしながら呟つぶやく水鳥には、余裕があった。

「なに……？　待て、どうして九罰や七罪を知っている？　あの二人になにか──」

　なにかあった、と考えるのが自然だろう。アイムの焦り具合から考えて、九罰の身に危険が及んでいると考えるのは妥だ当とうなことだ。事実ルカもその可能性を考えた。

　問題は。

　それをどうして、深ふか間ま水み鳥どりが知っているかということで。

「お前、まさか────ッ！」

「ええ、私の悪あく魔まが、あの兄妹を襲おそっているの。貴方あなただけ構って、あの子たちをもてなさないのも酷ひどい話でしょう？　──でも、ここに来てしまうかしら。急がないと、ね」

　水鳥が後退する。逃がすものかと槍やりを携たずさえて後を追うが──横合いの路地に水鳥が入った時点で、ぶつりと気配が途絶えた。

「なにが狙ねらいだ水鳥ィッ！」

　すぐさま続くも──その路地に、すでに水鳥の姿はない。なんらかの術を使ったのか、気配すらも完全に遮しや断だんして、水鳥は消えていた。

　代わりに──ルカの叫びに対する、一つの答えであるかのように──水鳥が消えた路地の中心には、アクセサリーが一つ、落ちていた。

　緑色の宝石をあしらった、ペンダントである。だがよく見てみれば、その宝石になにか液体が付着しているようだった。手にとって観察してみると──。

（血、か……？　人間、のではなさそうだな。動物のものか）

　これを触しよく媒ばいにして、一いつ瞬しゆんで姿をかき消したのだろう。路地の隅には、やはり動物の血でなにか文字と、簡単な図形が描かれている。あらかじめ、逃走の用意をしていたと考えて間違いなさそうだ。

「ち……」

　戦せん闘とう終了だと悟ったルカは、光の鎧よろいのスイッチをきる。逃げる水鳥を追うだけで、周りには気付かれていないだろうが──一応、ということがある。

　ルカは携帯を取りだした。

「…………ああ私だ。突然ですまないが、深間水鳥というシスターについて可能な限り調べてくれ。悪魔関係者の疑いが強い。三時間以内にだ。出歩く場合、聖水と聖書で武装しておけ。敵に会えば逃げろよ。エクソシストじゃないヤツが戦って勝てる相手じゃない」

　部下に対して、矢継ぎ早に指示を飛ばした。連絡先は近くにあるエクソシスト支部であり、そこにいるおよそ五十人ほどの部下を、ルカは自由に扱える。もっとも彼らが全すべて後方支援で、戦闘はルカ一人の担当なのだから怖おそろしい。

　矢継ぎ早に指示を飛ばしながら、ルカは思った。

「それと、いくつか調べて欲しいものがある。一つは銃弾のようだがな、材質など、可能な限り調べてくれ」

　ルカが取りだしたのは、彼女の命を狙った凶弾であった。緑色でできているのは、どうやら翡ひ翠すいだろうか。

「もうひとつはペンダントだ。盗品と照合してくれ。それが終わったら、付着している血についての調査と、使われただろう術の解析だ。急げよ」

　水み鳥どりが残した二つの品物が、最大の手がかりだ。徹てつ底てい的てきに調べねば、水鳥と、その裏にいる悪あく魔まの痕こん跡せきを見落とすかもしれない。

　今騒さわぎになっている女子高生の窃せつ盗とう事件。確かデータには、銀細工と──翡ひ翠すいの宝石が多く盗まれたと、書いてあった気がする。

（間違いない。水鳥は──私が追っている悪魔と、関係している。悪魔を召しよう喚かんした張本人か、あるいは操られているのか──いずれにせよ、近い位置にいるのは間違いない！）

　──通話を終えて、ルカはどうしようかと考えた。まず九く罰ばつと七な罪つみだ。悪魔に襲おそわれていると水鳥は言った。それが本当なら、アイムが向かったのもそれが原因なのだろう。

　水鳥の笑い声が────耳に反はん響きようして消えなかった。ルカは顔をしかめて、なんとかそれを耳から追いだそうとしたが、無む駄だだった。
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　夕食は、スパゲッティだった。作ったのはなんとアイムである。ルカも九く罰ばつも、料理を作るような気分ではなかったし、七な罪つみにいたっては完全に塞ふさぎこんでしまっている。ゆでるだけのパスタなら、アイムでも簡単に作れたのだった。

　アイムはご機き嫌げんだった。思いっきり暴れることができたからだろう。カルボナーラをどんどん口に運んでいる。

「食べておけ」

　食事に手をつけない九罰を見かねてか、ルカが言った。

「戦略の基本は食事だ。食わないとなにもできん。逆に言えば、無理にでも詰め込んでおけばある程度動けるし、胃も丈じよう夫ぶになる。それでも食えないというなら私が喉のどに押し込んでやろう」

　ほとんど脅きよう迫はくに近いその台詞せりふで、ようやく九罰はフォークを握った。アイムの料理は意外と美お味いしかったが、それをゆっくり味わえる気分ではなかった。

「深ふか間ま水み鳥どりだ」

　今いま更さらのように、エクソシストが事実を突きつける。

「悪あく魔まと関係している。悪魔召しよう喚かん者しやか、あるいは単に操られているだけか、いずれにしても事態の核心に近いところにいるんだ。ヤツを追うのが今後の方針だ」

　冷たい言葉は、心臓に。

　九罰はまだマシだ。水鳥を姉のように慕したい、懐なついていた七罪の心情はどうだろうか。彼女は帰ってからなにも言わず、自室にこもっている。さすがのルカも、七罪にまで無理に食べさせようとは思わないらしい。

「やつを堕だ落らくさせた悪魔のほうは────ブネで、間違いないな？」

「うん。腐って爛ただれて熟した人肉と、冷たくて暗くて澱よどんだ墓土の匂におい。あんな陰湿で俗悪な匂いは、ブネ以外にないよ」

　実に食事の不ま味ずくなる会話だ。

　しかし気にしているのは九罰だけのようで、ルカもアイムも平気な顔で食事をしていた。

　改めて──思う。

　二人とも、九罰とはまったく別種。生き方と在り方がまったく異質な存在なのだと。正反対のように見える二人だが、九罰と『違う』という点で、よく似ている。

　もっとも。

　違うからといって、近づけないことは、ないはずだが。

「そのブネっていうのは、どういう悪魔なの？」

「四大属性でいうなら土。七大罪でいうなら高こう慢まんの分類か。墓に住み、死し霊りようを扱う悪魔だ」

　ルカが説明するが、抽象にまみれていてよくわからなかった。見かねてか、すぐさまアイムが口を挟む。

「そうだね──えっと、ブネは死者を蘇よみがえらせるの。といっても、完全な術じゃなくて、さっきみたいな死体を動かす術だけど」

「……じゃあ、そいつと戦うってことは、あいつらとたくさん戦わなくちゃいけないってこと？」

「違うよクバツ。ブネの本質は土中、ってところにあるの。地下、つまり死者の国への道を知っているブネは、常に土中に潜ひそむ。見えないところに隠れて、死者を操って、自分は安全なところでほくそ笑んでいるの。戦せん闘とうは得意じゃないし、扱う死体も強力じゃないブネだけど、その卑ひ劣れつさと陰湿さで七十二魔ま将しようの序列に並んだ。────侮あなどらないでねクバツ。つまりアイツの卑ひ怯きようさは、アタシの戦闘力と同列に評価されるんだよ」

　確かに、卑怯というのは、立派な武器になりうるだろう。プライドをかなぐり捨てたなりふり構わぬ行動は一見卑いやしいが──擬ぎ態たいを駆使して獲物を狩るカメレオンのように、突きつめた卑怯ぶりはいっそ芸術的ですらある。

　アイムが──若じやつ干かんの凶暴性を秘めているものの──かなり素直な悪魔で良かったと思う。ひねくれた悪魔では、九く罰ばつは手玉にとられていたかもしれない。

「そんなやつが、どうして僕らを？」

「んー、わかんない。エクソシストと関係してるって知られてたら、襲おそわれる可能性も十分だけど……そんな訳ないのよね。クバツやアタシがルカと協力してるって、あいつが知ってるわけがない」

　さしものアイムも、首をひねっていた。

「その話は、今は良い。で──潜せん伏ぷく場所だ」

　かつかつと鳴るのは、ルカの指。テーブルを叩たたく音であった。

「深ふか間ま水み鳥どりはお前の学校のシスターで間違いないな九罰？」

「あ……そう、ですね。学校教会のシスターで……そう、確か神父補佐……」

　仁に藤とう公きみ龍たつ神父と共に、教会での雑務をこなしていた深間水鳥。

　憎む気持ちは、九罰にはあまりない。そもそも実感がわかない。九罰はまだ水鳥と直接話したわけではないし、悪意ある発言を聞いたわけではない。

　だから、こう思う。水鳥に憑ついた悪魔を倒すのだと。

　姿を見せずに自分と、そしてなにより七な罪つみを狙ねらった、卑劣の塊かたまりを潰つぶすのだ、と。

　七罪は大だい丈じよう夫ぶだろうか。部屋で塞ふさぎこんでいるようだが──この話が終われば、様子を見に行くべきかもしれないと思った。

「聖ジョージ学園が、今の唯一の手がかりだ。召しよう喚かんに使った儀ぎ式しき場じよう、あるいは魔ま術じゆつ的てきな痕こん跡せき、残された呪じゆ術じゆつ具ぐ──そういったものが見つかれば、足取りを追えるかもしれん」

「そのシスターの自宅とかは？　まさか確認してない、なんて言わないでしょ？」

「もう見た。エクソシスト支部の人間を使ったが、引き払われていてな。もちろん手がかりになるようなものは皆かい無む──その学園が、今は唯一の手がかりだ」

　深ふか間ま水み鳥どりとルカが邂かい逅こうしてから、約六時間弱。

　その間にエクソシストの支部に連絡し、人員を使って調査をし、そして結果を確認したと、ルカは告げた。恐るべきはエクソシストのネットワークと、それを扱うルカの手て際ぎわの良さである。

「随ずい分ぶん早いわねー。ベルゼブル様直下の諜ちよう報ほう機関ばりじゃない」

「ふむ。勘違いするなよ。アイム、九く罰ばつ──この程度が、我々の本気だと思ったら大間違いだ」

　笑みすら浮かべて、ルカは告げる。

「エクソシストは、日本人では十七人いる」

　なんの話だろう、首をかしげる間もない──淀よどみなく、ルカは続けた。

「だが、本部所属の人間は日本でも八千人はいるんだ。エクソシストはその中でアルファベットの名を戴いただき、教皇直属で行動する選びぬかれたエリートだ。戦士として最強の竜伐『Ｇ』、聖人殉じゆん死しに匹敵する自己犠ぎ牲せいを絶えず実践する『Ｍ』を筆頭に、この国で神に近き者が得られる最高の戦せん闘とう称号。悪あく魔まを倒すためだけにいる私たちだ。調べようと思えば、警察よりもはるかに迅じん速そくに行動できるぞ？」

　それは自信の表れ。

　いつか倒すと常々言っているアイムと九罰に対し、わざわざ説明しているのは、それでも問題ないと知っている驚きよう異い的てきな自信がゆえだ。つまりルカはこう言っているのだ──『逆らっても無む駄だだ』と。

　改めて、九罰はエクソシストの強さを思う。一時的とはいえ協力できているのが本当にありがたい。

「だから、我々で足取りが追えないなら、それはよほどのことだ。たとえばお前の学校のどこかに、隠し部屋があるとかな。そういうことは確認しておきたい」

　まさかないだろうと九罰は思ったが、否定するにはあまりにルカの目は真剣だった。

「でも……入る方法ってありますか？　僕らはともかく、ルカさんやアイムが学校に入るのはちょっと無理が──」

「あるさ。いくらでもな。だが大々的に『エクソシスト様が来るぞーっ！』と騒さわいでも、敵は逃げるだけだろう？　こちらもできれば本部を通さず、組織で動かず、なるべく隠おん密みつに行きたい」

　ルカは言うが、そんな方法があるものだろうか。言っているルカも特に思いつかないようで、その先が続かない。

「そうですね……制服さえ調達できれば、多分紛まぎれ込んでもバレないと思います。別に授業中先生が見回ってるわけじゃないし。調べるところのあたりをつけて、素早くやれば平気かなって。学校の中がどうなってるかは、僕や七な罪つみがフォローできますし」

　どのみち、案内役は必要だろう。それにルカだけでなくアイムも学校にいれてしまえば、もしブネがでてきても戦せん闘とうはかなり楽になる。もちろんルカは嫌いやがるだろうが、

「じゃあ────制服が問題なわけだな」

　それだった。聖ジョージ学園の女子制服は、なんてことのない普通のブレザーだが、やはり色やデザインなどは他ほかの学校と違う、独自のものだ。他学校のものを着て行っても、怪しまれてつまみだされるだけだろう。

「七罪が予備を持っていたりはしないか？」

「一着だけあったはずですけど──でもルカさんじゃサイズがあわないでしょう？　アイムならいけるかもですが」

　長身のルカが、七罪の服を着るのは難しいだろう。というか制服を着たところでルカは学生に見えないんじゃないか、と思う九く罰ばつであった。

「ち────今から買いに走るしかないか？」

「あ、それ無理ですよ。ウチの学校は私立だから、制服は四月に注文を受けただけしか作らないんです。他のどこにも売ってないんですよ」

　あっさり否定すると、ルカは渋い顔になる。しかしこればかりはどうしようもなかった。

　食卓は気まずい雰ふん囲い気きである。空気を察していないのは、我関せずと食事を続けているアイムのみ。

　やけにはずんだ声が聞こえたのは、そのときで。食堂のドアの向こうからだった。

「────うん────うん。そう、ちょっと急ぎなんです。できれば今日中に────あ、本当ですか？　はい、はいもちろんです。わぁみーちゃん感謝ですっ」

「…………七罪？」

　食堂に顔をだしたのは、携帯を片手にした七罪であった。どうやら誰だれかと話をしているようだが──。

　それから何度かはいとかうんとか言っていたが、やがて話がまとまったのか、ぱたんと携帯を閉じた。

「あのさ、七罪？　もう体調は良いの────」

「うっふふー。話は聞いてましたよ兄さん。大だい丈じよう夫ぶです。今友達に頼たのんで、大きめの制服用意してもらいましたっ」

　ぶい、と中指と人差し指を突きだして笑う七罪。よくやった、とルカが軽くテーブルを叩たたいた。あまりに迅じん速そくなその行動に、九罰は啞あ然ぜんとしてしまった。

「え……七罪、聞いてたの？」

「はい。あ、身体からだは大丈夫ですよ。気分良くなったので、ちょっと二階から降りてきたら、なんか制服が必要みたいな話してますし──だから、私もなにか、協力したいなって」

　笑って言う七な罪つみに、九く罰ばつはなにも言えなくなった。

　作り笑いの空元気なのは、すぐに看破できた。それくらい兄なのだから当然だ。それでも塞ふさいでるのは嫌いやで。身近な人が敵だとしても──いや敵だからこそ。この戦いの趨すう勢せいが、自分の関知できないところで勝手に終結するのが嫌で。

　無理をして、気を張っているのは、すぐわかった。

「────うん。わかった。ありがと、七罪。これできっと、なんとかなるよ」

「良かった。あ、アイムは私の予備がありますからね」

　七罪の笑顔は明らかにぎこちないものであったが──それを指摘するような無ぶ粋すいな者は、この場にはいなかった。




　翌日──

「うーん。ちょっと胸がきついなぁ。やっぱりひっこめるしかないかなぁ。せっかくクバツのためにおーきくしたのにぃ」

「黙だまれ淫いん魔ま。青少年を誘ゆう惑わくするな。見苦しい上に害しかないだろう」

　ちょっと静かにしてくれないかなぁ、と赤くなりながら九罰は思う。なんとか制服が調達できた二人は、九罰の部屋で着替えている。七罪の部屋で三人が着替えるのはスペース的に無理があったのだ。ちなみに九罰はもう制服姿になって、部屋の前で待っている形である。

　会話を聞きたくなければ逃げれば良いだけの話だが、九罰の見張りがない間に喧けん嘩かでもされて、部屋を壊こわされたらたまったものではない。

「む。見苦しいってなによう。ルカ胸薄うすいから嫉しつ妬としてるんでしょー？」

「馬ば鹿かが！　そんなわけがないだろうが！　むしろ肩はこらない戦せん闘とうも楽と良いことずくめだ！　主に仕える私に媚び態たいなど必要ないわ！」

「そりゃ厳格な修道女さまはそうかもしんないけどさぁ。あ、ていうかルカすごい制服似合わないね。ほらほらー、アタシなんかばっちり♪　おばさんになんか負けな────いったぁーいッ！　ぶったあーッ！　それも丁てい寧ねいに腕のとこだけ光の鎧よろい起動してぶったあーッ！　うわぁーんクバツぅー」

「なっ」

　ばたん、と部屋の扉が開いた。着替えが終わった──訳ではないらしい、会話の流れ的に。アイムが（かなりわざとらしい）泣き顔で抱きついてくる。

「ア、アイム!?」

　アイムはシャツを第二ボタンまで留め、ブレザーの上着は羽織っただけの格好。確かに着替えの途中ではあるが、下着などは見えていない辺りが抜け目ない。

　だが──不意に扉を開けられたルカはどうか。

　シャツは身に着けていた。第一ボタンまできっちり留めているのがいかにもルカらしいが──スカートは、まだ穿はく前だったらしい。長いすらっとした下半身を隠すのは、白色の下着だけである。

　しばらく見入っていたが────途中ではっと気付き、慌あわてて首を横にそらした。もうなんか、ルカの瞳ひとみが、不意をつかれて丸くなってるのが見えてしまったからだ。信じていた主人に悪戯いたずらされてしまった子犬のようだった。見てはいけないものの気がした。

　────横を向いた先には、七な罪つみがいた。

「懲こりないですね兄さん。また覗のぞきですか？　姦かん淫いん、好色は大罪だっていうのに。ああ主よ。罪深き兄をお許しください。そして願わくば二度とこんなことをさせないように。なんなら雷の一つや二つ落としても」

　敬けい虔けんなフリをして限りなく物ぶつ騒そうな台詞せりふであった。アイムの助力があったところで雷は防げない気がする。ちなみにこんなにタイミング悪く七罪がいたのは、とっくに着替えを終えてでてきたからだろう。

「あー、七罪。一応これは不可抗力なんだけど言い訳は」

「殉じゆん教きようし列聖した聖人様がたは、無言で拷ごう問もんに耐え、法ほう悦えつの内に神の国へ旅立ったのですよ？」

　意訳をすれば問答無用。

　今回の凶器は、分厚い教科書および聖書と聖歌集がきっちり詰まった、革の学生鞄かばんであった。




　登校中は、やたらと目立つかと思いきや────実のところ、まったく気にされることはなかった。みな、ルカのモデルのようなスタイルや、アイムの可か愛わいさに目がいっているだけのようだった。どうせ全生徒の顔を覚えている者などいないのだから、なんとかなるはずだ。

「ふむ────なつかしいな。まだ高校を卒業して数年だが、やはり……」

　感かん慨がい深そうに呟つぶやくのはルカ。ちなみにアイムなんかは『え、数年？』とか聞き返して叩たたかれていた。

　見回せば、すっかり二人は生徒たちに埋もれている。ルカも、アイムが言うほど違和感がないのでびっくりしていたのだが──九く罰ばつがそんな風に見ていたせいだろうか。

「ッ……」

　ルカがあさっての方向を向いた。顔がこころなしか赤くなっていた気もする。さっきのこともあって、いまいちルカに対して気まずい九罰だった。

「えっへへ～、ねえねえクバツ、似合う？」

　良いタイミングでアイムが声をかけてくれた。くるりと一回転して制服を見せつける。スカートがひらりと舞って、眩まぶしい足がむきだしになった。

　おそらく、狙ねらってやっている。
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「うん……えっと、似合うよ」

「ルカより？」

「う」

　まさしく悪あく魔ま的てきなアイムの切り返し。

　ギロリ、と槍やりの鋭さで睨にらみつけてくるのはルカ。ここでうんと言っても、あるいは否定しても、ろくなことにならない気がした。

「七な罪つみ、助けて」

「嫌いやです。私が混じったら選択肢が三つになるだけですよ？」

　助けを求める哀あわれな子羊を、あっさり見捨てるひどい妹であった。

　アイムは自分を選んでくれると信じて疑わない顔でこちらを見てくるし、ルカは顔だけは別の方向を向いてるが、視線がまっすぐに九く罰ばつを貫いてくる。ていうかアイムは明らかにこの状況を楽しんでいた。

「あー…………えっと、そのほら。ルカさんとか、どうします？　僕ら授業でなきゃなんで……その間は？　一人で見回るのは危険じゃないですか？」

　かなり強引な話題そらしで、アイムなんかは『ごまかすな』と怒っても良さそうなものだったが──幸いにして、がっちりとルカが食いついてくれた。

「そうだな。まず探すのは、儀ぎ式しき場じようだ。それなりに大きな場所が必要だから、体育館倉庫や屋上などが怪しいな。他ほかにもあまり人の来ない裏手や、専門教室──ああ、もちろん教会のほうを見ておきたい。教会に悪あく魔まの儀ぎ式しき場じようがあるなど、考えただけで虫むし唾ずが走る」

　いかにも聖職者らしい台詞せりふだった。この分だと、アイムを教会に連れて行っただけでも怒りそうだ。

「本格的な調査は、放課後になりそうだがな」

　それならば最初から放課後に訪れれば良いような気もするが──それにはルカが首を振った。いわく、学校の授業中のほうが人目につかないので、自由に動けるからだそうだ。本格的な調査は放課後、などと言いつつも、実際は授業中にかなりの部分を見ておくつもりなのだろう。

「はい。それはもちろん、ばっちり案内しますよ」

「助かる──その間、そこの放火悪魔は待機だな。いざというときまで、裏庭にでも隠れていろ。うろちょろされても目め障ざわりだ」

　散々な言われようであったが、アイムは特に反発もせずに頷うなずいた。妙なところで素直というか、大人しかったりする。

「放課後は────？」

「やはり、深ふか間ま水み鳥どりが勤めていた教会だな。まぁ七な罪つみは聖歌隊ということだし、案内してもらえば問題はないだろう。その間、悪魔コンビは他ほかのところを見回っておけ。特にアイム。ブネがいそう、あるいはいたようなところを重点的に────聞いているのか？」

　話が長いのを見てとったか、アイムはとっくに話に参加していなかった。バステトを七罪の服に滑すべり込ませて、『なにかあったらアンタが守らなきゃ駄だ目めなんだからねー』と妙な忠告を吹き込んでいる。

　ちょっとおかしいな、と九く罰ばつは思った。

（ん──いつものアイムなら、もっとハイテンションで良いと思うんだけど。どうかしたのかな）

　アイムはなんだか妙に落ち着かないというか、そわそわしている。そもそも、彼女にとって『ガッコー』はかなり興味津しん々しんの場所だったはずだ。もっとご機き嫌げんでいいはずなのだが。

「兄さん、そろそろ教室行かないと」

「あ、そんな時間？　じゃあ二人とも、また後で」

　七罪に手をひかれて、九罰も歩きだす。時間がギリギリなせいか、七罪の手をひく力は妙に強かった。

　不安なのは、いつもと違って少し大人しい、アイムの態度であった。




　ルカは、アイムとは別れた。そばにいられて調査の邪じや魔まをされてはかなわない。九罰が来るまで裏庭で待っていろ、と言ったのである。不安であったが──。

「合流は閉門の時刻、校門だ。いいか。お前がなにかすればこちらは九罰を処分するからな。それを覚えておけよ」

　半分は脅おどしだったのだが、存外アイムは素直に頷うなずいた。さきほどから口数も少ない気がするが──大人しい分には手がかからないので、ルカは別段気にしない。

　校舎をざっと見回してみるが、特に設計、構造上に怪しい部分は見あたらない。怪しいとすれば──校舎から少し離はなれたところにある、教会だ。

　広いグラウンドの隅に、花か壇だんがある。そしてその更さらに奥に礼拝堂が建設されていた。近くには部室棟があるが、職員のいる本校舎からはかなり遠い。しかも生徒のリラックス効果でも狙ねらっているのか、木々に囲まれて建っている。

　外から見て、隠し部屋があるようには見えないが──。

（人知れずなにかするには最適な場所だな）

　後で七な罪つみと行くときには、やはり最優先で調べるべき場所だろう。

　ふと、ここで日常を暮らしていたはずの、九く罰ばつや七罪、そして水み鳥どりのことを考えた。悪あく魔まが現れる前、一体彼らはどのような生活をしていたのだろうかと。

　ルカと水鳥は、同郷である。というか、ルカが故郷で事件が起こっていると知り、自ら志願してこの町に帰ってきたのだ。だから知人に会ってもおかしくないし、九罰らが水鳥と同じ学校だと知ったときも、さほど驚おどろかなかった。

　だが、水鳥との過去は、九罰たちには黙だまっていた。言っても仕方のないことだったし、妙な邪推をされても困る。自分の戦意は、たとえ旧友相手でも鈍ることはないのだから。

　静かに胸に封じておけば、良い。かつての友情は、水鳥から捨てたのだから。

「ん……」

　そんな風に考えていると──携帯が震ふるえた。どうやら電話のようだ。

「私だ」

　ルカは素早く手にとった。静かな構内に響ひびかぬよう、声はなるべく抑えて。校舎の壁によりかかり、下へ手たに見み咎とがめられぬよう気をつける。

『柴しばです。頼たのまれていたものの調査が終了いたしました。迅じん速そく火急にご連絡を、と』

「そうか。まずあの鉱物から聞こう。材質は？」

『翡ひ翠すいです。しかし……純度が異様に高い。調査した人間はこんなことを言いました。まるで原石を一度高温で溶かして、翡翠だけを抽出したようだと』

　やはりそうか、とルカは思う。宝石店から盗まれたものは主に銀と翡翠。深ふか間ま水鳥が悪魔召しよう喚かんに携たずさわっていたなら、それらの戦利品をなんらかの形で利用しているはずだからだ。

　まさか、銃弾として使っているとは思わなかったが。

「他ほかには、なにかわかったか？」

『いえ、今はこの程度です。あとは悪魔がなにか手を施ほどこしたらしい痕こん跡せきが発見できました。おそらく翡翠をこの形に加工形成するための黒魔術と思われますが』

　手て際ぎわが良い、とルカは思う。自分で選出し、自分で運用している部下たちであるが──こちらの期待以上の働きは、単純にルカを喜ばせた。

「ペンダントのほうは、どうだ？」

『こちらも徹てつ底てい解析しました。やはり盗品です。付着していたのは、犬の血だと思われます。術式の専門家によれば、こちらには血を代だい償しようにして、遠えん距きよ離り移動をする邪じや法ほうを使用したのではないか、とのことです』

　だとしたら、連中は遠くへ逃げる手段をもっていることになる。もたもたしていると、逃がしてしまう恐れもあるとルカは思った。

「ふむ──調査感謝する。これから毎日、午後九時に定時連絡をしろ。もし私からの応答がなければ殉じゆん教きようしたものとみなし、すぐさま本部へ連絡を。後任のエクソシストが来るまで待機を命じる」

　これは、つまり。

　これから交戦状態に入るという合言葉だ。

『了解しました。主の加護を────しかし、私はルカさんがそうそう負けるとも思えませんが。獅し子し奮ふん迅じんの活かつ躍やくを期待しています』

　電話の奥から苦笑が見えた。生き真ま面じ目めだがどこかシニカルなこの女部下の扱いに、ルカは時時困ることがある。

　電話を切る。授業中だからか、やけに静かな構内が耳に痛い。

「さて……」

　深ふか間ま水み鳥どりの情報は得た。あとはどう活用するかだ。

（コートがない以上、光の鎧よろいは展開できないが──聖水もあるし、聖浴もすませてある。肉弾戦で負ける道理はない。あとは、敵の策を警戒するべきか）

　甘く見てはいない。相手は狡こう猾かつを代名詞にする悪あく魔まと、変へん貌ぼうしてしまった旧友だ。こうしている間にも、九く罰ばつや七な罪つみが罠わなに落ちていないか、そして──アイムが裏切りはしないかを、冷静に見極めている。

　特にアイムは、本来なら召しよう喚かん者しやですら構わず虐ぎやく殺さつする危険な悪魔だ。今は割と大人しいが──いつ変貌するか、知れたものではない。九罰とて、あんな悪魔を使役しているならいつ殺されてもおかしくはないというのに。

　懸け念ねんは山のようにある。しかし、ルカの下にはさきほどの柴しばを含め、多くの部下がいる。柴も言っていた、ルカが負けるとは思えないと。

　あくまで、こちらが有利だと、ルカは確信していた。




　七罪は聖歌隊所属だ。

　だけど、ルカの突然の襲しゆう撃げきとか、色々なことがあって──結局、深間水鳥が最近失しつ踪そうしたという話も知らなかった。そこへ、失踪など通り越して、ルカと水鳥が激突したという話を聞いたのだ。どうやら深ふか間ま水み鳥どりが、悪あく魔まと関かかわっているらしいということも、聞いた。

　正直な話、信じられないというのが、七な罪つみの感想だ。

（深間さんは…………とても、敬けい虔けんな人、で。いつも主の愛と、隣りん人じんを愛すことを説いていて……だから、そんな。あの人が人を傷つけるなんて……絶対に、ない）

　いつだっただろうか。

　深間水鳥が教会に、傷ついた子猫を連れてきた。治るまで置いてあげようということだった。泥と血にまみれるのも厭いとわず、水鳥は優しく世話をしていた。その様子を見ていた七罪は、宗教画のごとき神聖さを思った。

『命は平等。たとえ主にすら命があっても、それは私たちと平等のはず──』。そのとき笑って言った水鳥の言葉を、七罪は覚えている。ともすれば冒ぼう瀆とく的てきだが、しかし愛に満ちていた言葉であって。

（私は……とても、信じられない……けど）

　だからといってルカが噓うそをついているとも思えない。だからきっと、水鳥が悪魔召しよう喚かん者しやなのは、真実なのだ。

　けれど──それにはきっと、理由があるはず。

　なんの理由もなしに、深間水鳥が悪魔を呼びだすなんて思えない。それは背信なのだから。きっと、七罪には想像できないほど、深い理由があるのだ。

　落ち込んでいないという演技は、上う手まくできただろうか。

　九く罰ばつには悟られていた気がする。ルカはどうだろう。アイムはなにも気付いていないフリをして、妙に鋭いから厄やつ介かいだ。水鳥のことで憔しよう悴すいしている自分を、誰だれにも悟られたくない。

　これから自分は、水鳥の理由を探しにいく。

　それはつまり、ルカや九罰の戦いに参加するのと、同義なのだから。妙な心配をされて、前線から遠ざけられて。七罪の知らないところで、終わってしまうのが嫌いやだったから。

「来たか、七罪」

　放課後の生徒に紛まぎれても、やはりルカの長身は目立つ。クラスでも『あんな背の高い人いたっけ？』『美人だったよねー。あ、ていうか朝七罪一いつ緒しよにいたよねぇ？』などと騒さわがれてしまった。おかげでごまかすのが大変だったりする。

（三年の先輩って言っておいたけど……大だい丈じよう夫ぶかなあ）

　噓だとバレる頃ころには、『実はあの人エクソシストさんだったんですよぉ』と、笑って言える状況になっててほしいと思う。

「あ、はい。ルカさん大丈夫でした？」

「問題はない。たまに教員や用務員と鉢合わせしそうになったがな。エクソシストには隠おん密みつ、侵入の訓練も必須だ。下へ手たに気付かれると、そこから深間水鳥やブネにも感づかれるかもしれないからな」

　そこまで徹てつ底ていしているのか、と七な罪つみは感心した。それとも、エクソシストというのは皆こんな風に、常に気を張って行動しているのだろうか。

「それじゃあ、どこに……？」

「教会だな。放課後、あの場所は使うのか？」

「はい。五時から夕方の礼拝が。その間は聖歌隊が使うんですけど……今日は休みなので。今いま頃ごろ、クリスマスの準備を仁に藤とう神父や深ふか間まさんが…………あ」

　無意識で呟つぶやくのは、深間水み鳥どりの名前。

　だって、それは、いつも見ていた教会の風景で。水鳥がいない学校の教会というのは、七罪にとってとても想像しづらいものだったのだから。

「神父はいるんだな？」

「はい。大だい丈じよう夫ぶです」

　七罪に案内を任せる──とルカは言っていたが。そんなことは忘れたかのようにどんどんと進んでいる。敷しき地ち内ないの隅にある教会へと進んでいった。七罪はあとについていく形となっていた。

「でも……あの、普通にお祈りしている生徒も」

「構わん。行くぞ七罪」

　まるで、戦場に向かうかのようなルカの表情。

　七罪も自然、肩が震ふるえた。まるでこの扉の奥に、得え体たいの知れない不気味な怪物がいるかのような、そんな錯さつ覚かくに囚とらわれ囲われ、抜けだせなくなる────そう錯覚だ。ここに水鳥がいるとも、ブネという悪あく魔まがいるとも限らない。

　むしろ、いない可能性のほうが高いのだ。深間水鳥がわざわざ自分の勤務先に戻ってくるわけがないし、教会だって隠せるほどのスペースはないのだから。

　教会の前の階段を上り、巨大な木製の扉の前に立つ──重そうな扉だが、実は自動ドアだったりする。

　扉の開いた先にあるのは、常に荘そう厳ごんな風景。

　眼前には十字架がそびえる。三方の窓からは光を取り込み十字を照らしていた。三さん位み一いつ体たいの象徴である。クロスの手前には神父の為ための壇だんがあり、更さらに手前に礼拝席が並んでいる。礼拝席には、生徒の背中がちらほらと。

　オルガンが、聞こえた。隅に設置されたオルガンを、誰だれかが弾いていた。

　十字架の上を見上げれば、ＣＧで構成されたステンドグラス。極ごく薄うす液晶に映しだされた様々な聖人たちの絵。その絵は紙芝居のようにゆっくりと移り変わり、聖人たちの物語を語っていく。さながらそれは、一つの巨大な万まん華げ鏡きようのごとく。

　究極の神聖を体現したその場所は。

　主の作りたもう、永えい劫ごうの楽園に他ほかならず。

「呆ほうけるな七な罪つみ。神父はどこだ？」

　ルカの囁ささやきで、ようやく我に返った。ここは何度も来ているが、その度たびに感嘆してしまう────ここまで陶とう酔すいしたのは、おそらくオルガンのせいもあるだろうが。

　そのオルガンが、止まった。

　弾いていたのは──仁に藤とう神父。

「ああ──これは、七罪さん。失礼しました。いや、普ふ段だんはオルガンなど弾かないのですが。たまには少し弾かねば、と思いまして」

「あ、いえ。その……演奏、上手でしたよ」

　仁藤は胸に手を当てて、軽く礼をした。長身の彼がそんな動作をすると、折れ曲がった針金のように見えた。

　オルガンを弾くのは、いつも深ふか間ま水み鳥どりの担当で。

　水鳥がいないことが、仁藤にも響ひびいているのかもしれないと思う。

「んん──そちらの、方は？　おや失礼。我が校の生徒、ですか？　おや、おかしいなぁ。これでも礼拝に来る生徒の顔は皆覚えているつもりだったのですが」

　苦笑いしながら頭をかく仁藤神父。マズいと思ったのは七罪で、どうごまかそうか必死で頭をめぐらせた。

「いえ、私は三年生ですから。あまり礼拝にも来れなかったりします。神学の授業も、三年間連続でシスター深間が担当でしたから──仁藤神父の印象が薄うすいのも、当然のことかと」

「おや、そうでしたか。不信心は良くないですが──受験があるとなにかと大変でしょうから、主も大目に見てくれることでしょう」

　仁藤神父に、疑うような様子はない。七罪は慌あわてた自分が恥ずかしくなった。ルカは歴戦のエクソシストで、ここに来ようと言ったのもルカなのだ。神父に対する言い訳くらい、しっかりと考えているはずだった。

「勉強のほうもなかなか上う手まくいきませんがね」

「ふふ──努力する者を主は見ていらっしゃいます。頑張ってください────七罪さんとは、お友達で？」

「ああ、実は家が近所なんです。最近は遠とお野のさんの勉強も見たりして」

　にこり、と笑うルカ。ああ、こんな先輩いたら良いかもしれない──と思ってしまう七罪である。不器用に見えたルカだが、こんな演技ができるとは思わなかった。

「はは──それでは今日は？　七罪さんの付き添いで？」

「申し訳ないのですが、違うんです。実は……遠野さんから、シスター深間が失しつ踪そうしたと、聞いてしまいまして」

　核心に触れる、その言葉。

　七罪は、なるべく水鳥のことを考えた。いくつか仁藤神父より知っていることは多いが、深間水み鳥どりを心配しているのは同じなのだ。下へ手たに平静を装よそおうより、素のままでいたほうが、きっと怪しまれない。

「ああ──そのこと、ですか。いえ、私もまだ整理がついていないんですよ」

　仁に藤とうの笑みに、翳かげりが見えた。この状況でなお笑う仁藤神父は、竜に飲み込まれてもひたすらに祈り続けたというとある聖人に、よく似ていると思った。

　ステンドクラスから差し込む、色鮮やかな光が。

　仁藤の顔を照らした。

「突然…………ええ、突然にいなくなったんです、水鳥は。彼女はとても優秀で、敬けい虔けんなシスターで……。だから欠勤なんかも、急病か事故かと思ってしまいましてね……。しかし、彼女の家もすでに引き払われていて……一体、なにがなんだか……」

　七な罪つみは気付く。水鳥の呼び方が、『深ふか間まさん』から『水鳥』へと変わっていた。元々、なにかと恋愛的噂うわさの絶えなかった二人だ。もう、仁藤の疲労はピークに達していて、そんなことを気にしている余裕がないのかもしれない。

　仁藤をここまで心配させて──深間水鳥は、なにをしているのか。

「シスター深間が失しつ踪そうする、なにか、心当たりのようなものは？」

　ルカは、知っているはずのことをわざわざ聞く。なにか手がかりを探しているのかもしれなかった。

「……ああ──そういえば……最近、水鳥は随ずい分ぶん長い時間、主に祈りを捧ささげていたりしました……ね。なにを祈っているのかは、わかりませんでしたが」

　ルカは、哀かなしそうに目を伏せて、神父の言葉を聞いていた。事情を知らなければ、七罪もルカを生徒だと思ってしまったかもしれない。それほどの演技。

「──こんなところでしょうか。まだ聞きたいことなどはありますか？」

「…………あ、いえ。お話、ありがとうございました」

「ふふ──私が言うのもなんですが、悲しみを癒いやしてくれるのは時間と、聖書の御言葉ですよ。今日は早めに帰って休むのが良いでしょう」

　仁藤神父はいつもの調子を取り戻したようで、笑みを深めていた。

「それじゃあ行こうか遠とお野のさん」

「え、あ」

　ルカが先導する。七罪が慌あわてていると、ルカに手をひかれてしまった。仁藤神父に気付かれないように、小声で囁ささやいてくる。

「……悪あく魔まはいないな。アイムのように人間に擬ぎ態たいしている者はいない。神父も、礼拝に来ていた生徒も普通の人間だ」

　良かった、と七罪は思う。この上、知っている人間が悪魔だったりしたらと思うと、正気でいられる自信がなかった。

「だが──構造上、この教会には地下があるな。なにか知っているか、七な罪つみ」

「え？　えーと、物置だって聞いてますよ。入ったことはないですけれど」

　というか、そもそも生徒が入るようなところではない。予備の蠟ろう燭そくや、礼拝に使うパンだけでなく、災害用の非常食も置いてあると聞いていた。

「そうか、わかった。とりあえず戻ろう七罪。早めに九く罰ばつたちと合流しないと──」

「あ、ごめんなさい。ちょっと良いですか？」

　流されて帰る格好になってしまったが──七罪は立ち止まる。

「ちょっと、礼拝していきたいんです。構わないですか？」

「ならば、一いつ緒しよに……」

「あ、できれば一人で……。ちょっと……あまり見られたくない顔に、なってしまうかもしれませんし」

　七罪は笑って言ったが、上う手まくごまかせただろうか。ルカの表情は硬かったから、もしかしたら不十分な演技だったかもしれない。あるいは、一人にするのを心配してくれてたりするのだろうか。

　だとしたら、嬉うれしい。

「わかった。私は屋上の辺りを捜査してくる。集合は、閉門時間に校門の前だ」

「はい、ごめんなさい……」

　ルカはやっぱり、頼たよりになる先輩みたいで。後でメルアド聞こう、絶対聞いて、いつでも連絡とれるようにしようと七罪は決めた。

　ルカはすぐさまでて行く。教会にいた何人かの生徒（主に男子）が彼女に注目していたが、ルカは気にした風もない。

「んん──？　おや、帰らなかったのですか、七罪さん？」

　後ろから声をかけたのは──。

「あ、仁に藤とう先生。ちょっとお祈りしたくて」

「ふふ──熱心ですねぇ。朝の礼拝もでていたように記き憶おくしていますが？」

「あ、違うんです」

　今回の祈りは──いつもの、習慣となっている礼拝とは違う。さっきのルカと神父のやりとりを見ていて、思いついたもので。

「あの……水み鳥どりさんの無事を、お祈りしたくて」

「ああ──お兄さんも同じことを言っていましたよ。それではこちらへどうぞ。簡単ですが、定時の礼拝と同じように聖せい餐さんの儀ぎを────」

　がつっ、という鈍い音がした。

　それが、長身の仁藤が梁はりに頭をぶつけた音だと気付いた頃ころには、仁藤は頭を押さえてうずくまっていた。痛みのせいか、妙なうめき声もあげている。

「に、仁に藤とう先生？」

「つつ────……あー……っ。こ、これは失敬。ここの梁はりは通路に突きだしていて危ないからと、私自身が生徒に呼びかけていたというのに……痛ぅ……」

　そういえばそんな注意を聞いた気もするが、いずれ七な罪つみには無関係だった。なにせ梁の位置がやたらに高く、七罪はおろか九く罰ばつも通れるだろう。引っかかるのは仁藤くらいだ。

「い、いけませんね。水み鳥どりからも注意されていて……これで、三度目です」

　照れ隠しのせいか、仁藤は少し笑った。つられて、思わず七罪も笑ってしまう。

　硬くなっていた心の芯しんが、少しだけ、解きほぐされた気がした。




　確かに、調査はすると九罰は言った。

　アイムを連れてきたのもそのためだ。彼女なら、悪あく魔まがすぐ近くにいればわかる。あとは学校の生徒に、怪しい場所の聞き込みをすれば十分なはずだ。

　放課後、授業を終えた九罰は、すぐさまアイムと合流。そのまま、手近な生徒に聞き込みを開始しようと思ったのだ。

　だというのに────。

「おォ!?　おい遠とお野のこの美少女誰だれだよ紹介しろッつかむしろ俺おれにくれ！」

　いきなり登場し、色々すっ飛ばして理り不ふ尽じんな要求をつきつけるのは、クラスメイトである金髪の借金魔ま、羽は堂どうであった。またの名をトラブルメーカー。

「羽堂──そういう台詞せりふは、せめてお金を返してから言」

「へェ愛あい夢むちャんていうの可か愛わいいじャん？　遠野とはどういう関係よ？」

　すでに羽堂は九罰の言葉など聞いておらず、即座にアイムのそばによって色々話を聞いていた。アイムもアイムであっさり名前まで答えてしまっている。

「んー？　えっとねー、クバツはアタシの召しようか」

「しょ、紹介するよ改めて！　この子は従い兄と妹こでさ！　最近こっちに越してきたんだよ！」

　かなり苦しい、いやむしろダメな言い訳だと九罰は思ったが、羽堂は一向に疑う様子はなかった。ただ残念なことに、ますます興味を持ったようで。

「ふゥん？　あ、でもなんでウチの制服着てんだ？　おかしくね？」

「それは、悪あく魔まを探そうと──」

「へ、編入の準備中なんだよ！　見学して、もし良い感じなら編入できるかもってさ！　色々聞きたいはずだから答えてあげてよ！」

　今度こそダメだろうという九罰の想おもいは、良い意味で羽堂が裏切ってくれた。

「ゥおおォ!?　マジで!?　マジでか九罰!?　よッしャ愛夢ちゃん何でも聞いてくれよォ！　この学校の魅み力りよくあますとこなくお伝えするぜェ。そして上う手まい具合に俺と青春謳おう歌かしよゥか！」

「あ、ほんとー？　じゃあえっとねぇ──」

　羽は堂どうが単純で良かったと、九く罰ばつは思った。アイムはアイムで、編入先の事前見学という名目で、羽堂からなにやら聞きだしている。内容を聞いていると、学校に怪しいところはないかとか、そんな感じであった。

　もちろん彼女には素す性じようを隠すという観念がないようで、下へ手たをすると悪あく魔まだのエクソシストだのという単語がでそうになる。必死でフォローするのは無論、九罰。

　ふと、アイムがこちらを見て、にっこりと笑う。

　その魔性の笑みに──もしかしてアイムは、わざとこちらを心労させているのではないか。そんな更さらに疲れる想像をしてしまう九罰であった。




「んー、さすがブネってとこかな。卑いやしく潜ひそむのは大得意みたいね。他ほかの悪魔だったら、一般人だって異変に気付くことは多いんだけど」

　一通り聴ちよう取しゆの真ま似ね事ごとを終えてから、二人は学校の裏庭で休憩していた。裏庭なら人目につかないし、ベンチがあるので休めるのだ。

　ただ学校で話を聞いていただけなのだが──実は、これがかなり疲れる。なにせアイムは本来生徒ではないのだから。教師や職員に見み咎とがめられるのはマズいし、生徒にだって、アイムを見たことがないと怪しむ者もいた。

　もちろんごまかすのは全すべて九罰の役割だ。錯さつ覚かく的てきな疲労感が、ずしりと肩に響ひびく。

「収穫はないってこと？」

「ううん──ブネの匂においが広がっている。アイツがここにいる──それともいたのか。いずれにせよ、長期間この『ガッコー』と関係していたのは、確実だね。もっとも、それ以上はわかんない。あとはもう、しらみつぶしにここを探して、アイツの匂いが濃いところを探すしかないね。もっと近づければ……絞り込めるだろうけど……」

　自分は今、不快げな表情だろう。

　九罰はそう思って、一つ深い息を吐はく。とかく、妹や友人など、身内が関かかわると自分は激げつ昂こうしやすい。その自覚があったから、あえて心を落ち着かせた。

　乾いた風が、髪を撫なでる。十二月の外気は、九罰の体温を予想以上に奪う。

「クバツ…………？」

　ふと、すぐ隣となりのアイムが、顔をよせてくる。いきなりのことに、九罰は思わず妙な声をあげてしまった。心臓は妙な音をたてている。

　火の悪魔である彼女からは、冬の外気も吹き飛ばす熱を感じる────。

（え……？）

　はずなのに。

「ねぇ……クバツ……火、ある……？」

　耳元で。艶なまめかしい呟つぶやきは、しかし九罰の背筋をぞくりと這はいずった。

　アイムが九く罰ばつに触れた。胸のあたりを、優しく撫なでる。そこに熱はない。アイムの体温は、むしろ九罰よりも冷たいくらいで──。

「火……火、どこ…………火……使わなきゃ……」

「あ、アイム？　え、なに──なに言ってるの？」

　答えはない。アイムの瞳ひとみは、焦点があっていない。虚うつろな表情で、しかし手だけが力強く九罰の胸や、腰を撫でる。九罰の持つライターを探しているのだと、今いま更さらながらに気が付いた。

「火……燃やさなきゃ……全部、全部、全部、燃やして焼いて炙あぶって燻いぶして焦こがして溶かして殺して殺して殺して殺して殺さないと──────ッ！」

「アイムッ！」

　肩を抱いて、強く名を呼んだ。

「………………ふえ？」

　その呼び声が届いたのか──。

　ようやく、アイムの目に光が戻った。なにがなんだかわからない、という表情で九罰の顔を見上げている。その顔つきは、まったくいつものアイムのもので──。

　九罰は思わず、大きく溜ため息いきをついた。強こわ張ばっていた身体からだが、一気に弛し緩かんする。

「……ク、バツ？」

「良かった──。なんか、いきなり変になったからさ、びっくりしちゃったよ」

　手には痛い灼しやく熱ねつ。アイムの体温が元に戻ったらしい。火傷やけどする前に肩から手を離はなした。

　火の悪あく魔まアイム。その身体が冷たいということは、実は相当に危なかったのかもしれない。改めて、九罰はそう感じた。

「ア、アタシ、なんかしてた？」

「なんにもしてないよ。なにかしそうになっただけ──ってところかな」

「あー……もしかして殺すとか放火するとか物ぶつ騒そうなこと言ってた？」

　九罰は答えず、曖あい昧まいな笑みを浮かべるだけだったが──。

　自分のことだ。もちろんアイムにはわかるのだろう。『あちゃー』とか声をあげて、頭を抱えていた。自己嫌けん悪おに陥おちいっているらしかった。

　今日はらしくないアイムばかり見るなと、九罰は思った。




「あれは……なんていうか、ほら。ちょっと好物を目の前にして、我を忘れちゃったというか……本ほん性しようがでてきたっていうか、こういう人がいっぱいのところは、火つけたくなるよね？」

　なるわけない。

　とはいえそう思うのは九罰だけだ。アイムとしては、どうしても我が慢まんできなかったのだろう。朝から妙に元気がなかったのも、その辺りが原因だろうか。

　九罰が買ってきたホットココアを飲みながら、アイムは続ける。ベンチに深く腰掛けた彼女は、いつもよりしおらしく見えた。やはり相当落ち込んでいるようで。

「ルカには言わないでねー……こんな『暴走』知られたら、今度こそ……本気で、狩られるよねぇ……ほら、今んとこ、そこそこ上う手まくやってるわけだし？」

「そうだね。──うん、黙だまっておくよ」

　最初から言うつもりなどない。

　九く罰ばつはアイムが心配なのだ。どうしても必要ならルカを頼たよるかもしれないが、今はそんなことはできない。黙っておくのが得策だ。

　ただ。

（あれが……アイムの、本ほん性しよう？）

　だとしたら、怖いと思った。

　アイムが怖いのではない。いや、怖いのは確かなのだが、それはもっと別の方向で、九罰は怯おびえていて。だが、それは違う──九罰が、怖いのは。

　アイムが、得え体たいの知れない別のなにかになってしまうことで。

（くっそ……！　なんだよ！　そんな、そんなことで怖がるなよ！）

　ともすれば震ふるえそうになる。だがその震えを、きっとアイムは自分自身のせいだと勘違いしてしまうだろう。そうすれば──彼女はきっと傷つく。

　だから笑え。演技でいいから笑え。怯えた表情を見せるな。それが今、情けない自分にできる最善だというのならば。自分など撃げき殺さつして笑うがいい。

「……ね、アイム」

　彼女の、灼しやく熱ねつの手を握った。冷たい空気の中で、それだけが壊こわれたヒーターのように、無差別的な熱を振りまいていた。

　たまらなく熱いが──それでも、握り続ける。

「僕、アイムが辛つらいことや、どうにもできないことがあるなら、なんとかしてあげたいんだ」

「やだなぁー。なに言ってるのさクバツー。それアタシの台詞せりふだよ？」

「うん……そうかもしれないね。アイムの力を借りてて、偉そうなことは言えないけど、でも──」

　たとえば、憧あこがれるのは、御お伽とぎ話ばなしのお姫様と騎き士し。

　けれど、アイムは悪あく魔まだから。きっとそんな風にはいかないだろう。ルカから見れば、さしずめ九罰は、悪魔の力を借りている悪い悪い魔ま法ほう使つかいだろうか。さっきのアイムを見れば、九罰ですらそう思ってしまう。

　だけど。

　悪い魔法使いが、悪魔を守るのは、御伽話では絶対にない展開だろうか。

「絶対────守るよ？」

　あるいは、告白よりも恥ずかしい言葉。

　でも言うべきだと思った。これは自分の決意で、これから先の、自分の在り方の規定なのだ。誰だれにも言わなくていいが、アイムにだけは言っておかなければ。

　いつか。お姫様と騎き士しになれるように。

「あ、クバツほら、手熱いでしょ？　火傷やけどしちゃうからもういーよ？」

　慌あわててばっと手を離はなすアイム。実は火傷などとっくにしていたのだが、軽度なので気にしなかった。

　白髪の悪あく魔まは、なにか妙に手をばたばたさせながら、ぎゃーとかうーとか言っている。悪魔なんて言っても、今は制服を着た可か愛わいらしい少女だ。七な罪つみと全然変わらない。

「…………まったく。意地悪」

　そんな脈絡のないセリフが。

　アイムの照れ隠しのような気がして、九く罰ばつはやたらとおかしくなった。声をあげて笑うと、アイムに軽く小突かれた。




　もうすぐ閉門時刻。

　夕日は沈み、すでに夜になりかけだ。冬の夜は早く訪れ、そして長く空に滞たい留りゆうする。普通ならかなり寒いだろうが、アイムがそばにいるせいで寒さはいくらか軽減されていた。

「ルカさん、遅いね……七罪も来ないし」

「おっかしーなぁ？　閉門時刻に校門前って聞いたよアタシ？　あ、疑ってる？　ホント、ホントだってば」

　多分アイムの言葉は本当だろう。だとすれば調査が難航しているのか、あるいはすでに家に帰ったのだろうか。

　携帯は確認したが、ルカや七罪から連絡が来た様子はない。先に帰ったのだとしても、なにかしら連絡があるはずなのだが。

「あ、来た」

　閉門ぎりぎりに、ルカが現れた。ルカ──一人だけで。

「ルカさん、どうでした、そっちは？」

「────あまり、上々とは言えんな。儀ぎ式しき場じようの痕こん跡せきもまるでない。学園内の人間にも、悪魔に擬ぎ態たいしている者はいないようだし……くそ、もっと時間があれば調べられるんだが……」

　ルカの渋い顔に、九罰は首をひねる。アイムの言葉によれば、この学校にはブネの匂においが充満しているという。学校とブネが深く関かかわっているのは確実だ、という話だった。

　それほどまでに、悪魔が巧妙に隠れているということなのだろう────さすがに、アイムの直感的嗅きゆう覚かくまではごまかせなかったようだが。

「ルカ、なっちゃんは？　一いつ緒しよだったんじゃないの？」

「ああ、途中で別行動になった。この時間に集まるよう言っておいたんだが──まだ、来ていないようだな？」

　こんな時間までなにをしているのだろうと、九く罰ばつは思う。ルカと離はなれたままで、学校の調査などしているわけもない。もしかしたら、友人か誰だれかと出会って話し込んでいるのだろうか。

「いずれにせよ、最終下校は七時だろう？　それまでには来るさ。あと十分くらいか？」

　九罰以外の二人は、気楽な感じで背伸びしたりしている。こんな風に妹の心配ばかりしているから、アイムやら羽は堂どうやらにシスコンだと揶や揄ゆされてしまうのだろうか。過保護なつもりのない九罰は、小さく溜ため息いきをついた。

　九罰は空を見上げた。曇どん天てんである。天気予報は、夜に雪だろうと言っていたが──生あい憎にく、九罰は傘を持って来ていない。濡ぬれてしまう前に、急いで帰ったほうがいいだろう。

「あ、クバツ、アレなっちゃんじゃない？」

　アイムの声で、九罰は見る。確かに黒髪でポニーテールの女生徒が、こちらに歩いて来ていた。

「あー、多分…………ね？」

　だが。

「え…………あ、あれ？」

　目をこらせば、それが背格好のよく似ているだけの、まったく別人であることがすぐにわかった。その名も知らぬ少女は、校門の前にたむろしている九罰たちへ、不審気な目線を送ってきた。

「ふむ。七時だが──お前たち、なにか聞いていないのか」

　心当たりなどある訳がなかった。あるならとっくに言っている。

　九罰は慌あわてて、校門を閉めようとする用務員へと駆け寄った。こちらもこちらで、九罰たちを不審そうに見ているのだが──幸い、この老用務員と、九罰は面識がある。

「藤とう間まさん、あの──」

「なんじゃ、遠とお野のか。神父から聞いたぞ、お前また礼拝をサボったらしいじゃないか。そんなことだとこの先────」

　景けい教きよう思想でがちがちに固められた説教を聴きいている暇はない。九罰はそれを遮さえぎって、早口で続けた。

「中にだれもいないんですか？　本当に？」

「ふん、もちろん神父やら居残りの先生がたはおるがな。生徒は一人もおりゃせんよ。もっとも忍び込んでるなら話は別だが──先生がたが確認したんだ。よっぽど上う手まく隠れない限り、んなことはないわい」

　当たり前のように言って、藤間用務員はさっさと校門を閉めてしまった。早く帰れよ、と置き土産みやげのように言い残しただけである。

　なにか、ヤバいと思った。手足の血管が収縮したかのように冷たい。

「九く罰ばつ。呆ほうけているな、携帯はどうした？」

「あ…………」

　ルカの冷静な言葉で、ようやく九罰はそのことに気付いた。慌あわてて携帯を取りだして、七な罪つみの電話へとかける。電子的な呼びだし音を、ひどく長く感じた。

　────なかなか、でない。

「もう帰宅したか……？　いや、それだったら一言ぐらい言うだろうな。でなければ、どこかで寄り道でもしているのか」

　ルカが呟つぶやくように、七罪がどこにいるか推測していた。

　だが、九罰はどれも違うと知っていた。あの生き真ま面じ目めな七罪のことだ。待ち合わせの時刻に来なければ、過か剰じように心配する兄がいるのを知っている。だとすればメールくらいは送ってくるはずなのだ。

　コールは続く。手は、冷たい汗でぬるりと湿っていた。

「ルカ、最後になっちゃんと別れたのは？」

「グラウンド脇わきにある教会だ。礼拝をしたいと七罪から言いだした────やはり、考えたくないが、悪あく魔まの仕し業わざか」

「可能性は高いわね。なにせ、クバツやなっちゃんは一度狙ねらわれてるし。どうして襲おそわれたかまではわかんないけど────ルカ、気付かなかった？　この『ガッコー』は、ブネの匂においでいっぱいなんだよ？」

「ふん。さすが悪魔。同族の匂いはよくわかるか？」

　アイムやルカの会話が怖い。悪魔の仕業だとか、その可能性を考えるだけで気が狂いそうだ。

　鼓膜を叩たたくのは、無機質なコール音のみ。早くでてくれと、それだけを願っている。七罪の声を聞ければ、それだけで安心できるのだから。

　ピッ──という、簡潔な音。

「七罪!?　よかった今どこにい──」




『くす…………くすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくすくす──────────────』




　聞こえたのは、七罪の声ではなかった。不快な笑い声。どこかに反はん響きようしているようだと思った。呆ぼう然ぜんとしている九罰を置き去りにするように、電話はあっさりと切れる。

「────九罰？　おい、どうした呆けるな」

　脳のう髄ずいが死んだ気がした。七罪に電話をかけて、七罪がでなかった。それだけで、九罰の機能が停止するのは十分すぎる。

「み……どりさんが……でました……」

　そう、あの笑い声は水み鳥どりのもの。反はん響きようする痛い笑い声は、しかし聞き覚えがあったのだ。

「…………そっか、決まりかな。ねえルカ？」

「あ、ああ──間違いないだろう、な。さらわれたか……」

　ルカも動揺しているようだったが、そんなことを気にしていられない。

「ざけんな…………」

　心臓が冷たい。今喉のどを走ったのは、自分の言葉ではない気がした。この心の奥底に潜ひそむ──それは、怨えん嗟さとも怨えん恨こんとも憤ふん怒ぬとも言われる、正体不明の化け物の声だ。

「ふざけんなああああああああああああああああああああッ！」

　喉を裂く咆ほう哮こうは、遠とお吠ぼえに似ている。寒く暗い曇どん天てんの空に吸い込まれた。

　全身が死んだように冷たかったが──アイムとずっと握っていた手だけが、熱い熱い痛覚をもって、その存在を主張していた。







[image: 第五章　最後に暴れる炎の悪魔]
















　仁に藤とう公きみ龍たつ神父は、礼拝堂にいた。

　次の日の礼拝の準備のためだった。聖せい餐さんのための器具は、きちんと埃ほこりを落として、所定の位置に置いておかなくてはならない。明日の朝一番の仕事は礼拝なのだ。夜遅くに準備をするのは当然だった。

　教会も学校の一部であり、すでに電気は落ちている。しかし明日にまわせない仕事なので、やむをえず仁藤は暗くら闇やみで作業をしていた。

　だから──。

　かたりと鳴った些さ細さいな音に、仁藤は過敏に反応してしまったのかもしれない。

「んん──？」

　音は、大きな扉の外から。しかし今、学校内にはほとんど誰だれもいないはずだ。こんな夜遅くに、教会に用がある人物などいるはずがない。

「誰か、いるのですか？」

　声をかけた。返事はない。

　仁藤は、備品を置いて教会の入口に足を向けた。左右に礼拝席を構えた通路。いつも通っているその場所が、やたらと遠くに思えた。

「……誰か、いますか？　懺ざん悔げですか礼拝ですか？　懺悔であるとするなら、他ほかの人一切に聞かれたくない、よほどのこととお見受けしますが」

　返事はやはりない。

　仁藤は仕方なく、扉を開けた。冷たい外気が流れ込んでくる。そして──。

　暗闇の中に、小柄な影が立っていた。

（な、つみ……さん？）

　見知った顔だった。だが彼女のはずがない。時間が時間だ。

　暗闇のまん中に立つのは、確かにポニーテールの彼女。黒髪は、闇に溶けるようになびいていた。

「ああ──やはり七な罪つみさんだ。どうしてここにいるんですか一体？」

　笑みは崩さず。

　仁藤は何気なく、聞いた。対する七罪は無言。いつもと比べてはるかに硬いその表情は、七罪を七罪ではない、別の誰かのように見せていた。

　──ぐらりと。

　七罪の身体からだが傾いた。

「……っと？」

　倒れた七な罪つみを、慌あわてて支える仁に藤とう。一体どうしたのかさっぱりわからなかったが──。

　構わない、と仁藤は思った。

「七罪さん────どうしたのですか？　あまり心配をさせないで欲しいですねえ」

　ぐしゃりと、仁藤の顔が喜悦に歪ゆがむ。

　彼の腕が、蛇へびのようにずるりと七罪の首を這はい回った。十指が七罪の白い首にくいこんでいく。三日月形の笑みを浮かべながら、仁藤は後ろから七罪の首を絞めていた。

「今度は──手間をかけさせないでくださいね？」

　窒ちつ息そくさせる意図はない。仁藤はその知識をもって、脳へと送られる血液の遮しや断だんをしているのだ。そうすればすぐに気絶する。細首にからんだ指はきっと痛いだろう。あとはそのまま──。

　そこまで考えて。

　仁藤は、七罪が苦しそうな呻うめき一つあげないことに気付いた。あまつさえ、絞め上げているはずの首が、ぐるりとこちらに向いて。

「ッ────!?」




「オッケ。鼻が曲がりそうな嫌いやな匂におい────アンタで、確定ね」




　見開かれた瞳ひとみは、この世ならざる鮮烈なイエロー。

　マズいと、仁藤が思う間もなく。

　七罪の身体からだから、一気に炎が噴出した────ッ！

「なっ──────」

　全すべてを焦こがす爆炎は、容よう赦しやなく仁藤へも襲おそい掛かった。逃れる術すべなどない灼しやく熱ねつの暴力に、仁藤は火だるまと化して礼拝所の奥に叩たたきつけられた。生身の人間であるなら、すでに死んでいるほどの高温だ。

　────そう。

　生身の人間である、ならば。

「………………よくもやってくれましたねぇ──────ッ！」

　爆風に身を焦がされてなお、仁藤は生きていた。いや、生きていたどころではない。まったく無傷。その服でさえ、焦げ痕あとも見られなかった。

「くく────くくはははははあははあはははははッ！　これは私へのあてつけですか!?　そうです七罪さんがいるわけないのですよ！　なぜなら彼女は今も地下室に監禁しているはずなんですからねえ！　くはははは！　自分から『礼拝したい』なんて言いだすとは無用心なのか純粋なのか！　いずれにせよ我々にとって好都合に違いなかったのですがねぇ！」

　ここの教会には、地下がある。それはかつては本当にただの倉庫であったのだが──今では、深ふか間ま水み鳥どりが用意した隠れ家となっているのだ。

「ふん、好都合って？　あんた、アタシの罠わなにはめられたんだけど？」

「ああ──そうなのですよ！　アイムの変身だと気付けたはずなのに！　よくもまぁ馬ば鹿かにしてくれましたねぇ！　役者と配役を取り替えるのは卑ひ怯きようですよぉアイムゥ！　貴方あなたがたをおびき寄せるのは戦略のうちでしたが、まさかこれほど早く！　そして裏をかいて襲しゆう撃げきをかけるとは！　少々みくびっていたようで真に業ごう腹はらです！」

　以前の仁に藤とう神父の微笑など、欠片かけらだにない。そこにあるのはハイテンションな狂笑だけであり、倒とう錯さく的てきに顔が崩れた変質者がいるだけであった。

「……ふん。イヤだイヤだ。クバツやなっちゃんのすぐ近くに、あんたみたいなじめじめしたやつがいたなんて。気付かないアタシやルカもどうかしてるわ。アタシの鼻も落ちたわね。教会が一番匂においが濃い場所だったのに。ま────そのおかげでね、あんたが一番怪しいって気付けたんだけど。シスターや生徒を使って盗みを働いてた陰険悪あく魔まさん、大人しく死んでね？」

「ああ──まったく憎らしい炎の悪魔ですねぇ。なぜこれほど早く行動できたのか、知りたいところですが」

「ふん。教会にアタリをつければ、神父が怪しいって誰だれにもわかるわ。でも証拠がなかったから──アタシがなっちゃんに化けて、あんたの匂いをかいだってわけ。なっちゃんの姿なら、あんた警戒しないと思ったけどバッチリだったわ。ああ、もちろん準備も万ばん端たんよ？　ライターいくつももったクバツと、コートに着替えたルカがいる────周りとりかこまれて気付かなかったあんた、どーかしてるんじゃない？」

　髪をかきあげて、七な罪つみの顔で、七罪でない誰かが笑う。いや、もはや瞭りよう然ぜんだ。悪魔は本来不定形。アイムが姿を変え七罪に化けて、仁藤の前に姿を現したのだ。

「ふふ──いや、二千年もたつとお互いの感覚も鈍るようですね。たとえ七罪さんの姿をしていても、貴方がアイムだと気付けたはずだったのに」

「あんたと一いつ緒しよにしないで。土の中で感覚をなくしたあんたと違って、アタシは今も前線で戦ってるの──ブネ。なっちゃんが捕らえられたから、アタシの召しよう喚かん者しやがマジになってるわ。逃げられると思わないでね」

　仁藤神父──いや、ブネはくくくくくと低い声で笑う。

　彼はアイムとの会話をしながら、回想をしていた。この姿になった理由。深ふか間ま水み鳥どりと出会った瞬しゆん間かんのことを。




　かれこれ半年になるだろうか。

　そのとき、彼は地獄の奥底で永遠に腐肉を食らう懲ちよう罰ばつを受けていた。そんなとき、人間の世界の深間水鳥の存在に気付いたのだ。

　彼女は嘆いていた。愛した男が死んだらしい。泣いている彼女の目の前には、事故で死んだらしい愛した男の死体があった。

　ブネは喜んだ。さっそく地獄から語りかけて、水み鳥どりを誘ゆう惑わくした。いわく、君の恋人を蘇よみがえらせよう。私が君の恋人に成り代わり、生前と変わらぬ演技をしよう。だから君は、私の望むものを集めてくれ──と。

　ブネはこう告げて、いつも召しよう喚かん者しやを誘惑していた。もちろん拒否する者もいた。いくら恋人とはいえ、悪あく魔まが成り代わっただけの存在などいらないと──。

　ただ水鳥は、仁に藤とうの皮をかぶった悪魔でも構わないと言った。そこにどんな感情がうずまいたかは知る由よしもない。ただ水鳥はそれだけ、仁藤という存在に固執していただけなのだろう。その本質が変わっても仁藤であれば構わないのだ。愚ぐ劣れつだとブネは心中で哂わらった。

　あとは簡単だった。召喚に応じた水鳥の目の前で、仁藤の死体を操ってみせた。これによって水鳥はあっさりと陥落し、ブネの言葉のままに、召喚の代だい償しようである銀と翡ひ翠すいを集めていったのだ。

　そして彼らは本格的に動きだす。極力気け取どられぬように、普ふ段だんは何気ない神父とシスターを装よそおった。だが、裏ではそんな優しげな顔に騙だまされた女生徒を誘ゆう拐かいし、気絶させた上で、人形のごとく糸で操っていた。彼女たちがなにも覚えていないのも当然だ。なぜなら、初めから意識をなくした状態で、宝石店から強奪させていたのだから。今七な罪つみを捕らえている地下室も、元元は気絶させた女生徒をひとまず連れ込み、糸を巻きつけるための場所だった。

　だが今。

　エクソシストという脅きよう威いがある。いずれ来るだろうそれに対して、ブネは周到に準備していた。なにしろ、得意の銀の糸を町中に張り巡らせ、徹てつ底てい的てきな情報収集を行っていたくらいだ。アンテナのように糸をたて電波を受信し、ケーブルに糸をはりつかせ電話を盗とう聴ちようするなど、ブネにとっては容た易やすいのである。最後の最後で予定は少々狂ったが──。

　問題はない、とブネは判断していた。自分が最後に勝つ自信があった。

「ああ──なぜ私が悪魔だとわかったのですか？　この身体からだは神父の死体。物理的にも生物的にも人間ですし、言動や表情も極力、仁藤公きみ龍たつに似せたつもりだったのですがねぇ」

「ふん。学校に来たときからね。教会から悪魔の匂においがしたのよ。──まさか神父に化けていたとは、思わなかったけど。でもさっきので、確定」

　黒かった髪は白色に。だんだんと小柄になっていくと──地獄で何度か見た、アイムの姿へと変わっていく。

　そう、最大の予定狂いは、アイムの存在だ。悪魔がエクソシストに手を貸すなど──そもそも、同じ町に二匹も悪魔がいるなど、イレギュラーにもほどがある。

「クバツ！　ルカ！　やっぱりこいつ『本物』だよ！」

「そう────」

　ゆらり、と奥から影のように現れたのは、遠とお野の九く罰ばつ。アイムの主であり、仁藤公龍にとっては少々困った教え子、そして──ブネにとっては、エクソシストと協力している、鬱うつ陶とうしいハエにすぎない。

「ふん。貴様が悪あく魔まと見抜けないとは。腹が立つな。ここで潰つぶす」

　光の鎧よろいをまとうのは、エクソシスト。すでに服はさきほどの制服ではなく、グレーのコートになっている。水み鳥どりの話の通り、正面衝しよう突とつでは手ごわそうだ。

「……七な罪つみを返してもらうよ、悪魔」

「ああ──ずいぶん気にいりませんねぇその目つき！　今すぐ君を舞台から引きずりおろしてあげようではないですか！」

「やれるものならやってみなさいよ！」

　楽しい、とブネは思う。余裕ぶったアイムと九く罰ばつ。そしてエクソシスト。この虫けらどもを負かし、あらゆる体液でその身を飾り、だらしない表情で命いのち乞ごいするその様。それを想像するだけで──。

（楽しい楽しい楽しい楽しい久々に楽しいですよぉッ！　さぁ！　では血ち塗まみれの人形劇を始めましょうかぁ！）

　ひたすら狂悦にふけりながら、連中をどう料理しようか考えていた。




　同化完了。素早くライターを点火し熱剣を作りだした九罰は、そのまま剣先をブネへと向けた。

「一つ聞きたい」

　話すのはルカ。彼女もすでに、光の鎧を起動させている。

　事前に、九罰はルカにあまりでしゃばるなと言われていた。戦せん闘とうの主導権は自分が握る。お前は余計なことをせず、ただ戦闘に集中しろと。

　もっとも──大人しく従う気は、九罰にはなかったが。

「くく──なんでもどうぞ？　地獄の旅路に、疑問は重荷でしょうからねえ」

「貴様が銀と翡ひ翠すいを集めた理由──もっと言うなら、貴様らの目的だ」

　九罰は、ルカとブネの会話を聞きながら隙すきをうかがっている。もしいけると思えば──あるいはアイムが行けと言えば──話の途中でも、ブネを斬きり裂くつもりだった。

「ああ──知らなかったのですか哀あわれですねえ。なに、等価の代だい償しようが召しよう喚かんの基本！　私がここにとどまるのに必要なのが、銀と翡翠というだけなのですよ。拉ら致ちし気絶させた女生徒らは、実に上う手まく動いてくれました──こんな風に、私の銀の糸で、ね？」

　がたりと音がした。

　礼拝堂の奥から現れたのは、西洋風の板金鎧。はたしてどこからそれだけ集めたのか、数は一体や二体ではなかった。それらは、巨大な斧おのや剣を手にしている。巨大なカテドラルには、飾りとしてこのようなものがあるのも珍めずらしくないが──いくらなんでも多すぎる。大半が強奪品だろう。

　よく目をこらせば──それらにマリオネットの糸のごとく、極ごく細ぼその繊せん維いが巻きついていた。銀を糸のように細く細く伸ばしているのだ。彼が操るのは、なにも死体に限らないらしい。

『クバツ。あんなの虚こ仮けおどし！　アタシたちの敵じゃないよ！』

「高貴なる主の御名は遍くlumine世界を済度す光輝なりscence────行くぞ九く罰ばつ！　足を引っ張るなよアイム！」

　無数の甲かつ冑ちゆうが殺到する。だがその瞬しゆん間かんには、すでに九罰もルカも走りだしていた。

　剣を振るう前方の一体。その腕を斬きりおとす。あまりの高熱に一瞬で溶けた鉄には見向きもせず、次の敵は頭から股こ間かんまで一気に切り裂いた。動きの鈍い甲冑共など、アイムの同化にも慣れた九罰にとっては、雑兵だ。

　ルカを見れば、こちらは九罰よりはるかに多くの敵を相手にしているにも拘かかわらず──まったく一方的な戦せん闘とうを行っていた。的確に、甲冑を操る糸を破は壊かいしている。一秒に満たないうちに、十の刺突で十の鎧よろいを戦闘不能にしていた。

　だが厄やつ介かいなのは。

　この鎧たちは、足を斬りおとしても手を潰つぶしても、『死』がないところだ。

『！　クバツ後ろ！』

　本体からはずれた手てつ甲こうが、宙を舞う。手に持ったのこぎりは、一瞬で九罰の首をはねようと襲おそい掛かる。
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「ッ！　あああッ！」

　体勢を沈め、低い姿勢から剣を振り上げた。硬い音が響ひびく。高熱で溶けた鋼鉄は、おそらくもう使い物にはなるまい。

「ブネ！　じゃあ七な罪つみを狙ねらったのは、やっぱり宝石を盗ませるため!?」

「いい──えぇ？　違いますよ九く罰ばつ君？　彼女は餌えさです。君たちを誘おびき寄せるためのねぇ。エクソシストと、それに協力した君、そしてアイム。それらは私の目的遂すい行こうにあたって、邪じや魔までしかありませんのでねぇ。君たちは私を罠わなにかけたつもりでしょうが、実は君たちが罠にかかったんですよ気付いていましたか？」

　会話をする余裕はあった。ブネは勝ち誇っているのか、こちらの質問にべらべらと喋しやべる。その顔には、仁に藤とうだった頃ころの面おも影かげはない。あるのは醜しゆう悪あくさだけだ。

（この偽にせ物ものが────聞いてもいないことをべらべらとうるさいなぁ！）

　怒りで脳がはじけそうだった。仁藤神父は、確かに苦手だったが──だが決して、九罰は嫌きらっていたわけではない。本物の仁藤神父と接したのは一年くらいであるが、彼が死んだというのなら九罰も泣きたいくらいだ。

　だから──そんな彼の皮を被かぶったブネを、許せるはずがない。同じ顔でも、ブネと仁藤神父は全然違う。表情がそのまま内面の醜悪さを浮き彫りにしている。

　なら、いっそ斬きったほうが、仁藤神父のためだと思った。仁藤神父にこんな顔をさせるわけにはいかないのだから。

『ふん──なにが罠よ。アタシたちを倒すつもりなら、こんな甲かつ冑ちゆうどもじゃ時間稼かせぎにしかならない！　気をつけてクバツ！　アイツ、もっとでっかい切り札を持ってるはずだよ！』

　また一体、邪魔な鋼こう鉄てつ塊かいを弾はじき飛ばす。醜悪な悪魔は目の前だ。それに至る道に立ち塞ふさがるというなら──全すべて斬る。

　礼拝堂など、普通なら戦える場所ではない。ずらりと並んだ座席は障害物でしかないのだから。しかし九罰もルカも、そんなものは軽く飛び越えて移動していた。

　飛来する甲冑──あるいはその残ざん骸がい──とて、すでに半数は消えていた。糸で操っても無意味なほど粉々にされたか、あるいは溶かされたかのどちらかだ。

「おやおや、怖い怖い」

　ブネは、余裕だった。未いまだに、甲冑で食い止められると思っているのだろう。その、見下ろすような視線が気にいらない。

　と──唐突に。

　西洋鎧よろいの動きが、止まった。そのまま、全ての鋼鉄ががたりと地に落ちる。必死で戦っていたルカも、なにやらわからないという表情で。

「？　なに、これ────」

『クバツ！　前！』

　不意の一いち撃げきを回かい避ひできたのは。

　まぎれもなく、二回の戦せん闘とうによる経験のおかげだ。ほとんど転倒と変わらない回避だったが──すぐ頭の上を、なにかが通過した。

「ぐッ……く！」

「ルカさん……なんで……!?」

　攻撃は、青い閃せん光こうだった。

　ルカの槍やりだ。あれだけ苦戦したルカの槍が、今再び九く罰ばつの身体からだに風穴を開けようと襲しゆう来らいしていた。

「馬ば鹿か者ものが！　予備動作を見極めれば回避は容た易やすい体勢を崩すな！」

　ルカ本人がそう叫ぶ。だが、文字通り神の速度で槍を繰くりだすのは、そのルカ本人なのである。転がるようにして追撃を避さけて、一いつ旦たん距きよ離りをとった九罰は──。

　そこで、ルカの鎧よろいを覆おおう、無数の銀に気づいた。

『……ッ!?　ちょ、ルカ操られてる!?　神様の下僕がなにやってんのよぉ！』

　脳内のアイムの悲痛な声。できるなら九罰だって泣きだしたかったが、そんなことをしていれば操られたルカに一いつ瞬しゆんで串くし刺ざしにされるだろう。

　ルカは槍を向けて九罰に相対する。その後ろには、卑ひ劣れつな人形使いが微ほほ笑えんでいた。このブネという悪あく魔ま、死体を使うという話だったが──人型のものならば、なんでも操ることができるらしい。

「くく──普ふ段だんは、生きている人間は操作しないのですがね？　実際やってみると結構あっさりとできるものですねぇ。やはり挑戦が大事ということでしょうかね？」

　ふざけた語り口に変わりはない。ただ、その手は力なく宙に置かれている。虚こ空くうにあるオルガンを弾くような動作──おそらく、銀の糸がブネの手につながっているのだろう。そうして彼はルカを操っているに違いない。

「これは……アイム、どうしたらいいかな？　さすがに……ヤバいよね？」

　こめかみを脂汗が伝う。ルカと再戦するとは思わなかった。それもこんな形で。

『ブネを狙ねらえればいいよ。なにしろ操ってる張本人だから……けど、ルカが素直に通してくれるとは思えないわね』

　それはそうだ。ルカは歯をくいしばり、からみつく糸をどうにかしようとしているが──彼女の意思とは関係なく、青い光の兵器は構えをとっている。不用意に近づけば間違いなく刺されるだろう。

「はは──エクソシストは悪魔の天敵ですからねぇ！　なんとか同士討ちになっていただけるとこちらとしてはありがたいのですよ！」

　ルカが奔はしる。それは駆ける疾しつ風ぷう。

　そうして放たれるのは、神速の槍の群れだ。甲かつ冑ちゆうと戦っている間に、どれほどの単語を呟つぶやいていたのかはわからないが、意味を先鋭化して強さを増すという聖ルカの技──その完成形の一つを、ここに見ることができた。

　なにしろ──九く罰ばつの家で戦ったときよりも、速度が違う。

「う、そだろっ!?」

　思わず声をあげた。

　秒間に十も百も突きだされる槍やりは、至近距きよ離りで撃うたれるマシンガンのようなものだ。次の瞬しゆん間かんに蜂はちの巣になるという点では、槍でも弾丸でも変わりはあるまい。

　だが、今の九罰には──それを見極める動体視力がある。

『目頭目首心臓足元左手左肩心臓腹右足目口首──────ッ！』

　アイムが呪じゆ文もんのように叫ぶのは、ルカの狙ねらいがどこにあるか。戦せん闘とうの悪あく魔まの読みははずれることなく、槍が舞い降りる先を的確に指示していく。九罰は冷静に、彼女の言うとおりに槍を剣で弾はじけばいい。

「どうした！　ただ防いでるだけではいずれ押されるぞ！」

「あ、操られてるくせに偉そうなこと言わないでくださいっ！」

　だが──ルカの言葉通りだった。

　すでに九罰は一歩二歩と後退している。それほどまでにルカの刺突は強力なのだ。アイムも読み取れるのは致命傷となりうる一いち撃げきのみで──それ以外の、牽けん制せいや威い嚇かくの攻撃まで指示している余裕はない。

　結果、九罰は、身体からだにいくつも浅い傷を受けていくことになる。光の槍はかするだけでも、皮ひ膚ふを切り裂き血を滲にじませる。

「おお──意外と長く持ちますね。これはエクソシストの実力を過大評価していたかもしれません。この程度ならば私が手を下しても良かったかもしれませんね？」

「な、めた、ことを────」

　侮ぶ辱じよくに、ルカがいきり立つ。だがどうにもならない。槍は止まることなく、九罰に対して無数の連撃を──。

「…………？」

　──否いな。

「貴様ら──神の名を、私の名を侮辱するのも、大たい概がいに──」

　槍が、遅くなった。ブネも不思議そうな顔で手元を操っている。いずれ秒速百発の槍に違いないのだが。

　速度は、明らかに鈍って。

「私の名は聖ルカ。四福音の一つにして、神の世界を描くことを託された者だ──それが、それがこのような無ぶ様ざまな…………」

『ちょ、ルカ!?　無理しちゃダメだって！』

　ルカが、怒りでブネの操作から逃れようとしているのか。

　いや。違う。気力で跳ね除のけられるほど、ブネの糸は甘くないはず。ではどうするのか。鈍ってきた槍やりを跳ね除けながら、九く罰ばつは考える。

　そうだ、そもそもブネが九罰ではなく、ルカを操ることにしたのは。

「耐えられるかああああああああああああああああああ────────ッ！」

　激げつ昂こうとともに、光が弾はじけた。少なくとも、九罰にはそう見えた。




　今のブネの身体からだは、仁に藤とうのものである──が。

　それはあくまで表面上でしかない。文字通り人の皮をかぶっているだけで、その内部はすでにどろどろに崩れている。代わりに入っているのは、溶解された銀と翡ひ翠すい。常温で液体となっている、金属と鉱物だ。

　本来のブネの身体は銀と翡翠で構築されている。彼にとって自分の力を使うということは、自分の身体である銀と翡翠を切り取るということなのだ。ゆえに彼が力を使う際は、大量の銀と翡翠が必要となる。

　彼はそれを一いつ旦たん自分の身体に取りこんで溶解し、銀の糸の形にして指先から射出したり、邪じや術じゆつを施ほどこした宝石として水み鳥どりに提供したりと──芸達者に様々なことを行う。

　伝承にもある──いわく、ブネは銀の爪つめと、翡翠の鱗うろこをもつ竜であると。

　だが──そのように器用なことができる反面、彼自身の戦せん闘とう力りよくはさほど高くない。アイムなどと比べても見劣りしてしまうが──それは単に、それぞれの得意分野の違いである、とブネ自身は考えている。彼の用いる死体操作や、諸もろ々もろの邪術の中には、ブネしか使えない高度なものもあるのだから。アイムに同じ芸当はできない。

　そして戦闘において劣る彼は、だからこそ、ルカを操って九罰を狙ねらった。

　退たい魔まの力をもつルカならば、九罰を屠ほふるのに十五分もかからないだろうと考えたからだ。そして光の鎧よろいならば九罰の攻こう撃げきにも対抗できる。矛ほことしても盾たてとしても、無敵に思えたのだが。

「く、くっ──ッ!?」

　はじめは、ブネは閃せん光こう弾だんかと思った。

　だが、どうやら違うらしい。目を眩くらませるほどの光は、爽さわやかな青色を呈している。こんな特殊な色をした光など──あの忌いま々いましいエクソシストのもつ、兵器としての鎧しかあるまい。

（ぐ、ぐ──ぅ。なにが起こったというのです……まさか、あのエクソシストが私の操作を逃れてなにかを!?　いえ、私の操作は完かん璧ぺきなはず！　では、ではなにが!?）

　これだから生きている人間は面倒だ、とブネは思う。

　もの言わぬ死体や、薬で気絶させた女生徒などのほうがよほど愛らしい。生きている人間はうるさいし煩わずらわしいし、なにより彼の操作に抵抗しようとするのだから。鬱うつ陶とうしいと思う時点ですでに鬱陶しい。

　ブネは指にからみつく糸を引きよせ、再びルカを操作しようとして──ようやく気づいた。

　糸の手ごたえが、ない。

「な──馬ば鹿かな」

「気づくのが遅いんだよっ！　とっくに糸ははずれてるっての！」

　眩げん惑わくされたままの視界の端はしから──邪じや魔まなハエが、飛びだしてきた。剣はいつの間にか両手に一本ずつ。あわせて二刀の、灼しやく熱ねつの剣士。

　振るう剣は、とっさに下がったブネの服をかする。そのままの追つい撃げきは、しかしブネに致命傷をあたえるほどではない。

　視界が──戻る。眩まぶしい光が去って、あとに残るのは。

「くく──くくくくははははああははあははあははッ！　これは！　これはこれは失敬！　まさか、着ていた光の鎧よろいを『吹き飛ばした』とは！　からみつく糸もその衝しよう撃げき波はで吹き飛ばしてしまったわけですか！　やってくれますねぇエクソシスト！」

「……ふん」

　横目で睨にらみつける聖ルカ。そんな態度が、ますますブネは気にくわない。

「光の鎧は、コート内部の光を布地の表面まで浮かび上がらせる術だ。それを応用すれば、鎧を吹き飛ばして糸を跳ねのけるなど造作もない」

　あの光は、鎧を吹き飛ばした余波であったのか。

　そして鎧を脱いだ聖ルカには、もはや操る価値はないというわけだ。同士討ちを狙ねらえないのならば、面倒な生者より物言わぬ甲かつ冑ちゆうのほうが操る都合がいい。

　だが──そんなことを、炎の悪あく魔まは許してくれまい。

「くく──それでは、仕切り直しといきましょうかあ！」




　転がった甲冑は、もはや操るに足りない。操るのだとしても、そもそも距きよ離りが近すぎる。銀が甲冑に届く前に、九く罰ばつはブネに五回は斬きりつけられる。

　アイムがそう分析した。九罰はそれを信じ、迷うことなくブネに斬りかかっていく。

「観念しろよ！」

　ブネは、双剣の猛攻をかわすだけだ。布の厚い神父服を着ていても、彼の動きは鈍らない。戦せん闘とうは得意ではないと聞いているが、やはり本人の身体能力は人間の比ではないのだろう。

　もちろん──こちらには。

　ブネなど比ではない、炎の悪魔がいるのだが。

『いける！　そのまま押しきって！　首を落としたってすぐには死なないから！』

　七な罪つみの居場所を聞きだすくらいの時間はある、とアイムは言う。ならば九罰に手加減する理由などない。両手に構えた剣は、瞬しゆん殺さつを旨むねとしてブネを攻撃する。

「く、く──」

「ッああああっ！」

　ギン、という硬い音。九く罰ばつが投げつけた剣が、ブネの足の甲を床へと縫ぬいとめた。杭くいのごとく貫通した剣によって、ブネはその回かい避ひする術を封じられる。

　残った一振りの剣はブネの首へ。

「これ！　で！　終わりだッ！」

　エグゼキューターのごとき、容よう赦しやのない一いち撃げきは。

　しかし、空中をあっけなく斬きりさいただけで終わってしまった。

「え────？」

「くひゃっはっはははは！」

　理由は簡単。ブネが首を曲げて避よけたから──百八十度ほど。

　不気味に引き延ばされた首は、すぐに元に戻る。どろりと濁にごった眼球が、こちらを向いた。

　人間にはできない。頸けい椎ついを破は壊かいするほどに関節を曲げるなど不可能だ。だが、ブネは仁に藤とうの死体を操っているだけなのだ。元から死んでいる肉体なら、この程度のことは容た易やすい。

「ッ!?」

「遅いひひゃはははっはあ！」

　後退する九罰より、繰くりだしたブネの足が早い。彼の足を縫いとめていた剣は、とっくにブネが引き抜いていた。

　鳩尾みぞおちに電撃のような一撃を食らって、九罰はあっさりと床に投げだされた。

「くく──おやおや九罰君？　地に伏せて随ずい分ぶんとまた無ぶ様ざまですねひゃははははは！　この私に手を上げるとは身の程ほどを知って死になさい死ね死ね死ね死ね！」

『クバツッ！　いやあぁッ！』

　顔面ばかりを狙ねらって、ブネは何度も蹴けりつけてくる。耳に残るのは、アイムの痛い悲鳴だった。鋭いブーツの先せん端たんが、九罰の皮ひ膚ふを削っていった。鋭い痛みとともに、ぬるりとした感触が伝わる。

　奪った剣を使わないのは、嬲なぶるためだろうか。ゆっくり殺したいのかもしれない。この悪あく魔まは、やはりどこかおかしいから。

　だが──狙い通りだ。

「いやあますます腹が立ってきましたねえ！　この私を狙うとは本当にまったく！　いっそここでは殺さず七な罪つみさんの目の前でどこまでも無様に殺して見せましょうかねぇ！　はてさて一体どのような悲鳴が──」




「────寝ぼけるなよ悪魔。私を忘れるとは良い度胸だ。神裁を受けろ」




　ブネの背後に現れたのは、青い鎧よろいの聖者。

　不意をつくように現れたルカは、ブネの反転も許さずその腹を貫いた。黒い法ほう衣えには傷はなく、けれどブネの身体からだは確実に貫かれただろう。

「…………がっ、あ」

　槍やりを引き抜いても、ブネから血は噴出しない。九く罰ばつはなんとか起き上がり、一いつ旦たん身を退ひいた。頰ほおが熱く痛いが、あの悪あく魔まに手傷を負わせたのだ。十分すぎる。

　操られていたルカが、鎧よろいを一旦解除したからといって、戦線離り脱だつするわけがない。気配を消し、ブネが一番油断する隙すきを狙ねらっていたのだ。九罰はずいぶん前から気づいていたが──九罰を踏ふみつぶすことに執着していたブネは、ついぞ見落とした。

　その隙を見逃すほど、聖ルカは甘くない。

「さあ終わりだ悪魔。観念しろ」

　ともすれば再び倒れそうになる九罰の肩を、ルカが乱暴につかんだ。もう少し優しくしてくれても良いと思った。耳元では、同化したアイムが心配そうにあーとかうーとか呻うめいていた。

「ぐぐ──く、ぐぐく……い、言ってくれますねぇ。この身体は私のものではありませんが、それでも痛みなどは通じるのですよ？　私を虚こ仮けにするのもいい加減にしてほしいですねぇ」

　ブネはよろよろと、教会の奥へと進んでいく。九罰はすぐさま追撃できるような状態ではなかったが──ルカは、すでに槍を構えていた。きっと数秒後には、ルカはブネへと飛び掛っているだろう。

　ルカが耳元で、よくやったと呟つぶやいた。ルカに褒ほめられるのは初めての気がした。

『なによ！　でてくるのが遅いのよおかげでクバツこんなになっちゃってるじゃないーッ！』

　アイムが叫ぶが、わざわざ伝えて険悪にする必要はないだろう。今は、七な罪つみの居場所を聞きだすのが先決だ。腫はれあがった顔で、九罰はブネを見る。

　────そのときだった。足音がする。教会の奥、ブネの後ろからだった。

「くすくすくす。あら、ブネ？　なにをしているの？　儀ぎ式しきの準備は整っていますわよ？」

　声は、まぎれもなく。

「あ、ああ……──いえ……水み鳥どり、ですか。申し訳ありません。客人のもてなしにてこずってしまいましてね。いや随ずい分ぶんとわがままなお客なのですよ」

　現れたのは、シスター服を着込んだ深ふか間ま水鳥。

　一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんと、彼女はルカや九罰を見たが──すぐに状況を察したらしい。いつもの顔つきで、にこりと微ほほ笑えんだ。その姿は、九罰が普通に学校で出会うときと、なんら変わることはなくて。

「水鳥、貴様やはり────ッ！」

「ルカ。お元気？　九罰君は随ずい分ぶんとひどい顔ですわね。くすくす」

　だからむしろ──九罰は、不気味だと思った。

　この場でそんな顔ができるなら、それは狂人くらいでしかありえないのだから。

「くすくす……いけませんわよブネ。手荒な歓迎は」

「く、くく──そうは言いましてもね、彼らもこれでなかなか手て強ごわいのですよ……あああああ痛い痛い痛い……！　まったく痛い……！　いっそここで貴方あなたがたを潰つぶしましょう……！」

　ブネが狂的に笑う。だが水み鳥どりが現れたせいか、必死で逃走する気配はなかった。ルカに貫かれた腹を押さえつつ、こちらを睨にらみつけている。

「──貴様、状況がわかっているのか？　その瀕ひん死しの状態でなにができる？」

「できますよできますとも！　もちろんこの貧相な肉体でできることは限られますがね。儀ぎ式しきの準備が整ったのなら私は貴方がたを容易に殺さつ戮りくできます！　そう、もちろん──」

　ブネが、その腕を伸ばした。先せん端たんには鋭く輝かがやく銀色。攻こう撃げきが来ると判断した九く罰ばつは、最大限の警戒と共に剣を構えた。狙ねらわれるのは自分かルカか。鎧よろいの防御があるルカと違って、こちらは攻撃を受けたら終わりだ。可能な限りの注意をしなければ。

　そんなことを、考えていたから──。




　銀ぎん爪つめの先端が深ふか間ま水鳥の腹を貫いても、なんの反応もできなかったのだ。




「え──────？」

　呟つぶやきは、九罰か、それとも水鳥だろうか。アイムだったかもしれない。ルカではありえない。だって彼女は、声すらあげることもできず、予測できなかった状況を必死で理解しようとしていたのだから。

　深間水鳥は──ただただ不思議そうに、自分の腹に刺さった凶器を見つめていた。

「もちろん、水鳥とて例外ではありませんよ」

　爪が引き抜かれた。黒い服は血に塗まみれている。間違いない。ブネが刺したのだ。それは確かだが──だが、どうして。

「おやおや、断だん末まつ魔まの悲鳴は聞けるかと思いましたが。意外と静かですねぇ。けれどもそれはそれで水鳥らしいかもしれませんね？」

　爪という支えを失った水鳥は、地に膝ひざをつく。それからどさりと全身を床へ投げだした。

『クバツ！』

　九罰とルカが駆けだしたのは、同時。水鳥が倒れた瞬しゆん間かんに、爆発していた。

「水鳥────水鳥ィッ！」

　ただし方向はまったく違う。ルカは水鳥へ。対して九罰は、まっすぐにブネへと走っていた。

「くく──」

　ブネが迎撃するのは九罰。戦線離り脱だつしているルカなど目もくれず、銀の爪が九罰を襲おそう。それを、炎の斬ざん線せんが無む駄だなく全すべて斬きりおとした。

「ルカさん！　水鳥さん連れて急いで逃げて！」

「あ、ああっ──────くそ、こんな！　私は！　倒すべきものの手当てなど……どうして！　ああああああくそしっかりしろ水み鳥どりぃ！」

　あの混乱した様子では戦えまい。そう思った九く罰ばつは、目の前のブネを睨にらみつけた。かの悪あく魔まは、どこまでも陰いん鬱うつに笑っている。

「…………お前さ、なにがしたいの？」

　九罰の、それは純粋な問いだった。

　目の前の悪魔がわからない。それともわかろうとすることが間違いなのだろうか。同じ悪魔でも、アイムとブネはまったく違う。ブネはもっと単純な、不気味で正体不明の、だからこそわかりやすい化け物だった。

　水鳥を刺した理由も不明だ。それともルカの隙すきを作るためにわざとやったのか。だがブネは隙だらけのルカなど目もくれず、九罰を迎げき撃げきしたのである。

「くく──いえ、なに、難しい理由はありません。水鳥が私を信しん頼らいして、無防備に背中を向けていた。その、無邪気な信頼が滑こつ稽けいで滑稽で、ばっさりと裏切ってみたくなった──それだけの話です。知っているでしょう九罰君？　我々悪魔というのは、衝しよう動どうを抑える理性が効かず、一度衝動が起こればなにを差し置いても実行しようとする────そんな崇すう高こうな我欲が、我々の本質なのですよ！」

「水鳥さん、仲間じゃなかったの？」

　関係ありません、やりたかったからやったのです、とブネは呟つぶやいた。本気で言っているのだとしたらこいつは本物の悪魔だ。本当に、どうしようもない化け物だ。

「ただ──私の真の目的を聞いているならお教えしましょう！　私の目的はそう難しいことではありません！」

　ブネが腕をふるう。その様子はさながら演説そのものだったが──彼が腕をふるうごとに、教会がぎしぎしと軋きしんでいく。ならば彼の手の動作も、なんらかの意味があるのか。

「なに、ただ神になりたいだけなのですよ！」

　風が吹いた。冷たい、嫌いやな風だと思った。室内なのに吹く風が、ひどく不気味で。風の中心が、ブネだと知った。ブネが喋しやべるほどに、場の空気が変わっていくのだ。重く、冷たく、そして暗く。

『これは……魔ま法ほう陣じん？　中心に銀と翡ひ翠すい──そうか、地中にある宝石を置くことで、同じく地下にある冥めい界かいを呼びだそうとしてる。儀ぎ式しきの最中か──あ、クバツ。今は手だしちゃダメだよ。空間が混線してあっちに連れて行かれちゃう』

　剣を構えたまま、九罰は機をうかがっていた。アイムが行けと言えば、迷わず突撃するつもりであった。

　だが──ブネは演説をやめない。すでに腹の痛みなど忘れたかのように、ひたすらに喋り続けた。

「くく──アイムが女神だった頃ころもあるように、私とて、私とてかつては神と呼ばれた頃もあります！　死者の王である私はすなわち人の神であったのです！　それがッ！　それが今はなんと無ぶ様ざまか！　神どころか悪あく魔まとさえ貶おとしめられ、七十二魔将の中でも小物扱いとは！　この私が！　この私がそんな屈くつ辱じよくに耐えられるとお思いですか!?」

『一つ……二つ……三つ……四つ……』

　頭の中ではアイムがなにか呟つぶやいている。ブネは狂ったように喋しやべり続ける。九く罰ばつはただ、大きく息を吐はいて、狙ねらいを定める。

「ああ──なんと無様か！　私の神殿は天使どもに粉こな微み塵じんにされ、新たな『主』とやらが今では神の座です！　なんと腹立たしい！　役に立たぬ他ほかの悪魔どものせいで私は敗走し、このような無様な姿をさらしているとは！」

『五つ……六つ……七つ……八つ』

「だが私の本質は神のそれです！　くだらぬ人間ども私を恐れ敬い崇あがめ畏おそれて贄にえを捧ささげなさい！　私が欲しいのは『主』と同じか、それ以上の威光なのですよ！　そうして全すべてを超越してから、愚おろかしく滑こつ稽けいな下々の者を見下すのです！」

　狂ったように叫ぶブネ。その様子は狂信というものに、ひどく似ていた。

（神……？　それが──そんなことが、理由？）

　双剣を握る手が、痛い。知らず知らずのうちに、九罰は手に力をこめていて。

（……そんなことで……？　そんなことで七な罪つみをさらって、アイムを危険な目にあわせて、こんな近くで、哂わらっていたっていうの……？）

　だとしたら。

　それは酷ひどく、くだらないことで。

「お前は神様なんかじゃないよ」

　ぎろりと。

　ブネの目が、憤ふん怒ぬをともなって九罰を睨にらむ。

「神様だったら、こんなことはしない。七罪をさらう？　水み鳥どりさんを傷つける？　なぁにそれ。こんな、こんな血まみれの演出をするようなやつが、神様なわけがないでしょ？　お前はただの、醜みにくいモンスターだよ」

「くく──お言葉ですが九罰君！　今君たちが崇あがめ、このような建物を作って信仰している全能の主とて！　そのような残ざん酷こく劇げきがお好きと見えますがねぇ！　世にはびこるこれ以上の地獄絵図！　この世を作っている主とて、血にまみれた世界が大好きなのですよ！」

「だったら────」

　力を込めて、九罰は告げる。それはきっと、九罰だから言える言葉で。

「だったら全能の主そいつも、神様じゃないんでしょ」

『九つ…………十！　いたクバツ！　つながった！　右斜め後方の地下！　そこに、なっちゃんがいるよ────ッ！』




　深ふか間ま水み鳥どりは、仁に藤とう公きみ龍たつが死んだ瞬しゆん間かんのことを覚えている。

　自分もその場にいたのだから当然だ。平日の礼拝の帰りだった。彼は白いバンにはねられ、コンクリートに投げだされた。血がだくだくとでていた。死んだことが一目でわかった。自分をかばって居眠りしていた車に自ら飛び込んだのだ。時間が止まった気がした。

　目の前の仁藤の死体を見て、それだけで自分の全すべてがあっさり崩ほう壊かいしたのは、水鳥自身も意外だった。主への信仰心、公龍への信しん頼らい、積み重ねていた自分の過去──そういったものを全て裏切りたくなった。その心の隙すきを、あの悪あく魔まはついてきたのだ。

　地獄から語りかけてきたブネの言葉を、今でも覚えている。

『くく──私は死者復活の術を心得た悪魔。私に代だい償しようを払うのであれば、この力を存分に奮ふるいましょう？　ええ、貴方あなたのかつての恋人となるのも、私にとってはひどく容易なことなのですからね────』

　口にだされた会話ではないから、それは一瞬。だが水鳥はとても長く感じた。

　ブネの言葉に頷うなずくと、目の前に横たわっていた仁藤がむくりと起き上がったのだ。数十秒前まで、車にはねられて失血死していたはずの男が、あっさりと。何事もなかったかのように立ち上がり、歩きだした。

　そして仁藤そのものの声と口調で、仁藤ではありえない要求をしてきたのだ。人を操って銀と翡ひ翠すいを手に入れろ、と。

　今ではもう、ブネと仁藤神父の区別など、水鳥自身曖あい昧まいなくらいで。

　だってそうだ。それほど上う手まくブネは擬ぎ態たいしていた。死んだ仁藤の脳のう髄ずいから情報を引きだし、限りなく仁藤を再現していたのだから。ブネと仁藤は、すでに行動も思考もほぼ同じ──。

　ならば、仁藤を愛した自分が、ブネを愛するのは、至し極ごく当然ではないか。

　ブネの言葉にも従った。逆らう理由などない。ブネであり仁藤であった人物に対して、水鳥はずっとそうして来たのだから。

「──馬ば鹿かか貴様は！　結局お前はブネに都合よく利用されただけだろうが！」

　非難するルカは、しかし腹の傷を迅じん速そくに手当てしてくれている。光の鎧よろいもとっくに解除していた。途切れ途切れの言葉に、昔のように反応してくれる。あの頃ころも水鳥が恋愛をして、それに相談に乗るルカがいたのだった。

「くす……くす……構わないのですわ智とも音ね。私は……それでも」

「ああもう黙だまれ！　傷口が開くだろうが！　大人しくしていろ！」

　なぜ治ち療りようをするのだろう、と水鳥は疑問に思った。エクソシストのルカであれば、悪魔召しよう喚かん者しやなど見殺しにして当然のはずなのに。

　──あるいはルカも迷っているのか。ぶつぶつと自責のように呟つぶやくのは、自分の中の矛む盾じゆんがゆえか。だとしたらルカはかつてと変わらず可か愛わいらしいと思った。

　身体からだは動かない。しかし瞳ひとみだけを動かしてみれば、ブネと九く罰ばつが相対していた。ブネの周りには、見ただけで目をそらしたくなるような暗い雰ふん囲い気きがまとわりついている。

　あれは──死し霊りようだ。ブネが操る、死体にしみついた残りカス。死者の魂たましいですらない残ざん骸がいだ。それは群体であり、個体はあっても個性はない。死霊だけでは、どれだけ集まろうと生者に一片の影えい響きようも及ぼせない。

　だが、ブネはそれを再利用して、自分の力とするのだ。彼が銀と翡ひ翠すいを集めていたのは、そういった死者の残りカスを呼び寄せるために必要だったからだ。

　悪あく魔まブネ。土に潜ひそみ、地下にある宝石と死霊をもって自らの力とする。

　ブネは『龍りゆう公こう』の仇あだ名なの通り、本質はドラゴンだという。その爪つめは銀のごとく、その鱗うろこは翡翠のごとく。彼がなにをするにも、銀と翡翠という装飾品にこだわったのはそれが理由だ。

　彼の存在維持には、すでに十分な代だい償しようが集まっている。残りはもう、自分の力を増強するために使うに決まっていた。

「くく──くひゃはははあははあッ！　もういいもういいもういいですよぉ九罰君！　私の目的を否定したからにはその身体、細胞一粒たりとて残しませんからねぇ！」

　ブネの叫びが、教会で反響する。仁に藤とうの顔で、ブネが笑う。

　もう水み鳥どりには、わからないのだ。自分が愛しているのが仁藤なのかブネなのか。ブネと仁藤の区別すら曖あい昧まいで──それくらい、あの悪魔は上手に擬ぎ態たいしていた。それはあるいは、ひどく優しい悪夢に似て。

　それは、もう残り少ないケーキを食べるのに似ている。もったいなくて少しずつ、少しずつしか食べられない。そんな一欠片かけらでは、わずかな甘さも感じられないというのに。

　そして、どれだけケーキを少しずつ食べようと、いずれなくなることに変わりはないのに。

　──教会が、揺れる。

　ブネがなにをしようとしているかは、わかる。水鳥は彼の指示通りに、教会全体に銀と翡翠を配置した。呼び寄せられた大量の死霊は、教会内に留とどまるだけでなく教会そのものにも影響を与えるはずだ。

　水鳥には、見ることができた。おそらくルカも見えているだろう。さきほどから治ち療りようの手が遅い。集中が乱れている証拠だ。

（ああ────）

　大きく息を吐はく。

　水鳥が見たのは────無数の青白い手が、教会の壁や天てん井じようや床から生えて、生者へと手を伸ばしている、そんな幻視。これを見ているのは、呼びだしたブネ本人と、儀ぎ式しきを準備した水鳥、そしてエクソシストのルカくらいか。この腕は、死霊のものだ。いずれブネが合図をおくれば、統率をもって動きだす。

　ここにいる者たちに、生き残る術すべはない。

　だがきっと、自分だけは生かされるのだろう。ブネの召しよう喚かん者しやとして、自分はこれからも、恋人の顔をした悪あく魔まに、優しい優しい悪夢を見せつけられるのだ。そしてときたま、ブネの気まぐれでいたぶられる。今のように。

　終わりにしたいという、冷めた心と。

　悪夢でもいいから優しさに浸つかりたいという、ひどく矛む盾じゆんしたアンヴィバレンスが、水み鳥どりの胸をじくじくと締しめつけていた。




『クバツこの下！』

「あ！　ああ！　あああ──────ッ！」

　意識を、全すべて剣先へ。

　風が吹く。両手に構えた双剣の温度が高まって、大気を咆ほう哮こうさせる。温度上昇による強風の発生だ。その中心に立って、九く罰ばつはぼろぼろの顔でいなないた。

　床を切り裂く。二つの魔剣は、コンクリートだろうが木材だろうが、関係なしに両断してしまう。十字に裂かれた床に、更さらに追い討ちをかけるがごとく──。

「アイム！　今！」

　合図と共に、床が爆砕した。

　最初に、七な罪つみの姿でブネを攻こう撃げきしたのと同じだ。アイム単独で扱える炎の量はそう多くはないが──床に穴をあけるくらいなら、十分に可能だった。

　躊ちゆう躇ちよなく、九罰は爆発の中へ飛び込む。

『いいよクバツ！　大分アタシの使い方わかってきたね！　才能あるんじゃない？』

　ルカが聞いたら怒り狂いそうな才能だな、と九罰は思ったが──今では、ありがたい。そのまま、コンクリートの床を踏ふむ、硬い音。

「兄さんっ！」

「七罪！　良かった！」

　地下室の奥には縛しばられた七罪の姿。憔しよう悴すいしているようだったが、暴行された様子はない。拘束されながらも元気に身体からだを揺らしているから、おそらく身体は大だい丈じよう夫ぶなのだろう。

　襟えりからちょこんと顔をだしているのは、バステトである。以前は手て錠じようを焼ききって七罪を助けたバステトであったが、今回は抜けだしたところでブネや水鳥がすぐそばにいる。助けを待ったほうが良いと判断したのだろう。

「あの…………兄さん」

「説明は後。すぐ抜けださないと──ここ、崩れるから」

　九罰は素早く七罪の鎖くさりをほどく。七罪はまだなにか言いたそうだった。彼女を捕らえたブネのことか、それとも深ふか間ま水鳥か──いずれにせよ、ここで悠長に話せる内容だとは、とても思えなかった。

　打ちっぱなしのコンクリートの地下室。その辺りには監禁用の食料と、少しの教会の備品があるだけだった。それとは別に手て錠じようが二つ三つ転がっているのが、少々不気味で。

　上に続く階段は奥にある。穴を開けた天てん井じようからはさすがに上れる気がしないので、すぐ階段で外にでるしかないだろう。その上でルカと合流し、なんとかブネを────。

『クバツ！　上だよ！』

　アイムの警告は、唐突。

　九く罰ばつの反応は早かった。七な罪つみを抱えて、奥へと跳ちよう躍やくする。一いつ瞬しゆん前まで彼らがいた場所へと、なにか巨大なものが降ってきた。

「──────え？」

　一体──なにが来た？

　埃ほこりが舞い上がって、奥が見えない。コンクリートをぶち壊こわした粉ふん塵じんだろうか。そんなことを可能とする巨大な質量が、この教会にはたしてあっただろうか。

「アイム…………あれ、なにさ……」

　粉塵が消えていく。

　それは、その巨大な長首を九罰らが作った穴からねじこんでいた。ネズミの巣穴を覗のぞき込む蛇へびのようだったが──その巨大な顎あごを広げているのは、間違っても蛇ではない。

　それは、竜の首だった。伝説で聖者に屠ほふられる、悪あく魔まの象徴。太古の水すい棲せい恐竜のように長い首は、蛇のようにも見える。

　目はステンドグラスできらきらと輝かがやいている。首は木材とコンクリートでできた無数の鱗うろこで覆おおわれていた。口を広げれば、四重五重に折り重なった凶悪な乱らん杭ぐい歯ばが覗いている。あの歯一本だけでも、九罰より大きく見えた。

　身体からだは、ないように見えた。あの巨体は──まだ、首しか覗かせていない。首だけで相当長いのだから、竜の本体がどれほどか想像したくもなかった。

『アイツ──ブネだ！　死し霊りようを教会と同化させてる！　ウソ、そんな無む茶ちやなことして、制御がきくはずないのに────まさか、これが……アイツの切り札……』

「ど、どういうこと……？」

『ブネは呼び集めた死霊を教会に乗り移らせたの！　あとはアタシとクバツの関係と同じ！　同化・憑ひよう依いすることで力が何倍にも発揮される──しかもアイツ、教会と自分さえ同化させてる！　教会と死霊と混ざり合って────こんな合成生物、最悪じゃない────ッ！』

　上がどうなっているかわからないが──どうやらこのドラゴンは、教会をぶち壊こわした破片で作りだしたものらしかった。

　ルカと水み鳥どりは無事だろうか。いや──それ以前に、自分たちは生き残れるか。

　なにしろ逃げ場がない。作りだした地上への道は竜の首に塞ふさがれているし、階段は竜を通り抜けなければならない。そもそも地上へでたところで助かるかどうか。

「くく──いかがですか我が力は！」

　竜の口が、人語を発した。それは何度も聞いた、耳みみ障ざわりなブネの声。

「見ましたかこの崇すう高こうなる肉体を！　いえまだこんなものではありませんよ!?　今ではせいぜい貴方あなたがたを屠ほふる程度ですが、いずれ三さん位み一いつ体たいを模も倣ほうしたこの儀ぎ式しきは完かん璧ぺきなものとなります！　もっと死し霊りようを得て、やがて私に相応ふさわしい人間の生いけ贄にえを得て私は完全な神となるでしょう！　ですがまずは君たちが死になさいくひゃはははっははあははっははははッ！」

　動けない、と九く罰ばつは思った。

　こんな巨大な質量、ただ通過するだけで危険だ。壁が迫ってくるようなもので、この袋小路では速度に関係なく押し潰つぶされる。だからその前に広い場所にでなくてはならないが──そのための出口は塞ふさがれている。

　その上七な罪つみがいるのだ。七罪は呆ぼう然ぜんと、なにがなんだかわからないという風に目の前の竜を見ていた。当然だ、九罰だって可能なら驚きよう愕がくと恐怖で倒れこみたいくらいだ。

　せめて、場所がもっと広ければ、勝算はあったか？　まさか。見えているのは竜の首のみだ。全身がどれだけ巨大なのか、九罰には想像もつかない。

「さぁさぁ──それでは、愉快に兄妹仲良く死んでいただきましょうかねぇ！」

　規格外の大きさの竜が、その口を大きく開ける。

（くそ！　くそくそくそ！　ふざけるなよちくしょう！　勝算がないってなんだそれ！　僕の後ろに七罪がいるの忘れるなよ！　ここで負けたら全員死ぬんだって忘れるな！）

　七罪は当然だ。そして九罰が死ねば、同化しているアイムももちろん死ぬ。

　ここでの自分の敗退は、即刻全員の死へとつながるのだ。それを覚悟しろ──。

『ダメ！　待ってクバツ！　突っ込んで勝てる相手じゃ──』

「だからって退く場所なんかないんだ！　いいから行くよアイム！」

『ああもうこのわからず屋────バステト、なっちゃんと一いつ緒しよにこっち！』

　アイムがなにか言っていたが、九罰にはもはや届いていない。両手に剣をかまえ全力で駆ける先には、首だけで九罰の何十倍もある竜。それがその口をあけて、九罰を待ち構えているのだ。

「うおあああああああああッ！」

　咆ほう哮こうは気合をいれるためではなく、胸の中の恐怖を吹き消すため。

　突進した九罰。狙ねらいはステンドグラスの目玉だ。いくら怪物だろうと、これが生物なら眼球が弱点になるだろう。

　そう思った九罰は、跳ちよう躍やくする。天てん井じようにすら余裕がない。ドラゴンの首がちょっと身じろぎをしてしまえば、頭上のコンクリートと、瓦が礫れきの竜に挟まれて神の国行きだ。

『クバツ、本当に────』

（だからその前に潰す！　小回りがきくのはこっちのほうなんだから多少は────ッ！）

　だが。

　跳ちよう躍やくした九く罰ばつの目の前に現れたのは、瓦が礫れきでできた鱗うろこだった。

（な、早──ッ!?）

　もはや竜のどこの部位かもわからない。ただ眼前に現れたドラゴンが、驚きよう異い的てきな速度で九罰を弾はじき飛ばす。ボールかなにかのように吹っ飛ばされた九罰は、硬いコンクリートの床にぶち当たってようやく停止した。

（が、あ…………？　ちく、しょう──）

　口の端はしから血がこぼれる。あばらくらいは折れただろうか。

　朦もう朧ろうとする意識で、九罰は敵を睨にらみつけた。ブネの高笑いが聞こえてくるようだった。

　────今いま更さら気付く。九罰が狙ねらっていたドラゴンは、最初の位置から動いていない。そのままの状態だ。では九罰を弾き飛ばしたのは──。

　地下室の天てん井じようを壊こわして現れた────二つ目の、竜の首。

（噓うそ……だろ……。二匹、いたの……）

　これが、ブネの目指した神だろうか。笑えない。神とは畏い怖ふの対象だ。九罰はこれを怖いと思ってしまった。ならば──この二匹の竜が神となるには、すでに十分ということになりはしないか。

　なんて──皮肉か。

　九罰は、必死で手足を動かそうとした。だが一ミリも動く気配すらない。

　竜の追つい撃げきはない。だが天井が崩落する。二匹の、巨大な質量が揃そろって天井を突き破ったのだ。いくら頑強な地下室でも、連れん鎖さ的てきにぶち壊れるのは道理。

　このままだと、瓦礫に飲み込まれる。それがわかっているから、ブネも追撃はしないのだ。

　アイムの声が聞こえないのは、もうそんな意識を保っていられないからだろうか、なんてことを考える。

　死ぬとき、アイムがそばに感じられないのは、ひどく嫌いやだなと思った。




　暗くら闇やみの中、炎の塊かたまりが問うた。

　──貴方あなたはなにを求めるの？

　それはいつのことか。ずっとはるか過去だったかもしれないし、とても遠い未来視なのかもしれない。確かなのは、ここではないどこかで、今ではないいつかのことなのだ。

　漆しつ黒こくの永久の闇。その中で唯一の灯あかりが、眼前の炎だ。

　繰くりかえして、炎の塊は聞く。それは人の形をしておらず、人の声でもない。

　──敵を打ち砕く力？　他者をおしのける知恵？　慰なぐさめてくれる恋人？　永えい劫ごうに果てぬ富？　決して終わらぬ命？　ねえ、どれが欲しい？

　どれも魅み力りよく的てきじゃないな、と答えた気がする。
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　そうすると、炎の塊かたまりは哀かなしそうに揺れた。

　──でも……なら、アタシはなにをしてあげられる？

　その言葉に、少しだけ笑ってしまった。そしてすぐに、欲しいものを答えた。

「……僕が欲しいのは、そんなんじゃないよ。今僕が持っているものがあれば、それで良いんだ。だから、それを壊こわすのは許さない。僕がいる場所を壊そうとするヤツがいるなら──それを退ける。僕が欲しいのはそんな強さだよ。アイム」

　炎の塊が、揺れた。真しん紅くの炎の中に、よく知っている表情がいた。

　──皮肉だね。クバツ。

　業ごう炎えんがゆれる。九く罰ばつは気付いた。これは今ではないいつか、などではない。今なのだ。今現在の九罰の決意を、炎が聞いているのだから。

　──世界で行われる全すべての交換は等価。その力をアタシは与えられるけど……でもその代わり、クバツのものをもらっていく。クバツが壊したくない、大事なものをもらっていくの。ごめんね？

　そう言って、哀しそうに炎の悪あく魔まは微ほほ笑えんだ。




　──九罰は最初、自分が死んだと思った。

　当然だ。崩落する天てん井じように埋もれたのだから。七な罪つみは？　アイムは？　共に神の国へ旅立っただろうか。痛みがないのは、すでにその旅路にあるからだろうか。

「兄さん!?　兄さん！」

　ただ。

　すぐ耳元で七な罪つみの声を聞いて、目を開けた。

『クバツっ、無事ッ!?』

　声をかけてくるのは、同化したアイムか。すぐそばには七罪もいる。傷はないようだった。どうやらどこかに寝かされているようだ。

　それは──どこに？

『良かったあ──バステト、間に合ったわぁ』

　それは、炎の中だった。壊かい滅めつ的てきな炎。周りを見渡しても、真しん紅くの火しかない。上下左右全すべて炎。だが不思議と、九く罰ばつは暑さを感じなかった。むしろ涼しくて快適なくらいだ。

「なに────ここ、どこ」

『ん。バステトの口の中』

　あっさり言われて、九罰は呆ぼう然ぜんとする。普通の蛇へびだったバステトが、今は軽く電車くらいの大きさということになる。

「えっと……私は、すぐにバステトちゃんの中に入ったんですけど……兄さんは突っ込んで行ってしまったので……ちょっと遅れてしまったんです」

　七罪が、九罰を覗のぞき込んでくる。この炎の空間にすっかり馴な染じんでしまっているのが、兄として微妙に哀かなしかった。

『バステトはアタシの騎き乗じよう獣じゆう。本来の力を解放すれば、これくらいにはなるのよ』

　ならばなんで最初からその力を使わなかったのか──すぐさま頭に浮かんだ疑問を、そのままアイムにぶつけてみた。

『覚悟がわからなかった。クバツの』

「かく、ご……？」

　どういうことだろうかと、九罰は呆然と呟つぶやいた。

『アタシは悪あく魔ま。なにかをするには代だい償しようがいる。バステトの力は確かにすごいけど……これだけの力、引きだすなら対価も相当なものになるの。クバツが、それわかってるかわからなかった────だから、アタシの独断でバステトを使うの、躊躇ためらっちゃったのよ。ま、最終的にはそんなこと言ってらんないから、事後承しよう諾だくってことになっちゃうけど……』

　ちょっと申し訳なさそうに、アイムが呟いている。すまなさそうに俯うつむいている彼女が頭に浮かんでくる気がして、クバツはちょっと笑ってしまった。

『な、なにがおかしいのよっ』

「ああ……ごめん。しおらしいアイムが新鮮でさ。いつもそんなんだともっと可か愛わいいんだけど」

　それって普ふ段だんは可愛くないってことかー、とアイムが怒ってきた。もっとも九罰の頭の中だけのやりとりであるから、そばで見ている七な罪つみにはなにがなにやらわからないだろうが。

「……アイム。悪あく魔まってさ、契約するんだよね？」

『ん。そだけど……？　どしたの突然。それよりブネを……』

「大事なことだからさ、少し聞いてよ────契約、いや約束かな。約束しよう、アイム。すっごい大事な約束」

　九く罰ばつは目の前を見る。炎を透かして蜃しん気き楼ろうのように見える映像がある。その先にいるのは、ブネ。

　場所はどうやら地上らしい。二匹の瓦が礫れきの竜は、ブネの両腕へとつながっていた。いや、竜があまりに巨大すぎるから、二匹の首の分岐点に人間だったブネがくっついている、という表現が妥だ当とうだろうか。

　馬ば鹿からしい──首の先に、当然巨大な本体があるものだと思っていた。だが結局、二匹の竜は首だけ。身体からだなどどこにもない虚こ仮けおどしだったのだ。

「契約しようアイム。これから、僕はアイムのためになんでもする。僕がアイムにあげられるものなら、なんでもあげる。代だい償しようでもなんでも、好きなだけとっていけばいい」

　目の前の悪魔は、こちらを不審そうに窺うかがっている。その姿は、自分より弱い者はひたすら嬲なぶるが、自分より強いと知れば巣穴からでてこない──隠いん微びで卑ひ小しような野生動物のようで。

「けれどその代わり、僕に力を貸して。今を守る力を。今の僕の周りを守る力が欲しいんだ──────そうでしょ、アイム？」

　この契約に、意味はない。アイムもわかっているはずだ。だって九罰は、今までずっとそうしてきたのだから。

　だから、これは覚悟を伝えるだけ。

　さっきの暗くら闇やみの会話が夢か現うつつかわからなくても──その決意をアイムに伝えれば、もうおかしなことでアイムは迷わない。怖ろしいばかりのその力で、九罰を導いてくれる。

　九罰は、アイムが導いてくれたその先に行く覚悟があると──それを、きっぱりと伝えたのだ。

『────ククッ。馬鹿なヤツだ。悪魔になんでもするなんてなぁ！』

　おどけた調子で、アイムが叫んだ。それがあんまり似合ってなかったので、またもや九罰は吹きだしてしまった。

『なんてね。オッケだよクバツ。アタシはクバツの決意がわかった。じゃあ──もう迷うことなんてないよね？　なにしても許してくれるんだもん』

　言われるまでもなかった。

　九罰は立ち上がる。するとそれに連動するように、空間ががたりと揺れた。バステトが鎌かま首くびを持ち上げたらしい。

「そうだ。そういえばルカさんは？」

『あー、いるよ。さっき光の鎧よろいで瓦が礫れきを防いでたから。きっと無事』

　ブネが、こちらを睨にらみつける。巨大な瓦礫のドラゴンの首は、こうしてみれば巨大化したバステトよりも大きい。

「大だい丈じよう夫ぶだよね、アイム？」

『当たり前だよ』

　炎の悪あく魔まは、悠然と告げた。

『アタシは「火炎公」。七十二魔将の中でも最高峰の破は壊かいの悪魔。あんな小物に負けるわけがないじゃない。さあ行こうクバツ。燃やして焼いて炙あぶって燻いぶして焦こがして溶かして虐ぎやく殺さつしよう？　アタシの力は、そのためのものなんだから』

　語りかけてくるアイムが、とても心地よかった。

　バステトが走る。それはまるでジェットコースターを連想させた。炎の塊かたまりがこの速度で突進すれば、どんなものでも粉々にするだろうと思った。

　ブネはこちらを睨みつけてくる。すでに彼の標的は、この巨大な炎の蛇へびだ。

「くはやっはあははっははっはッ！　私の前で悠長に話とはくはあはははっはあッ！　なんと礼を欠いた行為その罪万ばん死しに値する即刻死ね！」

　瓦礫の竜が動きだす。あれだけ怖おそろしかった瓦礫の竜が、今はそれほどでもなくて。

「くく────ひゃははははははっはははあッ！　死ね死ね死ね！　なぎはらえ！」

　ブネが、右腕のドラゴンを横よこ薙なぎにひきずり落とす。瓦礫の竜が鞭むちのごとくしなって、爆炎のバステトを襲おそう。だが──。

　そんなもの、今のバステトにとっては紙でできた壁に等しい。高速で突進して、あっさりと爆砕させる。そのまま狙ねらうはもう一つの首。

「死ね死ね死ね──くはやはははあッ！　くはゆあはうはあははやうあ──あ……？」

　二匹目の竜も、間違いなく粉々に打ち砕く。破壊の悪魔の名は伊だ達てではないと、確実に証明した。

「な────そんな……ふざ、ふざふざけるなあ！　こんな馬ば鹿かげた話が、神となった私の、私の力がこんなにあっさりと粉砕されるはずがないというのに──────ッ！」

　両腕を失ったブネは、それでも狂ったように笑っていた。それが恐怖をごまかすための笑いだと、今いま更さらながら九く罰ばつは気付いた。

「行くよアイム！　僕が────斬きる！」

　バステトが突進する。九罰はライターを点火して、剣を作りだす。これで終わらせるつもりだった。目の前には、ただ笑い続けるブネ。

「あああああああ痛い痛い痛いいたいたしね死ね死ね死ね死ね死ね死ね！　なぜ私を神としないのです!?　なぜ、なぜ私を────ッ！」

　バステトが、がしゃりと金属的な音をたてて口を開けた。九罰はそのまま、炎を蹴けってブネへと向かう。慣性の法則が、九く罰ばつをありえない速度で跳ちよう躍やくさせていた。

　それは、バステトから射出された、あたかも弾丸のようで。

「決まってるだろ、そんなの────お前みたいなの、誰だれも好きになれないからだよ」

　熱剣一いつ閃せん。強力な炎の剣は、ブネの身体からだを上と下に分断する。ブネは壊こわれた人形のように、無ぶ様ざまに転がった。

　最後に、九罰が見たのは。

　神を望んだ悪あく魔まの、怯おびえたような狂った笑いであった。




　炎の蛇へびが、瓦が礫れきの山へと停止する。竜は破は壊かいしたものの、教会だった場所は瓦礫の山と化してしまっていた。

　身体中が燃え上がっているバステトだが、不思議と熱くはない。むしろ、バステトが直接触れただろう瓦礫が、炭となっても強大な熱をもっていた。しばらくは近づけない。

「おつかれバステトー、あ、戻っていーよ」

　するりと九罰から抜けだしたアイムが、バステトの鼻先を撫なでる。すると、電車くらいの大きさだった蛇は、しゅるしゅるといつもの体たい軀くに戻っていた。

「うーむ、バステトアタックとでも名づけるかなー」

　そんな陳ちん腐ぷな名前、バステト本人が嫌いやがるだろうと九罰は思った。事実、アイムに抱かれているバステトは、嫌なのか舌をしゅるしゅるとだし入れしている。

　廃はい墟きよと化した教会の奥では、ブネが苦しげに呻うめいていた。両腕はとっくに溶けているし、下半身は消滅していた。残った肉体もほとんど炭となっている。アイムの話では、二十分もたたずに死ぬだろうということだった。

　九罰は瓦礫に腰をかける。もちろん崩れないように気を使っていた。隣となりには七な罪つみ。彼女も彼女で危ない目にあったはずなのだが、薄うすい笑みを浮かべているのは凄すごいと思った。

「良かった──みんな、無事なんですね」

「危なかったけどね。できればこんな荒事、もうごめんだな」

　そんな風に言っていると────すぐ近くの瓦礫が、がたがたと持ち上がった。

「がっ────はっ。あ────」

　瓦礫の下から現れたのは、光の鎧よろいをまとったルカだった。彼女の足元には深ふか間ま水み鳥どり。ルカが光の鎧で、彼女を瓦礫から守ったように見えた。

「……お前たちが、やったのか？　これを？」

　呆ぼう然ぜんと、廃墟の教会を見渡している。彼女が驚おどろいているのは、この教会の状態よりも、ブネを九罰らが倒した事実だろう。

「本来、私がやるべきことを……くそ、私はなにをしていたんだ。ああ、もう！　貴様らきちんとなにがあったか話してもらうからな！」

　経緯もわからず、水み鳥どりの治ち療りようをしていたらいきなりドラゴンだの炎の蛇へびだのが現れたのだから、さぞ混乱しているはずだ。

「後で話しますよ──。まあ……この惨さん状じようは僕らのせいなんですけど」

「あ、生きてたー？　さっすがー、エクソシストはしぶといねー」

「貴様ァッ！　やはりあの炎の蛇は貴様の仕し業わざか！　貴様が暴れるせいで私たちまで危険になったろうが！　光の鎧よろいがなければ今いま頃ごろ私は死んでいるわ！　いいだろう成せい敗ばいしてやるそこに直れ！」

　いやーん怖いークバツー、とか言って、アイムが九く罰ばつの背中に隠れる。アイムはアイムでしっかりルカの無事を確認していたのだから、わざわざ挑発することないのに──と思ってしまう。

　ルカの足元には、彼女が守った水鳥が倒れていた。同じように瓦が礫れきの中で倒れているブネを、どこか醒さめた瞳ひとみで見つめている。たまに口元が動くのを見ると──召しよう喚かん者しやと悪あく魔まの同調を行って、ブネと会話をしているのだろうか。

　水鳥の手が、ふらふらとブネへ伸ばされた。それがどういう意図なのか、九罰にもはっきりとはわからなかった────ただ、ブネの死を案じた腕ではないような気がした。

「………………水鳥、まだお前はケガをしている、無理をするな」

　ルカが、複雑な顔で水鳥に言う。なにを話したのかわからないが、九罰が立ち入るべきことではないのだ。水鳥がルカと話したことも、水鳥がブネと話していることも。

「あ、アイムは大だい丈じよう夫ぶ？」

　九罰は、後ろにいるアイムに尋ねた。きっと元気な顔が返ってくるだろうと思った。けれど──。

　目に入ったのは、横たわっているアイムの姿だった。




「アイム!?　ねぇちょっと!?　どうしたのさ聞こえてる!?」

　ぐったりと倒れこんだアイムの額には、じっとりと脂汗が浮かんでいる。九罰が頰ほおを叩たたいたり、耳元で叫んだりしても、一切の反応がなかった。酸素が足りないかのように、荒い息を繰くりかえしている。

　バステトはアイムの近くでとぐろを巻いていた。こちらもこちらで、かなり苦しそうな様子である。

「九罰？　貴様なにかしたのか？」

「なにもやってないですよ！　なんでこんな……」

　そこで、今いま更さらながらに九罰は気付く。

　今自分は、アイムの手を握っている。固く。それなのに──手に伝わってくる温度は、むしろ冷たいくらいで。人間の体温でもマズいような、氷のような手。

　ヤバイと九く罰ばつは思う。以前、彼女がおかしくなったときと同じだ。これはアイムが危険だというサインで。

「──ク、バツ？」

　ようやく。

　ゆっくりと、アイムが首をかしげた。薄うすく開けた目に自分が映っているのを確認して、九罰は小さく息を吐はく。

「アイム、大だい丈じよう夫ぶ？」

「あー、えー……うん、ヤバイ。マジ危ない……。とってもダメな感じ……ま、知ってたけど──」




「アタシこのまま消えるから」




「──────あー、えーと。ん？　ごめんアイム。なんか今耳の調子おかしかったかもしれない。ていうか幻げん聴ちよう聞こえたかな？　もっかい言ってくれる？」

「────アタシ、このまま、消えるから」

　消える──それは、つまり、死ぬということか。

　訳がわからなかった。いますぐ叫びだしたかった。なんでそんな噓うそを言うのかわからなかった。冗談にしても悪質すぎると思った。

「なにそれ、どういうこと」

「えーだってそのまんまだし？　元々ここにいられる時間は限られてたのよ。おまけにさっきの戦せん闘とうで残った力、すっかり使い果たしたしね。『代だい償しよう』、もらってなかったし」

　あっけらかんというアイム。だが、全身から流れる脂汗はだんだんと増えているのだ。九罰は、心臓が死神につかまれているような錯さつ覚かくが、あって。

「な────馬ば鹿かを言うな悪あく魔まッ！　代償を受け取らず存在していられる──いや、そもそも召しよう喚かんに応じる悪魔がいるものか！　過去にもそんな話は聞いたことがないぞ!?」

「叫ばないでよルカ……クバツの場合はアタシが勝手に来たんだよ？　アタシは、クバツと一いつ緒しよにいたかった。だから来たの。それだけ────アタシがなにもしなければ、自然と時期が来れば消滅するのは当然だよね？」

　ふざけるな、と九罰は思った。そんなことを、当然だと受け止めているアイムに、無む性しように腹がたった。

「なんで……なんで今まで黙だまってたのさ!?　そんな──消えるとか、嫌いやだよアイム！　代償ならいくらでも僕が払うって、さっき約束したばっかりじゃ──」

「アタシの代償は、人の命」

　ぽつりと、この瞬しゆん間かんだけ、アイムは空くう虚きよな表情で呟つぶやいた。

「誰だれでも良いの。アタシが誰かを殺すか、誰かがアタシに命を捧ささげると言えば、アタシの代だい償しようは得られるの。でもそんな──そんなの、クバツは絶対、イヤだっていうに決まってるし。だから、黙だまってたの────あそこの、悪あく魔まと戦ったりしなければ、もう少し長くいられるはずだったんだけど、ね」

　言われてみれば、思いあたることはたくさんあって。

　アイムはなぜ放火にこだわった？　学校で我を忘れていたアイムはなんだ？　ルカと戦うときに見せた、あの哀かなしそうな瞳ひとみは？

　全部、そういったことから派生していたのだと、九く罰ばつは気付けなくて。

「あ、でも心配しないで。アタシたち悪魔は死ぬわけじゃない。この身体からだは仮かり初そめ。アタシの大元である『アイム』は死なず、ただ地獄に還かえるだけだから、ね」

　七な罪つみの泣き声が聞こえた。ああもう、どうしてこう自分の周りには、妹を悲しませるやつらばっかりなんだろうと思った。上う手まく嚙かみあってくれないんだろうと。

「クバツ……アタシね、クバツが守ってくれるって言ったの、覚えてる。すっごく嬉うれしかった……。けどアタシは、そんな弱くないのよ。クバツと一いつ緒しよにいられた時間を持って、地獄で過ごしてるから。強く、強くね」

　強がりにしか聞こえなかった。握っている手は、どれだけ強く握っても、握り返される感触がない。それだけで悲鳴をあげたいくらいだ。

「ね──アイム。誰の命でも、良いんだよね」

「あー、ダメだよークバツー。今から人殺しなんてー」

　まさか。そんな生なま易やさしいもののつもりはない。

　この状況に際して、打破する方法を思いついた。特に難しいことはないし、九罰にとっては無理難題でもない。とても簡単な、そして空くう虚きよな方法を。

　約束したのだ。この今、自分の持っているもののために、どんな代償でも払うのだと。この矛む盾じゆんした決意を、貫き通すのだと。

　ならば──その等価交換に、最も相応ふさわしいのは。




「アイム──僕の命、使いなよ」




　ぽつりと、呟つぶやくように言った。それだけで、周りは劇的に空気が変わった。

「馬ば鹿かを言うなよ九罰ッ！」

　先に動いたのはルカである。襟えりをつかんで持ち上げると、怖おそろしい形相で怒号を発した。

「貴様今の発言がどういうことかわかっているのか!?　ただ単に死ねると思うなよ！　悪魔に命を捧げるなら、その魂たましいは悪魔の体内で永えい劫ごうに嘆き続ける──終わらぬ魂の牢ろう獄ごくだぞ!?　主の慈じ悲ひだ今すぐ撤てつ回かいしろ！」

「嫌いやです」

　殴なぐられた。顔面を覆おおう痛みは、しかしアイムのことを思えばすぐに消えた。七な罪つみの泣き声が更さらにひどくなる。

「貴様……ああ貴様はいいだろうさ！　自己満足で死ねる！　だが七罪はどうなる！　貴様がいないと、七罪はあの家で一人だぞ!?　貴様は七罪も見捨てるのか！」

「ええ──だから」

　自分が死ぬのは、七罪を見捨てることになるのだ。

「ルカさん、七罪のことはよろしくお願いします。ルカさんなら信用できるから」

　ルカが反論をしようとするが──半開きの口からはなにもでてこないようだった。彼女の腕が力なく下がる。俯うつむいた表情から、彼女の感情は推し量れなかった。

「嫌ぁ……にいさ、そんな……嫌……」

「ごめん七罪。もう決めたんだ。七罪を助けてアイムを助けないなんて、そんなの、おかしいでしょ？」

　噓うそだった。すでにアイムは、九く罰ばつの中で七罪より重い。でなければ自分の命を差しだすなどというものか。

「ね……クバツ、まだ遅くないよ？　取り消して……。でないと、勝手にアタシの身体からだが、クバツの魂たましい、とってっちゃうから……。どうせ、さ、ほら……アタシ悪あく魔まだから。いなくなってもさ、誰も困らないからさ……」

　アイムの声は弱々しい。すでに、目が開いているのかもわからない。けど、その声だけが、やたらと必死で。

　でも、九罰はもう、決めたのだ。

「アイム……地獄に帰るって……あの、何度か見た、炎の世界に、帰るんでしょ」

「なに、なに言ってるのクバツ……？　早くしないと、本当に──」

「やだよ。あんなところにアイムが行くの。あそこでアイムが苦しむのは、嫌なんだ。だから、僕の魂でここにいられるのなら、存分に使って」

　そうだ──そんな、単純なこと。

　何度も見た、あの地獄の景色。忘れられるはずもない。ただ映像を見ただけで喉のどが干ひ上あがり、脳が溶けるとすら思う、究極の責め苦。あそこをアイムは住すみ処かだと言っていた──それなら。

　こっちのほうが、はるかに居心地が良いに決まっていた。

「嫌だ、嫌だ嫌だよクバツ……クバツが死ぬのは嫌！　そんな、アタシのせいで……！」

「うん、ごめんね」

　あっさりと言うと、今度はアイムに殴られた。的確にルカが叩たたいたところを狙ねらうあたり、さすがだと思った──もう痛みも、感じなかったが。

（あ────なんか、ぼーっとしてきた？　あれ、アイム……見えないや）

　全身がだるい。ルカや七な罪つみがなにか言っていたような気もしたが、よくわからなかった。ただひたすらに、眠いという感想だけがある。このまどろみに身を任せれば、きっと自分は死ぬのだろうと思った。

　こういう死に方は、悪くないなと思った。自己満足に過ぎなかったが。




　あとに残るのは、七罪のすすり泣きだけ。

　アイムは泣くこともできなかった。ただひたすらに空くう虚きよな想おもいで、これからどうしようと考えていた。隣となりには、九く罰ばつの死体が横たわっている。瓦が礫れきに横たわる死体というのは、ひどく空むなしい光景だった。

　ふと思う。一体、どうしてこんなことになったのか。自分が人間の魂たましいなくしてはここにいられないと、一体誰だれが決めたのか、と。

　ああ────そんなのは、簡単で。

　全てを創り雲の上のたもうたふざけた大いなる主野郎に、決まっていた。







[image: エピローグ]
















　遠とお野の九く罰ばつは死んだ。完かん膚ぷなきまでに、死んだ。

　ぶち壊こわされた天てん井じようからは雪が降り注いだ。場に響ひびくのはただ七な罪つみのすすり泣きだった。冷たい寒い夜だった。アイムは空くう虚きよに空を見上げていた。九罰の死体はどこまでも安らかに転がっていた。ルカはなにも言わずに立っていた。

　七罪は、アイムを責めない。そんなことをしても意味がない。兄の決めたことを、そんな無意味な行動で貶おとしめるつもりはなかった。

　アイムは静かに。

　好きだった人の手を、握り締しめた。

　────だけど、そんな感傷に浸る間もなく、冷たい声が浴びせられて。

「くく────おやおやぁ？　まるでこれは葬そう式しきですねぇ。だとしたら神父の出番。聖歌隊は鎮ちん魂こん歌かを。シスターは聖書を読み上げ、そして神父の私は安らかなる眠りを祈るのが仕事でしょうかねぇ」

　べらべらと、楽しそうに喋しやべるのは、下半身をなくした悪あく魔ま。水み鳥どりが動けない身体からだで心配そうに見つめる中、ブネは心から笑う。いや、哂わらう。

「アンタは本当に悪あく趣しゆ味みね。この状況のなにが楽しいの？」

「ふふ──泣き顔で睨にらんでも怖くはありませんアイム。ですがまぁ、実は私、もっともっと楽しい状況を作りだすことができまして──」

　ブネの声は低い。醜みにくい笑い声は絶えない。




「──忘れましたか皆さん？　我が術は死者復活ですよ？」




　空気が、凍ったように見えた。思いもしなかった方向からの救いの手は、しかし限りなく信用できない悪魔のもので。

「くく──死体を糸で操ったり、死体に乗り移って操るなどという適当な術ではありません！　我が最大最高の死霊術ネクロマンシーはこの身を捧ささげ、魂たましいの形を変へん貌ぼうさせてその死者を形作るもの！　つまり完全なる死者蘇そ生せいです！　くくっ、いかがでしょう皆様？」

「黙だまれ悪魔。もう消えるやつの言うことに耳を貸すと思うなよ」

　ルカの回答は明快だった。

　いかに死者復活といえど、悪魔の手を借りるなどあってはならない。至し極ごく簡単なことだし、実際にそれによって、深ふか間ま水鳥が今回の事件を引き起こしたのだ。

「……アンタのそれ、無理があるわよね？　悪魔が普通の人間に成り代われるわけがない。だって魂たましいの質が違うもの。でまかせ言ってると今すぐ昇華させるわよ？」

「ふふ──おやおや、気付いていないのですか？　今の私は死し霊りようまみれなのですよ？　悪あく魔まとしての私の魂より、かき集めた死霊の総量のほうが格段に多い。悪魔の魂が薄うすまったこの状態ならば、魂の質はむしろ人間に近いのですよ」

　説得力はあるのだろうか。

　この状況で、ブネの戯ざれ言ごとを信用している者など、誰だれもいない。だが──かといって、真っ向から否定できるのも、ルカ以外にはいなかった。

「……アンタが慈じ善ぜん事業で、そんなことをするはずがない。それによって得られる、アンタのメリットは何？　なにか裏があるでしょ」

「けけ──当然でしょう。知っているでしょうアイム？　九く罰ばつ君は君に好かれるほどの特異体質なのですよ!?　この異常さは死なすにはもったいない！　私の邪じや魔まをするならば無論消しますが、私はもうこんな身体からだです！　ならば助けてあげようではないですか九罰君を！　案外、我が三さん位み一いつ体たいの儀ぎ式しきで贄にえとして最適なのは、この九罰君かもしれませんからねぇ」

　ブネの言葉は、演説のように廃はい墟きよに響ひびいていく。

「くく──悪魔に好かれるような者がまともな人間であるはずがない！　きっとあなた方に破滅を呼び込むはずなのです！　いっそ彼にはこのまま生きのびてもらって、そのような災さい厄やくを引き起こしてもらおうではないですかくひゃははあは！」

「アンタ、本当にできるの？　もうクバツはアタシの中にいるんだよ？」

「ああ──もちろんアイムの中にいる九罰君を取り返すことはできません！　であるからこそ！　私はこの仁に藤とうの死体と同じように、私自身が九罰君となって死者復活を可能とするのです！　私は私の記き憶おくを完全に消去して、ブネだということを忘れて九罰君として蘇よみがえりましょう！　ああ、あなた方は私の擬ぎ態たいを九罰君だと信じて生きていってくださいねぇ！　いひゃはああはあーッ！」

　ルカの行動は、素早かった。

　すぐさま倒れ伏した半死半生のブネへと駆けだし、その顔面に槍やりを突き立てる。ブネは笑い顔のまま、眉み間けんに槍を突き刺され──なお壮絶に、笑う。

「貴様。まだ誘ゆう惑わく足りないというのか」

「ですがエクソシスト？　私の提案は、それほどおかしなものでしょうかねぇ？　悪魔に囚とらわれた魂を救うというのです。これは主の理念にもかなうものでは？」

　ルカはブネを蹴けり飛ばす。妙な叫びをあげて、やがて残ざん骸がいと化すはずの悪魔は転がった。

「嫌いやです……」

　低く呟つぶやいたのは、七罪で。

「こんな！　まだ兄さんを冒ぼう瀆とくするんですか!?　あの人は、アイムのために最後まで、立派に生きて──そんな、その兄さんの決意を嘲あざ笑わらうようなことは、絶対に嫌いやです！　もう兄さんを静かに眠らせてあげてください！」

　醜しゆう悪あくな悪あく魔まの手など借りたくないと。

　七な罪つみは最後に、敬けい虔けんな修道女のような結論をくだした。

　────なにも言わないのはアイムだけ。彼女は横になったまま、雪の降りしきる空を見上げていた。




「────オッケ。お願いできる？　ブネ」




　囁ささやくように。

　契約の言葉が漏もれたのは、あるいは必然だったか。

「アイム、貴様────ッ！」

「勘違いしないでルカ。アタシは、アタシがクバツの命をどうこうしようとか、そんな風には全然、考えていないの。お願いだから聞いて」

　アイムはむくりと、半身を起こした。その黄色の瞳ひとみで、ブネを睨にらむ。

「ブネ。あんた、クバツの魂たましいを再現できるのよね。それは、完かん璧ぺきに？」

「ええ──確約しましょう。我が秘術の全すべてを使い、生前と寸分違たがわぬ九く罰ばつ君を蘇そ生せいさせます。悪魔に好かれる体質すらもね。材料は私ですが、それが結果に影えい響きようされることはない。ただ、矛む盾じゆんを生じさせないため、彼の死前後の記き憶おくはなくしますがね。おそらく、本人の意識としては気絶しただけでしょう。私が介入し復活したことも知らない。ええ、これは真実ですよ」

　悪魔の口から真実を語るなど、茶番以外の何物でもないが──それでも。その言葉を、アイムは真しん摯しに聞いていて。

「じゃあ──復活したクバツに、アタシは聞いてみたい。そうして得た、ブネから得られた偽にせ者もののクバツで良いのか。それともそんなものに耐えられないのか」

　七罪の泣き声が、更さらに大きくなった。訳がわからないと泣いているようだった。

「クバツ自身に問いたいの──ここで生き返るのが良かったかどうか。そして、ダメだというのならアタシがクバツを殺す。今度は徹てつ底てい的てきに。クバツの望みどおりに焼き尽くす──良いわね、ブネ」

「くく──くひゃははっははあっはッ！　やはり貴方あなたは私の同族ですねぇアイム。なんと悪魔的悲劇を呼び起こすのでしょう。そのくだらぬ楽しい人形劇に参加できるのならば是ぜ非ひもない！　今すぐに秘ひ儀ぎを行いましょう！」

「きさ────ッ」

　ルカが止める暇もない。

　ブネの身体からだは塵ちりのように崩れ、降る雪に紛まぎれていった。倒れたままの水み鳥どりはそれを、どこか冷めた目で見ていた。

　空むなしい終わり。

　七な罪つみの泣き声が落ち着いた頃ころ──死体だったはずの九く罰ばつが、むくりとその身体からだを起こしたのだった。




　事後の始末は、簡潔だった──少なくとも、九罰には、そう見えた。

　主犯である深ふか間ま水み鳥どりは、エクソシスト関係の病院で治ち療りようされているようだった。治ってから、きちんと本部に連行されるらしい。悪いようにはしないと言っていたルカの言葉を思いだす。殺されてはいないと思うが、実際にどうなったのかはわからない。

　戦場として使われ、瓦が礫れきと化していたはずの教会は、一晩で瓦礫がすっかりかききえていた。現在は新しい教会を建築中である。学校の教会にも後任の（これはまたごく普通）の神父がやってくる手て筈はずになっている。仁に藤とう公きみ龍たつと深間水鳥は、行方不明ということにされていた。

　巷ちまたで騒さわぎの盗難事件も、すっかり話をきかなくなった。その辺りは、きっとエクソシストのルカが上う手まくやっているのだろう。

　後日に現れたのは、ルカの部下を名乗る小柄な女性。

「柴しばと申します。これをお届けに参りました」

　そう言って彼女が取りだしたのは、一枚の紙。字が細かくてよくわからないが、ハシバミの紋印には見覚えがあった。日本宗教界の最高権力者、天あま草くさ教皇の紋印だ。テレビで何度か見た記き憶おくがある。

「詳細は読んでいただければわかりますが、今回の件における貴方あなたがたの働きを、本部にいる天草教皇は高く評価されています。そこで異例措置ですが、しばらく様子を観察し、またエクソシスト側の指示に従うのであれば、討伐は見送るという内容になっています。青せい天てん霹へき靂れきでしょうが、どうかご理解を」

　淡々と表情を変えずに告げる少女。九罰は喜んで良いのか哀かなしむべきなのかわからなかった。なにせ鉄仮面少女が早口で事務的に告げるのだから。

「えっと……つまりは」

「しばらく、お目こぼしに与あずかれるということです。良かったですね。ルカさんなんかは怒っていましたが、現教皇は穏おん健けん派はですので、ルカさんの意見を聞き入れなかったようです────平穏無事に、ごくごく一般的な学生生活をお送りください」

　これだけ言って、柴という女性は帰ってしまった。エクソシスト本部とやらからは、それきり連絡らしい連絡はなにもない。

　こうして──九罰は、また平凡な学校生活へと、戻っていた。ただ──いくつかおかしなしこりは、残っているのだが。




　九罰の目下の悩みは、ブネにやられた傷がまだ治らないこと。地下で叩たたきつけられた際に、少々骨を痛めたが──それより、顔の痣あざが酷ひどかった。ブネに徹てつ底てい的てきに蹴けられた痣は、まだ残っている。今まで通りの生活を続けるためには、顔の痣はある程度ごまかしておかねばならない。だが転んだという言い訳は少々苦しかった。ボロがでる前に治って欲しいと思う。

　もう一つは、アイムと七な罪つみ。

　七罪がなんだかよそよそしいのは、よくわかった。なにを話すときも、目線が泳ぐ、気が沈んでいるなど、明らかに妙である。

　これはアイムも同様だが、彼女の場合はもっとひどかった。なにせ沈んでいるのを悟られまいと、必死で健けな気げに笑顔を作っているのだ。その表情の造形が下へ手たなものだから、悲ひ惨さんを通り越して滑こつ稽けいですらある。

　だから九く罰ばつは、なにかにつけてアイムに優しくしていた。その度たびに、複雑な表情をするアイムであるのだが。

（やれやれ……）

　部屋で一人、誰だれにも聞かれないように溜ため息いきをつく。

（こうして、僕やアイムが苦しんでるのを楽しんでるんだね、ブネ）

　返事はもちろんない。だが、自分の奥底から、甲かん高だかい笑い声が聞こえた気がした。




　────回想は、長く。

　死を決意し、冷たいまどろみに身を委ゆだねた後──九罰がいたのは、暗い暗い場所だった。寒くはないが、ただ寂しい。自分の身体からだがあるのかすらも定かではなく、ふらふらと彷徨さまよっているだけなのだ。

　そんな中、聞こえてきたのがブネの声で。あの耳みみ障ざわりな声が、突然響ひびいてきたのだった。

『くく──やぁ九罰君。お元気ですか？　ああ、そういえば死んでいるんでしたねぇ。体調は最悪、と。くひゃははは』

『……ブネ？　え、なに？　ここ地獄？　やっぱり僕死んだの？』

『なにを言うかと思えば。君は自ら、死んでアイムに取り込まれることを望んだのでしょう──まあもっとも、その役目は、私が引き受けますが。あ、拒否は許しません。というか今の貴方あなたは、実はアイムに取り込まれそうになったのを、私が救った状態なのですよ。いわば死の淵ふちから助けたのですから、褒ほめてくださいね？』

　いつものことながら随ずい分ぶん饒じよう舌ぜつだなと思った──いや、そんなことを考えている場合ではないのだが。というか今の話を総合して考えれば。

『つまり、僕の、身代わりになるってこと？』

『ひひ──端たん的てきに言ってしまえばそういうことです。いや理解が早くて助かる。君は安心して、生前の君のままで、何一つ心配なく生き返ってくださいね？　ああ、もちろん普ふ段だんの悪あく魔まの状態ではこんなことは無理なのですが、実は今の私は死し霊りようまみれで。この大量の死霊があれば、アイムの燃料になるくらいは可能なのですよ』

　落ち着いて考えようと思った。頭がぼーっとして上う手まく働かないが、メリットとデメリットを切り離はなして、きちんと計算したなら──。

『なにそれ。そんな──そっちにとっては、不利なことしかないじゃん。僕らに対して、そんな自己犠ぎ牲せいをする理由、ないでしょう？』

『ひゃひゃ──自己犠牲は主の楽園へと近づく唯一の聖なる方法で、私も悪あく魔まですが少々試してみたく……ああ、失敬失敬。すいません冗談ですので怒らないでくださいね九く罰ばつ君。まあ正直、こちらにとってのメリットはいくつもあります。その一つとして、私の儀ぎ式しきの完成に、貴方あなたが必要でしてね』

　随ずい分ぶんと悪あく趣しゆ味みな答えが、返ってきた。

『……どういうこと？』

『まあ一から説明しましょう。アイムらには次のように説明しました。私が今の魂たましいを使って、君の魂を形作り、そして君に成り代わると。ですがこの方法だと、今の私は欠片かけらもなく消滅してしまうんですよ。これは私として、望まざる結果です。なぜなら私は私が一番大事。たとえ私の魂は残っても、私の記き憶おくが失われては私が死んだも同然です。そのため、貴方は生き返りますが、等価の代だい償しようとしてその身に私を寄生させていただきます』

『ごめん。さっぱりわからない』

『授業ではないですよ九罰君？　真ま面じ目めに聞いて欲しいものです────わかりやすく言いましょう。今の君には、実は魂に欠損があります。この欠損は、私が助ける直前にアイムに食われてしまったものです。このまま生き返らせてしまうと、貴方は正常な人間としては復活できない』

　そこで、とブネは言葉を区切って呟つぶやいた。

『私がアイムに食われるかわり、私の一部──悪魔として属性の強い部分を、貴方の魂に寄生させます。自あ動な車たのタイヤが一つパンクしたので、装わ甲た車しのタイヤをもってくるようなものと思ってください。そうなると装わ甲た車しのほうは走れないので、少々もったいないですが焼ア却イ炉ムの中に捨ててしまうと。そういう話です────私は、貴方に影えい響きようを及ぼせないほど小さな小さな寄生体になります。貴方がアイムに食われたのは微々たるものなので、あたかも象から見たアリの如ごとき小ささ。ですが──これだけでも、私の悲願である三さん位み一いつ体たいの儀式は完成させられるのですよ！　まだ私の神を目指す目的は続いているのです！』

　ぺらぺらと喋しやべるブネだが、九罰は半分程度しか理解していない。それを察してか、ブネは更さらに説明を続けた。

『九罰君、貴方、どうしてアイムに好かれているのか、考えたことがありますか？』

『──────…………？』

『それは貴方の体質なんですよ。出自か育ちかはわかりませんが、貴方は神を忌き避ひし、魔まを好む傾向がある。教会から逃げたり、この景けい教きよう世界になじめないのもそれが原因です。そして──私の三さん位み一いつ体たいの儀ぎ式しきは、神と子と精せい霊れいを模も倣ほうするものです。神は私。聖霊は死し霊りよう。そして子という贄にえに、貴方あなたが相応ふさわしいのです！　まあこの小さな寄生体で成功させられるかは甚はなはだ疑問──というかむしろ可能性は低いのですが、私が私でなくなるよりははるかにマシだと思いましてねぇ！』

　ゴキブリのようにしぶといな、と九く罰ばつは思った。こいつはきっと、ずっとこんな風に、しぶとく生き抜いていくのだろう。

『ああ──まあ、仮に成功したとしても、です。この寄生体では外界になんの影えい響きようも与えられない。主によく似たミニチュアができるだけでしょう。ですがそれから先はまた考えればいい！　まずは神となることが重要なのですよ！』

　ブネの理屈はわかった。到底理解できるものではないが、それでも本人が納得ずくなら九罰にとって不利はないように思える。

　ただし────。

　この話に、噓うそがないという仮定のもとだが。

『正直、散々やられたお前なんかに助けてもらうの、死んでもゴメンだけど……拒否権は？』

『くく──鋭いですねぇ九罰君。実を言いますと、すでに今の作業は完了させてしまっています。こうして話している私は貴方の寄生体で、もうすぐ会話能力も失います。ですのでまぁ、貴方には拒否権どころかそもそも選択肢すら与えられていません──私を背負ってそのまま生き返ってください』

『…………はいはい』

　本当に、厄やつ介かいな荷物を背負ったものだと思う。

　けどそれで、いまきっと心配して泣いているだろうアイムたちを思えば、それは安い代だい償しようなのかも──。

『ああ──あと、もう一つ。実はここで話したことを、できれば内密にして頂きたいんですよ。アイムたちは貴方が復活することを知っていますが、本来の貴方でないと勘違いしています。そしてアイムはいずれ貴方に、その勘違いした噓を真実のごとく話すでしょう。くく、いやはや、人を騙だますのは楽しい。ですので、そうして苦しみ哀かなしむアイムたちを、もう少し長く見ていたいのです』

『ねぇ……本当悪あく趣しゆ味みにもほどがあるけどさぁ……そのお願い、今度は拒否できるんだよね？』

『くく──実は強制権などありません。これは純粋で誠実な「お願い」です』

　悪あく魔まが純粋とか誠実とかいうと、胡う散さん臭くささは五割増しである。もともと胡散臭いヤツなので、割増しの度合いも半はん端ぱではなかった。

『わかったよ────やってみる。アイムや七な罪つみが泣いたら、すぐ白状しちゃいそうな気がするけどね』

　ありがとうございますくくくく、というブネの笑い声は、もう遠くて聞きづらかった。少なくとも、寄生体となったときに会話能力はなくなる、というのは本当なのだろう。

『あ────さ──ぃご────とつだけ……──』

『なに、聞こえないよブネ？』

『────り──こ────れば、気に……──てくだ────くくく……──』

　最後の言葉は、聞こえなかった。なんとなくわかるような気もするが、それは黙だまっていたほうが良いような気もする。これは曖あい昧まいに奇怪に、謎なぞとして残しておくべきことなのだろうと思った。

　でも。

　その聞こえなかった言葉が、ブネの本心だったような気も、するのだった。




　とんとんと扉をノックする音で、九く罰ばつは回想から帰還した。ドアの向こうから聞こえてくる声は、アイムで。

「クバツー？　なっちゃんが林りん檎ごむいたって。食べるー？」

「あ、もらおうかな」

　ベッドに横たわっていた身体からだを起こして、扉へと向かった。開けると、アイムのにこやかな──そしてどこかぎこちない──笑い顔があった。その複雑な表情の理由は、多分クバツしか知らない。

　少しだけ、アイムを見つめて、九罰は告げる。

「どうしたの、アイム────泣きそうだけど」

「え!?　あ、うあ!?　う、うっそだぁ」

「うん、噓うそ」

　にこりと笑うと、アイムが呆ぼう然ぜんと固まる。目を点にして驚おどろいていたが──しばらくして、みぎゃーと変な声をあげた。

「意地悪ッ！　意地悪だクバツ！　いーもんなっちゃんにいーつけてやる！　ていうかむしろ寝込み襲おそって火傷やけどさせてやるぅッ！」

「うわぁひどいなぁ」

「ひどいのはどっちよ！　この腹黒ぉ！」

　多分間違ってはいないだろう。この腹の中には、真っ暗でどす黒い悪魔が棲すみついているのだ。今は良くても、いずれ腹を食い破られるかもしれない。

　ただ──そんな心配をして右往左往する姿を、ブネは楽しんで見ているだけで、全すべては完かん璧ぺきな杞き憂ゆうなのかもしれない、とも思った。

　いつか話そう、と九罰は思う。アイムにいつまでもこんな顔をさせていたくない。けど──。

（でも、あからさまにブネのことも無視できないんだよなぁ──怒られそうだし）

　自分に影えい響きようを与えることはできない、と言っていたが──どこまで本当かはわからない。ブネの言うことを鵜う吞のみにするのはマズい気がするのだ。

　────だから。

　そう遠くない未来、きっと真実を話すだろう。アイムは、九く罰ばつに言っていないことがある。それはブネによる復活のことで、いずれ九罰に決意を問うのだと、ブネが教えてくれた──だが、未いまだになにも言っていない。

　それを言ってくれたら、九罰も真実を話すだろう。きっと。

「ん？　どしたのクバツ？」

　アイムの頭を撫なでた。首をかしげるその様子は、やっぱり猫かなにかのようで。

「なんでもない……林りん檎ご食べよ、アイム」

　手には痛すぎる熱が伝わってきていたが、それでも構わずに、九罰はアイムの頭を撫で続けた。




　いずれにせよ──炎の悪あく魔まが、九罰のそばにもう少しいられることだけは、確かであったようだ。










　　　　　あとがき




　お久しぶりです。折おり口ぐち良よし乃のです。このたびは『九く罰ばつの悪あく魔ま召しよう喚かん術じゆつ』をお手にとっていただきありがとうございます。お久しぶりとはいうものの自分は今作がデビュー作となるので、お久しぶりな方は本来はほとんどまったくいるはずがございません。つまりどういうことかというと最初の挨あい拶さつが間違っています。はじめまして、折口良乃と申します。ご覧の通り性格はまっすぐ素直です。

　子供のころからオカルト、神話、ファンタジー、超常現象などに憧あこがれてきました、いわゆるメルヘンな人間でございました。たとえば『黄金のスペースシャトル』などと呼ばれるオーパーツが、実はただの魚を模したアクセサリーだと知った時の絶望感たるや計り知れません。あの時はマジで腹がたった。絶対古代文明の遺産だと思ったのに。

　大人になったいまでも幻想は捨てていませんでしたが、まさか憧れのソロモン七十二匹を題材に小説がかけるとは、おまけにそれがデビュー作になろうとは思いもしませんでした。悪あく魔まってのはつくづく想像を広げやすいオカルト分野でございます。

　もちろん博学な方には、アイムが美少女だったりして『ありえねえ！』とおっしゃる部分もございましょうが、そこはそれ、フィクションですので。悪魔の情報は数冊の本、またはネットを参考にしていますが、『内容の信しん憑ぴよう性せいは問わず、面おも白しろいか否いなかを重視』というスタンスでやっております。皆さんがご存じの悪魔と大分違ったりするかもしれませんが、悪魔なんて本来不定形ですから。

　まあそんなわけでアイムの上司がアラストルだったりするわけです。シャナと対戦させてえ。




　では、この本にかかわってくださった方に感謝を。

　編集Ｍさんは本当につかみ所のない人です。ラノベの編集部にいるより渋谷歩いてるほうが似合いそうな気がしますがそれは多分自分が渋谷に偏見を持っているからだと思います。

　絵師の戌いぬ角ずみさんはすごい人です。アイムのラフを見て正直驚おどろきました。八や重え歯ばがとても可か愛わいいです。ちなみに今このあとがきを書いてる段階では一番見たいブネのラフはまだあがっていません。はやく見たい。

　そのほか、校閲さま、事前に話を読んで意見をくれた後輩友人先輩がた、何気なくいつも格好のネタをくれる家族、そしてなによりもこれを読んでくださった読者さまがたに最大の感謝をしたいと思います。




　それでは次回、二巻で（会えたら）会いましょう。今回割とまともでしたので、二巻のあとがきで本領発揮するかもしれません。
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折おり口ぐち良よし乃の

１９８８年10月16日生まれ。生態は蛇に似る。好物は諸々の拷問道具、およびマゾヒストな美女。冬眠はしないが睡眠中を無理に起こすと悲劇が起きる。グロテスクは好きだが人が死ぬのは嫌いという矛盾した性癖をもつ。一見ヒト科だが、本来の生物学的分類は不明。著者近影は切り取ってアイム召喚にでも使ってください。
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イラスト／戌いぬ角ずみ柾まさき

11月８日生、Ｏ型。静岡産、神奈川県在住のイラストレーター。先日、お湯を沸かすはずが、気づくとやかんを持ったまま洗濯機の蓋を開けていました。
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